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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　賞金首と金きん属ぞく糸し







　鼻歌交じりにオーブンの中を覗のぞき、焼き加減を確かめる。

　時間はまだまだ掛かかりそうだが、焼けるクッキーのバターの香かおりが店内に漂ただよい、食いしん坊ぼうの幼よう獣じゆうたちが二匹ひき、鼻をひくひくさせて出来上がるのを待ちわびている。

「焼けるのには時間が掛るし、本でも読んでるか」

　クッキーが焼けるまでの間、カウンターに置かれた本を手に取り、栞しおりの挟はさまれたページの続きに目を通す。

　先日、夏イベントで手に入れた本をやっと読破し、新しい本の解読に取り掛っている。

　桃とう藤とう花かの樹きと巨きよ狼ろうのレイドクエストの報ほう酬しゆうである謎なぞの本。そのタイトルを──【民間薬事典】といい、汎はん用よう性の高い【調合】の生産アイテムのレシピが纏まとめられた本となっている。

「本来の蘇そ生せい薬ってこの作り方だったんだな」

　俺は、本のとあるページを捲めくり、自分の作った蘇生薬のレシピと比ひ較かくしている。

　俺が手て探さぐりで見つけた蘇生薬の作り方もこの本にしっかり書かれていたが、比較するとどうやら俺のレシピは、基本形にアレンジが加わったものだったみたいだ。

　素材の選び方や投入のタイミングなどに多少の違ちがいはあるが、大まかな流れは違いがない。それだけでポーションには違いが出るのだから面おも白しろい。

　そうこうしている内に、オーブンのメニューで設定しておいたタイマー機能がアラームを鳴らし、クッキーの焼き上がりを知らせる。

「おっ、ちゃんと焼き上がっているようだな」

　オーブンを開ければ、漏もれ出ていたバターの香りが一気に店内に広がり、寝ねて待っていた幼獣たちが一いつ斉せいに体を起こして、俺の足元に近づいてくる。

「こら、リゥイにザクロ。まだ熱いから待て」

　俺の一言に一いつ角かく獣じゆうのリゥイは渋しぶ々しぶ、窓の下の一番日当たりのいい定位置に戻もどって寝そべる。しかし、二尾びの黒こく狐こであるザクロは、前の片足を上げたポーズのまま動きを止めて、残りの足だけで体を支えてプルプルと震ふるえ始める。

「ぷっ、そんなに頑がん張ばんなくていいのに。それに、粗あら熱ねつが取れないと食べられないぞ」

　食べられないという言葉を聞き、支えを失うように、こてんと横に倒たおれるザクロ。すぐに食べられないのがそんなにショックだったのか、と思い、軽く噴ふき出す。

　俺が今いる場所は、ＯＳＯオンリーセンス・オンライン内に構えたポーションや消しよう耗もう品をメインに扱あつかうお店──【アトリエール】。

　薬を作るのには、【調合】系センスを利用しているが、そんなお店の中で何な故ぜクッキーを焼いているのか、と言えば、【料理】センスを利用した俺の趣しゆ味みである。

「仕方がないな。ほら、ザクロ。見た目の悪いやつは先に食べていいぞ」

　その一言に横に倒れた子こ狐ぎつねのザクロが跳はね起きて、俺の足に前足を掛け、後ろ足だけで立つ。

「そう慌あわてるな。まだ熱いから気を付けろよ」

　俺が、そう言って、焼いて半分に割れてしまったクッキーをザクロの口に放ほうり込めば、美お味いしそうに齧かじり始める。

　ただ、やっぱり粗熱が取れていないのか、熱そうに食べている。ハフハフと息をして、熱い、けど美味しい。と言った感じで飛び跳ねている。

　俺も一つ摘つまんでみるが、さっくりしていて美味しく、熱気がバターの香りを口一いつ杯ぱいに広げるが、食べるには少し時間が早すぎたようだ。

「うーん。まぁ、少し置いて冷めたら、後はラッピングするかな。──いらっしゃいませ」

　準備してある綺き麗れいな布とリボンを脇わきに置いたまま、【アトリエール】へと入店するプレイヤーへと声を掛ける。

「こんにちは、ユンさん。美味しそうですね」

「「こんにちはー」」

「レティーア。それにライナにアル。調子はどうだ？」

　挨あい拶さつを交かわすのは、腹ペコエルフのギルドマスター・レティーアと、その新人ギルドメンバーであるライナとアルで発足した新興ギルド【新緑の風】の面々だ。

　ライナとアルは、店内で一番日当たりのいい場所で寝そべっている一角獣のリゥイとバターの香りを漂わせる黒狐のザクロに挨拶しているが、リゥイには、つん、とそっぽを向かれている。

「ぼちぼち……食材が溜たまっています」

「いや、食しよく糧りよう事情じゃないって」

　俺がツッコミを入れた直後「冗じよう談だんです」と真顔で返される。

「使し役えきＭＯＢの活用法で細々とギルド資金を貯ためながら、ギルドホームを持つことを目指して活動していますよ」

「へぇ、レティーアのＭＯＢっていうと──」

　草食獣のハル、ミルバードのナツ、ウィスプのアキ、フェアリーパンサーのフユ。

　それから夏のキャンプイベントで仲間にしたガネーシャの幼獣のムツキ。

　生産ギルド主しゆ催さいのイベントで仲間にしたラナーバグのキサラギだったはずだ。

　この六体の活用方法というと──

「まさか、ハルのモコモコの毛を刈かり取り、ナツの羽を毟むしり取って売っているとか……」

「そんなことしませんよ。第一、私の枕まくらがなくなります」

「レティーアさん！　ハルちゃん、枕って認にん識しき!?」

　リゥイとザクロを構っていたライナが振ふり返り、声を上げる。「俺も似た考えを持ってた」と呟つぶやけば、ライナに睨にらまれ、アルには苦笑いされる。

「それじゃないとすると……ウィスプに薬草を渡わたして、【燐りん魂こん結けつ晶しよう】や【燐魂鉱こう石せき】でも売ってるのか？」

「それもありますね。前からアキは、色々なもの食べるとたまにアイテムを吐はき出してくれます。買い取ってくれるところは結構高く買ってくれますね」

　特定のＭＯＢは、決まったアイテムを渡すとそれと引き換かえにＭＯＢ固有のドロップアイテムやレアな素材を交こう換かんしてくれる。ウィスプもその類たぐいのＭＯＢでアイテムを渡す時の反応が非常に楽しいのだ。

「あと、アキだけじゃなくてもう一体の方も今の収入のメインになってます」

「もう一体？」

　俺が首を傾かしげると、この場でその使役ＭＯＢを呼び出すレティーア。

「来てください、ラギ。──《召しよう喚かん》」

　呼び出されたのは、涙なみだ型の頭部と頭部の中央に結晶を持つ虫型ＭＯＢのラナーバグのキサラギ。愛あい称しようはラギだ。

　前見た時は戦せん闘とう時だったので、警けい戒かいして落ち着いて観察できなかったが、ギジギジと歯を鳴らし、前まえ脚あしを擦こすり合わせるようにしているその姿は、なんか可愛かわいい。

「何と言うか、このしっとりとした体には吸い寄せられる魅み力りよくがあるよな」

「ええ、ちゃんと愛情を注いで育てれば、使役ＭＯＢは綺麗になりますから」

　獣けもの型ＭＯＢの野犬だって、敵としては薄うす汚ぎたない姿だが、パートナーとして丁てい寧ねいに育ててブラッシングすれば、毛け艶づやを増し、気品が出る。

　俺のリゥイやザクロだって、ブラッシングやコミュニケーションを欠かさないことで、モフモフやサラサラを維い持じし続けている。

「ラギは、美しいだけじゃありませんよ。この子は、生産素材を生み出してくれるのですから」

「生産素材？」

「そうです。ここに取り出しますのは、鉄のインゴット」

　そう言ってレティーアがインベントリから鉄の塊かたまりをぽんと取り出す。まるでマジックでも始めるかのような調子のレティーアはそのままラギの前にインゴットを差し出す。

　そして、それを受け取ったラギは──食べ始める。

「なっ!?」

　バリバリバリ、とまるで煎せん餅べいかスナック菓が子しのような調子で鉄の塊をその強きよう靭じんな顎あごで嚙かみ砕くだいて食べていく。

「ちょ、食べても大だい丈じよう夫ぶなの!?　大丈夫なのか!?」

「大丈夫です。そして、ラギ、お願いします」

　レティーアがそう言うと、何個かのインゴットを食べ終えたラギは、口を開き、なにか細い物を前脚へと吐き出し、紡つむぎ始める。

「これは、糸？」

「はい、金きん属ぞく糸しです。場合によっては、鋼こう糸しとか、メッシュになる素材です」

「ほわぁぁっ」

　確かに、蜘く蛛もや蚕かいこなどの昆こん虫ちゆうは、糸を吐き出すが、まさか金属の糸を吐き出すなんて、まさにファンタジー的な光景だ。

「ラナーバグは、金属限定ですけど、糸をこうやって吐き出すんですよ。だから、銀糸や鉄糸は、布系防具の素材として買い取って貰もらいました」

　結構、いい値段ですよ。と告げてくるレティーア。

　使い道としては、メッシュ状に編んでダメージの受けやすい箇か所しよの補強だ。鎖くさり帷子かたびらほどの防ぼう刃じん効果は見られないがある程度の効果は見込めること。防具以外にも、刺し繡しゆう糸や即そく席せきの罠わな、丈夫なロープと使い道は多い。

「凄すごいな。これってどこで買えるんだ？」

「今度、生産ギルドから売り出します。ラギの一日の生成量にも限界があるので、現在は予約待ちですが」

「そっか……」

「だから、ユンさん。私の負担を減らすために、頑張って金属糸を作って下さい。むしろ、情報をこっそり広げて下さい」

「それって……ああ、分かった」

　俺は頷うなずき、金属糸の作成。いや【合成】を検討する。【合成】センスでの素材の組み合わせを考えるなら、金属系アイテムと糸での作成が可能かもしれない。ただ、低レベルアイテムでは難しいので、高レベルの素材を用意しないと。

　その場合には、ラナーバグで作るよりもコストが掛かかるだろうが、実験してみる価値はありそうだ。

「面白いな。そうなると鉱石の採さい掘くつと使える糸の収集と……って、どうしたんだ、二人とも」

　俺の呟つぶやきを聞いて、ライナとアルの視線が泳ぐ。俺は、不思議そうに首を傾げて尋たずねる。

「いや、ユンさんは、凄かったんだなー、と思って」

「はぃ？」

　突とつ然ぜんのライナの言葉に俺は、上うわ擦ずった声で返してしまう。アルに目を向けるとライナの説明不足な言葉を補足するためにぽつりぽつりと答え始める。

「鉱山とかダンジョンとか、ＭＯＢがいっぱいいるエリアで簡単に素材を回収できて、凄かったんだなー。って最近、実感してるんです。自分たちじゃ素材は見つからない、敵ＭＯＢに追われる、採取には時間が掛る、と思うように成果が上がらない」

「まぁ、俺はそういう状じよう況きように適応できるセンス構成だからな」

　こればかりは、双ふた子ごとは畑が違ちがうから俺からは何も言えない。

　レティーアに目を向けて、双子にアドバイスはないか、とアイコンタクトを送ると、任せてと頷く。

「そんなに悩なやむのなら──食材を集めなさい！」

「結局、食い物かい！」

「ええ、全すべては繫つながっていますよ。敵ＭＯＢを倒す。レベルが上がる。ついでに食材が集まる。そして、料理を食べて、パワーアップ。そしてまた狩かる。その繰くり返しです」

　ドヤッ、と私言ってやったみたいな表情は要いらない。そもそも、それはレティーアの欲望だろ。

「まぁ、それは間違いじゃないし、料理で一時的なステータスアップはできるけど、そんなに単純じゃないだろ。まぁ、色んなプレイヤーと野良パーティー組んで試ためしてみろよ」

　レティーアの意見は極きよく端たんすぎると、双子に俺の考えを伝えると「はい」と気持ちのいい元気のある返事が返って来る。

　俺だって、タクやミュウ、マギさんたちから学ぶことが色々あるんだ。二人なら、俺以上に色々なことを得るだろう。

「それで結局、店に何しに来たわけだ？」

「そうよ、それよ！　消耗品の補ほ充じゆう！　私とアルはブルポ。レティーアさんは、ハイポとＭＰポーション。あと、三人全員サンドイッチをお願いね」

「はいよ」

　俺は、カウンター裏のアイテムボックスから頼たのまれた商品を取り出し、ＮＰＣノンプレイヤー・キャラクターのキョウコさんに渡す。そのまま会計もまかせる。

　そして、三人が会計を終えると、新たなお客さんが【アトリエール】の入り口に立っている。

　その姿にライナとアルが固まる。

「よぉ、元気にしてっか？　【アトリエール】の」

「ギ、ギルド【獄ごく炎えん隊】!?　どうしてここに！」

　店に入って来たのは、ＰＫプレイヤー・キラーギルド【獄炎隊】のギルドマスターのフレインとサブマスのトビアだ。その二人の登場にライナが声を上げる。

　つい最近、ＰＫでちょっとした面めん倒どう事があったために、ライナとアルは完全に警戒している。

　特に、その面倒事の場面に居たＰＫがトビアであるために、双子の警戒の対象は専もつぱらフレインよりもトビアの方に向いている。

「あん？　なんだ？　お前の知り合いか？」

　自身のギルドの名前を呼ばれて反応を見せるフレイン。双子とフレインとの間には面識がないが、サブマスのトビアが、フレインの後ろで、片手でごめんポーズをしている。

「いらっしゃい。全く、あんまり威い圧あつ感出すなよ。ライナとアルが怯おびえてるだろ」

　それに、俺の幼よう獣じゆうたちも二人の気配を察知したのか、リゥイは幻げん術じゆつで姿を消し、ザクロは逃にげるように【アトリエール】の工こう房ぼう部へと走って行った。

「ふぅ～ん。俺が威圧感ねぇ」

　じろじろとライナとアルを見つめるフレイン。ライナはアルの陰かげに隠かくれるようにしてプルプル震ふるえ、アルはライナの盾たてにされて逃げられない。

「まぁ、前のＰＫギルドは一度解散して再結成したけど、怯えられるのは仕方がないよな。だから──ＰＫプレイヤー・キルしてやろうか？」

「ふ、ふん！　そ、そんな脅おどしなんか、こ、怖こわくなんかないわよ！」

　気のいい年上のような口調から一変して、底冷えするような声を放つフレイン。その声に反射的に答えるライナは、アルの後ろに隠れたまま涙目で声が震え、真正面からフレインの鋭するどい視線を受けるアルは、一言も喋しやべらずに、顔を青くしている。

「フレインさん、からかうのもそれくらいにして下さい」

　トビアが止めに入る。

「いや、東北のナマハゲの中の人ってこんな気持ちなんだろうな。って思ってな」

「新人苛いじめはやめろよな。あと、怯えさせる原因を作ったのはトビアだろ。全く……」
















　俺は、溜ため息いきを吐つきながら、二人に回復アイテムを用意して、二、三言葉を交かわしただけで、買い物を終えさせる。

　フレインがニヤニヤと不敵な笑えみを浮うかべているので、結局ライナとアルの二人は、警戒して動かずに、二人を見送ることになる。

　そして、【獄炎隊】の二人が見えなくなり、ほっと息を吐く二人だが、すぐにこちらに詰つめ寄って来る。

「どうして！　どうして、このお店にＰＫが出入りしているのよ！」

「怖かったです。ライちゃんに壁かべにされて、じっと見られて、怖かったです」

「あー、まぁ、色々と理由があるんだって。二人とも落ち着け」

　興奮気味の双子は、このままでは、冒ぼう険けんだ、なんだとやらせるのも無理だと判断し、レティーアと一いつ緒しよに再びカウンター越ごしに対面するように座らせる。

　先ほど焼き上げたクッキーも粗あら熱ねつが取れたので、二人を落ち着けるために甘めの紅茶を淹いれて用意する。




　　　　●




「さて、何から話すべきか」

「ほむほむ。……このクッキー美お味いしいですね。今度売り出しますか？」

「全く……レティーアは」

　甘めの紅茶を飲みながら、用意したクッキーを摘つまむ。レティーアだけは、シマリスのように頰ほおを膨ふくらませて詰め込めるだけクッキーを詰めている。少しは遠えん慮りよしろよ。

　これからシリアスな話を、という場面を想像していたライナとアルの双子は、肩かたをがっくりと落としているが、そんなに真ま面じ目めな話でもない。

「まぁ、フレインやトビアたちがＰＫをしていた事実は変わらないし、一度解散しても結局は、ＰＫを辞やめたわけじゃないからな」

「なんで、ユンさんがあんな人たちのアイテムを売ってるのよ！　前は、ギルドの悪質な勧かん誘ゆうや店を出入り禁止にしてたでしょう！」

「俺もＰＫは、好きじゃないけど、そもそもＯＳＯのシステムとして存在しているものを頭ごなしに否定するのも問題だろ」

　ＯＳＯでのＰＫシステムは、プレイヤーがプレイヤーをキルした場合、ＰキＫルされたプレイヤーの所持金の半分がＰキＫルした側に移動する。

　単純だが、旨うま味みはあまり多くない。だが、確かにシステムとして存在し、認められている。また、ＰＫ向け、対人向けのセンスも発見されていることからＰＫもＯＳＯの遊び方の一つ、という認にん識しきだ。

「まぁＰＫってのは、少数派の過激な遊びなんだよ」

「たしかに、ＰＫを認めないなら、プレイヤーへの攻こう撃げき判定をなくせばいいし、対人戦せん闘とうもＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーに限定すればいい。けど、そう聞くとなんか、息苦しいわ」

　ＰＫのない世界を息苦しいと表現するライナ。確かに、何でもかんでも悪いから制限を掛かけていったら、息苦しく感じる。

　ＯＳＯは──プレイスタイルは、ｏｎｌｙ──が謳うたい文もん句くだ。なら迷めい惑わくが掛かからない範はん囲いなら認めるのもありだろうと考えている。

「それにな。一方的に仕掛けるＰＫが敬遠されるんであって、同じ対人戦闘のＰＶＰは好まれる。この違ちがいは何か分かるか？」

「うーん。正々堂々？」

「ちょっと違うな」

　ライナは素す直なおな答えだな。と思い微笑ほほえましくなる。そして、顎あごに手を当てて考えていたアルが答える。

「メリットとデメリットが全プレイヤーにあるかどうか？」

「正解。ＰＫは、一方的に攻撃する場合は、ＰＫ側が有利だし、上う手まく返り討うちにすることができても、ＰＫ側が敗北のリスクを考こう慮りよして所持金を全額預けていたら、攻撃を受けるプレイヤーばかりがリスクを負っているよな」

　俺の言葉に、首を縦に振ふる二人。

　一方、ＰＶＰは、プレイヤー同士でルールを決めて、それに則のつとって、戦う。ルールは制限時間だったり、勝敗で得るアイテムやお金の賭かけだったりと、多た岐きに渡るが双方にメリットとデメリットが存在する。

「そのＰＫのメリットの集中化を防ぐために、フレインたち【獄炎隊】のＰＫと生産ギルドで協力してとあるシステムを作ったんだ。それが──【賞金首】システムだ」

「賞金首って、あの賞金首？」

　ライナの言葉に頷うなずき、肯こう定ていする。これは、クロードが主体となって作っていたために、本人から直接話を聞いている。

「フレインたちＰＫは、自身で【賞金首】のシステムに登録してＰＫする。すると、倒たおしたプレイヤーから得たお金の九割を懸けん賞しよう金に上乗せされるんだ」

　例えば、フレインが20万Ｇを所持するプレイヤーをＰＫした場合、半分の10万Ｇを得て、その中の９万Ｇが【賞金首】の懸賞金に上乗せされる。

　どうして、九割かと言えば、残りは装備やアイテムなどの消しよう耗もう品の補ほ充じゆうと修理の費用ということらしい。

「そして、【賞金首】のＰＫを逆に倒すことができたら、今まで積み立てられた懸賞金を倒したプレイヤー、もしくは、パーティーが総取りってシステム。まぁ、ギルドで行っているサービスの一つだな」

　システムのルールを決めたら、後の賞金の精算などはＮＰＣに任せているようだ。その他ほかにも、一定期間、賞金首ＰＫが倒されなかった場合は、今まで積み上がった懸賞金の半分をＰＫが手にする、色々と細かいルールはあるが、深くは知らない。

「なるほど。プレイヤーを狩るＰＫ。そのＰＫを狩るＰＫＫプレイヤー・キラー・キラーの存在か」

　アルは、納なつ得とくしたように頷く。まぁ賞金首としてのＰＫが現れ、その首を狙ねらって懸賞金稼かせぎのようなプレイヤーも現れることが予想される。

　フレインにしてもプレイヤーを倒し、自分が更さらなるプレイヤーを呼び込む餌えさになることに喜んでいた。

「それじゃあ、その【賞金首】に登録しないＰＫはどうするのよ。そいつらは野放し？」

「それこそ遊び方の違いだろ。フレインたちは、言わばＯＳＯの悪役ヒールを演じることを楽しんでいる。だから他のＰＫたちが過度な迷惑行こう為いをしないのなら放置じゃないのか？」

　と双ふた子ごには言ったものの、フレインたち【獄炎隊】の面々は、そういうＰＫたちも率そつ先せんして倒して回るつもりでいるらしい。別に正義感とかじゃなくて、単純に懸賞金の額が上げやすそうだからだ。既すでに同じＰＫ同士で懸賞金額を競きそい合っていたりもする。

「はぁ、なんか色々と私たちの分からない世界が広がってるわね」

「そうだね。だって、下へ手たに攻撃したら返り討ちに遭あいそうだもん」

　ライナとアルはそう言って、関かかわらない。と明言している。

「まぁ、自分の好きなようにプレイして、自分の周りだけ理解してればいいんじゃないのか？」

　俺は、知らん。ＰＫにも興味ないし、ましてや【賞金首】の懸賞金など興味ない。

「一応、後こう学がくのために聞いておきますけど、彼らの賞金は幾いくらくらい懸かかっていますか？」

　今の話を聞いていないと思っていたレティーアが、クッキーを飲み込み、お茶を飲んでから尋たずねてくる。

「えっとな。フレインが３４５万Ｇでトビアが２１４万Ｇだったはず……」

　自信はないしうろ覚えだから、その後も更にＰＫしているなら増えているはずだ。

「どうです？　彼らを倒すとギルドホームが買えますよ」

　レティーアが眠ねむそうな目を向けて双子に尋ねるが、ライナとアルは首が千ち切ぎれるんじゃないかと思うほど左右に振って、拒きよ否ひを示す。

「まぁ、私も食べ物にならなさそうなので倒しませんけど、それじゃあユンさん。ご馳ち走そう様さまでした」

　レティーアの基準は、やはり食べ物か。と思いながらも三人が店を出るのを見送る。

　フレインたちＰＫも安易に目につくプレイヤーを襲おそうよりもより効率的に懸賞金額を上げることに邁まい進しんするだろうから、強いプレイヤー同士の戦いになるだろうことが予想できるが、俺には関わりのないことだ。

　俺が【アトリエール】のカウンター席に戻もどり、金属糸の【合成】の実験のための素材をリストアップし始めると、メニューに公式からのインフォメーションが届く。

「へぇ、メンテナンスとアップデート。あとは、限定クエストか」

　流し読みした内容は、メンテナンス期間の告知とアップデート内容。そして、次々回のアップデートまでの限定クエストの内容の示し唆さ。

　アップデート内容は、新規ＭＯＢの追加とアイテムの追加、など。

　限定クエストの内容は詳くわしくは書かれていないが、アップデート後に情報が出回るだろう。

　俺はアップデート内容には興味がない。多分、ミュウかタクが何か情報でも見つけてくるだろうと思いながら、素材のリストアップの続きをする。







　　　一章　茨いばらとアルケニー







　学校の廊ろう下か。長い三つ編みと下した縁ぶち眼鏡めがねが特とく徴ちようのクラス委員の遠えん藤どうさんが大変そうにノートや提出物を運ぶのを見て、手伝うようになり、そこから運うん搬ぱんの行き帰りの僅わずかな時間で互たがいに、ＯＳＯオンリーセンス・オンラインの情報交こう換かんをするようになった。

「ねぇ、峻しゆんくん。前に言っていたプランターのこと覚えてる？」

「ああ、あの園芸用のネタアイテム？　それがどうかしたの？」

　前に何の気なしに話した雑談のネタをよく覚えている。と思いながらも、遠藤さんの話を聞いていく。

「今度見に行こうと思うのだけど、売っている場所がよく分からないの。付き合ってくれる？」

「ああ、そういうことね。確かにあそこは口頭だと分かりにくいよね」

　俺は、園芸用のネタアイテムを売っているＮＰＣのことを思い出す。場所が、裏路地に入って、少し奥まったところであるために分かり辛づらく、一本でも道を間ま違ちがえると迷いそうな場所だ。

　俺がこうした裏路地に入るのは、町の散策がてらの気分転てん換かんが理由だ。【アトリエール】にばかり籠こもっていては精神衛生上よくないので、図書館へ行く以外にも、ノートや万年筆などの文ぶん房ぼう具ぐや本、畑を耕す農業アイテムや園芸アイテムなどを売るお店を散歩中に見つけたりしている。

　他ほかにも、裏路地の憩いこいの広場や草の生えた空き地なんかも、雰ふん囲い気きがあって俺は好きな場所だ。

「でも、なんで？」

「いや、前のレイドクエストの報ほう酬しゆう。私の報酬がその……苗なえ木ぎなのよ」

「あー、納得」

　桃とう藤とう花かの樹きに関連するレイドクエスト。それに参加した俺と遠藤さんは、クリア報酬を得た。その報酬の一つが【桃藤花の苗木】というアイテムだ。

　これを生長させることで、蘇そ生せい薬の素材の一つである桃藤花の花びらが一日に一枚採取できるようになる。

　そして【アトリエール】の裏にある畑に植えたうちの【桃藤花の苗木】は、日増しに大きくなり、今では一日に五枚、多い時で最大十枚まで花びらを採取できるようになった。

　だが、俺みたいな畑を持っているプレイヤー自体が稀まれであるために、多くのプレイヤーは、扱あつかい切れていなかった。

「確か、苗木だけあっても仕方がない。みたいな言い方されてたかも」

「結構、扱い辛いからね？　それで調べてみたら完全には育たないけど、採取量はある程度まで増えるみたいだから試ためそうかと思ったのよ」

「分かった。けど、あそこって日の出ている時間しかお店をやってないから明日あした付き合うよ。ちょうど土日だし」

「わかったわ。今日はどっちみちアップデートがあってログインできないわよ。それじゃあ、楽しみにしてるわ」

　その後も、遠藤さんと情報交換や明日の待ち合わせの話をして、その日は帰宅する。




　そして、翌日。ログインした俺は、遠藤さん、いや、ゲームキャラだとエミリさんのお店へと迎むかえに来た。

　日の差さない裏路地にひっそりと建つ看板も出ていないそのお店は、【素材屋】と呼ばれる生産職のための生産職のお店。

「こんにちは。エミリさん、いる？」

「ああ、ユンくん。待っていたよ。それじゃあ、行こうか」

　エミリさんは、帽ぼう子しと仮面を着けて、仮面の麗れい人じんのエミリオへと変身して外へと出る。

「やっぱり、それ着けて出るんだ」

「慣れだからね」

　苦笑いを浮うかべるエミリさん。

「エミリさんは、素す顔がおの方がいいのに」

「ユンくんがタラシ発言しても、女の子の姿だから全然そう聞こえないのよね」

「いや、タラシ発言って、そんなつもりで言ったわけじゃないし。あと、俺自身キャラの外見、気にしているんだから」

　腰こしまで伸のびた長い黒くろ髪かみを手に取り、溜ため息いきを吐つく。

　キャラエディットで女性的な方向に身体補正を受けた結果が、この女性キャラの俺だ。

「タクに正体を知られちゃったんなら、別に着ける必要ないんじゃないか？」

「あー、まぁね。けど、こっちの方がミステリアスじゃない？」

　仮面をずらして、ウィンクを一つこちらに送って来るので、確かに、眼鏡と同じようなファッションアイテムとも考えられる。

　それに、エミリさんの仮面【痛み受けの仮面】は、防具の耐たい久きゆう度の消しよう耗もう度合を測るバロメーターになるので装備としても有用だ。

　エミリさんと二人で大通りを経由して、目的の園芸用アイテムを売っているお店へと向かうのだが、どこか町の様子がいつもとは違う。

「なんか、今日はいつもよりにぎやかな気がする」

「それは、アップデート直後だからね。みんな少しでも早くアップデートの追加要素を楽しみたいのよ」

　そう言われて改めて周りを見れば、どこか落ち着きのないプレイヤーたちが早く飛び出したくて、ウズウズし、きょろきょろと何かを探しているといった様子だ。

「アップデート後の告知だと、期間限定の妖よう精せいクエストが発生する。ってことと新規ＭＯＢの追加。あとは、フィールドにランダムに出現するユニークボスってのも出現するみたい。他は、細かなアイテムの追加やバグ修正とか、色々かな」

「妖精クエストとユニークボスか」

　どんなのだろう、と呟つぶやく。妖精っていうとファンタジーの代表的な要素だよな。レティーアの使し役えきＭＯＢのフェアリーパンサーも妖精っぽい半はん透とう明めいな羽根を持っているから、あんな感じの羽根を持った小人的な存在かな？　と想像を膨ふくらませる。

「まぁ、私は情報が出で揃そろってから始めるつもりだから、それほど焦あせらないかな」

「あー、俺もそうかも」

　自分が先せん駆く者になろう、という気き概がいがないために、そわそわして妖精を探しているプレイヤーに頑がん張ばれ、と内心エールを送り、エミリさんと一いつ緒しよに裏路地の園芸用アイテムのお店へと向かう。

　そこには、軒のき先さきのプランターに花を咲さかせるお店が一軒けん。ちょうど、店員ＮＰＣが花に水をやっているところだ。

「こんにちは」

「いらっしゃいませ」

　前まえ掛かけを掛けた花屋の娘むすめ的な店員ＮＰＣに会え釈しやくをして、お店の中へと入る。

　そこには、軒先にあった花の他にも、園芸用アイテムなどがある。

　花の種や苗木などの消しよう耗もう品。植物を育てるための鉢はち植うえやプランターなどの容器。育成による品質の向上のための肥料など、分類が多た岐きに渡わたっている。

「へぇ、色々あるのね。ねぇ、あの大きな道具は何？」

　エミリさんは、使い方の分かる道具は無視して、一ひと際きわ目立つ道具の前に立つ。

　半球状のカバーがあり、その中に受け皿が置かれ、魔ま法ほう陣じんが描えがかれている鉄の塊かたまりがある。初めてここに来た時、自分も同じような疑問を抱いだいたのを覚えている。

「これは──シード・メーカーだよ」

「シード・メーカー？　シードってことは、種を作れるの？」

「ああ、例えば、薬草を一つこの受け皿に置くと、その種ができる。つまり、植えた薬草を収しゆう穫かくする時、種一個と薬草一つが手に入るから、理論的には、種のある薬草なら増やすことが可能になる」

「【錬れん金きん】スキルの《下位変へん換かん》と同じか。でも、なんか引っ掛かかる言い方ね」

　理論的、なんて言葉にエミリさんがこちらに胡う乱ろんな目を向けてくるが、その通りだ。

「実は、変換効率が悪いんだよ。【錬金スキル】だと下位変換で一対二だけど、こっちのシード・メーカーは、一対一なんだ」

「ああ、それじゃあ、【錬金】センスの下位互ご換かんね」

　実際、元々それほど効率のよくない【錬金】センスだが、更さらにそれ以下の効率と聞かされて、エミリさんが微び妙みような表情を作る。

「それじゃあ、あの額がく縁ぶちは？」

「あれは──「あれは、グリーンフレームです」」

　俺が言葉に詰つまっていると、後ろから近寄っていた店員ＮＰＣが説明をしてくれる。

「最近入にゆう荷かした商品なんです。これを横にして、このフレーム内に種を植えて立て掛けておくと立体的な植物インテリアになるんです」

　今は、真っ白なフレームだが、完成するとこうなる、と実物を見せてくれる。

　薬草がフレームを飛び出して、太陽へと真まっ直すぐに生長しているフレームもあれば、くねくねと蔦つたを伸ばす植物がフレームに蔦を引っかけて、天然のアートを作り上げているものもある。苔こけや芝しばのような短い植物がフレーム一面にびっしり生えているものなど、様々なフレームが作られている。

「これらは小型の物ですが、もう少し大きくなると苗木なども嵌はめ込めるようになるんですよ」

「へぇ、ユンくんが知らなかった。ってことは、アップデート後の細かな追加アイテムの一つなのかもしれないわね」

　なんか、得した気分、と小さく呟き、エミリさんが苔の生えたフレームを撫なでるように触さわっている。

　湿しつ気けを含ふくんだ苔のひんやりとした柔やわらかな撫で心地ごこちを無心で楽しんでいる。次は、芝のチクチクとした刺し激げきを楽しんで、また苔といった感じで集中しているエミリさん。

　これは、しばらく戻もどってきそうにないな。と思い、俺も店先や店内の花や緑を楽しみ、エミリさんが満足するのを待つ。

「堪たん能のうしたわ。さぁ、植木鉢を買って帰りましょう」

「フレームは買わないんだ」

「撫でるならスライム系や獣けもの系の合成ＭＯＢで十分よ。一度戻りましょう」

　そう言って、店員のＮＰＣから大きなサイズの植木鉢とプランターを購こう入にゆうして、インベントリに入れて運ぶ。

　植木鉢に入れる土と肥料は、俺が持っているので、一度【アトリエール】に寄ることになる。

　ただ、帰り道にエミリさんの【素材屋】としてのアイテム配達で寄り道しながらだ。

　そして、いくつかのお店を付き添そいで回り、アイテム配達をしたところで、エミリさんの知り合いの生産職プレイヤーのお店に立ち寄る。

「いらっしゃい、【素材屋】さん。ちょっと相談があるんだけど、いいかな？」

「何かしら？　【素材屋】としての仕事なら歓かん迎げいよ。その前に、素材の受け渡しね」

　エミリさんの知り合いの裁さい縫ほう師しに裁縫系の素材を渡して、二人の相談に俺も同席する。

「ねぇ【素材屋】さん。このアイテムを沢たく山さん用意できる？」

　裁縫系のアイテムを配達したところで、とある糸の束を取り出す生産職の女性。

「これは、なに？」

「あっ、金きん属ぞく糸しだ。それも銅色だ」

　エミリさんが首を傾かしげる一方で、俺は見覚えるある素材の名前をポツリと呟く。

「あら、そっちの女の子は、情報が早いのね。よく知っているじゃない」

「いや、俺は、男だから」

「今日、出回り始めた新素材なのよ」

　おい、「俺の発言を無視かよ」とツッコむも、女性生産職は、説明し出す。

　どのＭＯＢのドロップなのか、何のアイテムの生産物なのか、謎なぞの新素材。と意味深な説明をしているが、その実、レティーアの使役ＭＯＢが金属を食べて吐き出した素材であることを知っている俺としては、あまりにも誇こ張ちようされた内容に全すべて暴ばく露ろしたくなる。

「だから、これと同じ素材か、類似したアイテムが欲ほしいのよ。あれを見た瞬しゆん間かんに色んな服のアイディアが浮かんでね！」

　生産熱を持った女性の力説に上体を反そらした俺だが、エミリさんは満面の笑えみでやる気になっている。

「ふふふっ、目の前に新しい素材の可能性が提示されたら【素材屋】としては、何としても成功させたくなるわよね」

「ああ、なんかスイッチが入った」

「金属のように強きよう靭じんで、絹のようにしなやかな素材。連接剣けんの鞭むち部分に適した素材だわ」

　エミリさんが手に取った銅の金属糸の性質を確かめながら、目を輝かがやかせている。エミリさんもやっぱり生産職だ。自分の生産分野に関してのスイッチを持っているよ。と思い、俺は遠い目をする。

　そして、俺は、エミリさんに肩かたを叩たたかれ、意識を戻す。

「それで、ユンくんは、どうして早く知っていたの？　今日、出回り始めたのに」

「えっ、あっ、エミリさん、なんか怖こわいんだけど……」

「怖いことなんてないわよ。ただ、【合成】のパターンに当たりを付けるために情報が欲しいのよ。だから、知っていること全部教えてね」

「……はい」

　逆らうことなく、大人しく頷うなずくのだった。

　その後は、配達を終えて、【アトリエール】に戻って来てから詳くわしく説明する。

「そう、金属糸は、レティーアのラギからなのね。レティーア一人だけだと、需じゆ要ようと供給のバランスが追い付かないのね」

　と紅茶を一口飲み、ふぅと溜息を吐くエミリさん。

　改装して作った畑に面したウッドデッキでお茶を飲みながら、ＮＰＣのキョウコさんに大きな植木鉢とプランターへの苗なえ木ぎの植え替かえをお願いして、こっちはエミリさんに説明していた。

「確かに、金属系素材と裁縫系素材の組み合わせは、私が前から試ためしてたわ。ユンくんがリストアップした素材の組み合わせは、一通り試して失敗だった」

「これ九割方失敗だよね」

　中には、成功したものもあるが、それは、金属糸とは別アイテムだという。

「レティーアが口止めしなかった。ってことは、面めん倒どう臭くさいことになるのを嫌きらったからでしょうね。あとは、私にも情報を伝えるため」

　私の居場所って分かり辛づらいから探せなかったのね。と仮面を外して苦笑いをするエミリさん。確かに、エミリさんの拠きよ点てんは、裏路地で分かり辛い場所だが、伝えるだけならフレンド通信でもいい。ただ単純に何度も説明するのが面倒だったんじゃないか、と思ってしまう。

「そうね。一方的に情報を聞き出した私が言うのも何だけど、ユンくん。私と組んで【金属糸】を作らない？」

「それは、【合成】センスの運用が俺よりも上う手まいエミリさんに手伝って貰もらえるなら心強いけど、それだとエミリさんのメリットがないんじゃ？」

「ユンくん、私へのメリットは大きいわ。【合成】のレシピ作りは苦難の道のりよ」

　数多あまたの素材を組み合わせる【合成】や【錬金】を使うエミリさんは、常に素材とお金との戦いらしい。

　自分一人では集められる素材に限りがある。それを補うために合成ＭＯＢや錬金ＭＯＢなどの仲間を増やし、戦う。だが、それを維い持じするにも素材が必要である。

　自分一人でやるのに限界があれば、他のプレイヤーから買った素材で新たな素材を作り、それで利益を上げるも売れる素材のレシピは、一ひと握にぎり。

　また、特に需要の低い素材や難易度の高いＭＯＢなどは、素材の市場に出回る数や値段から十分に揃そろえるのが難しい。

「だから、同じ目的を持ったプレイヤー同士が協力して一つのレシピを完成させる。これだけで、行けるエリアや、倒たおせるＭＯＢが増えて、出費が減るわ」

　静かな力説に、俺は、感動している。

　確かに、俺は、最初弱かった。一人では苦戦していた。今でも苦戦はしている。そして、お店が安定するまでは金欠に苦しんだ時期があった。所持金二桁けたとか懐なつかしい。

　だから、俺は、自分から協力を申し出る。

「一緒に頑張ろう。いや、俺に手伝わせてくれ！」

「ありがとう、ユンくん──実際、この前のガルム・ファントムとの戦いで合成ＭＯＢや錬金ＭＯＢのストックが殆ほとんど尽つきたのよ」

「何か言った？」

　ぼそぼそと呟つぶやくエミリさんの言葉は、途と中ちゆうからよく聞き取れなかったので聞き返す。

「そうね。糸のサンプルを多く集めないといけないわ。私が一人で集められなかった素材は──」

　エミリさんが口にした何種類かのＭＯＢ。俺たちは、早さつ速そくそいつらを狩かりに行くことにした。




　　　　●




　俺たちの集める素材は、【アルケニーの糸袋】、マジカルシルクの切れ端はし、魔ま竹ちく木ぼくの三種類だ。

　それぞれの入手場所は、全く別であるが、その内の二つは、タクやミュウたちのような最前線プレイヤーたちが【アトリエール】に持ち込む素材の中にあった。

　そして、サンプル数の足りない唯ゆい一いつの素材アルケニーのドロップである【アルケニーの糸袋】を手に入れるために、第三の町近きん郊こうの鉱山ダンジョンのＡ地区の第三階層へと降りる階段へと来ていた。

「うへぇ、ここまで深くに潜もぐるの久しぶりな気がする」

　ギルド設立クエストでボスと戦って以来だが、今回はそれよりも奥へと進む。

「ユンくん。準備は大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫。センスも、装備も、消しよう耗もう品も」






所持ＳＰセンスポイント23

【弓Ｌｖ40】【長弓Ｌｖ14】【空の目Ｌｖ５】【速度上じよう昇しようＬｖ28】【看破Ｌｖ15】【魔ま法ほう才能Ｌｖ46】【魔力Ｌｖ49】【付加術Ｌｖ26】【調薬Ｌｖ28】【料理Ｌｖ27】

控ひかえ

【錬れん金きんＬｖ32】【合成Ｌｖ33】【彫ちよう金きんＬｖ２】【泳ぎＬｖ13】【生産の心得Ｌｖ34】【調教Ｌｖ８】【地属性才能Ｌｖ19】【言語学Ｌｖ18】








　もう一度、確かく認にんしたステータスで戦えるのか、と心配になる。

「大丈夫よ。もう一つの第三階層のＢ地区と比べて、Ａ地区は、私たちのレベルなら大丈夫よ。きっと」

「そうだけど……」

　鉱山ダンジョンは、普ふ通つうのダンジョンのような最下層を目指すようなタイプのダンジョンではない。

　一層ごとが広く、複雑であり、また複数の出口が存在する。

　第三階層には、アルケニーの出現するＡ地区とオーク系のＭＯＢが隊列を組んで襲おそってくるＢ地区が存在する。

　Ａ地区が狭せまく薄うす暗ぐらい洞どう窟くつなら、Ｂ地区は明るくフルパーティーで乱戦しても戦える広さがある。など、それぞれに特とく徴ちようがある。

　いまだ最下層までの実態が明らかになっていない鉱山ダンジョンは、一層下がるだけでも難易度が大きく変わり、緊きん張ちようする。

「ほらほら、いつまで立ってても仕方がないんだから行きましょう」

「ううっ、分かった」

　意を決して、第三階層へと降りて行く。

　洞窟ダンジョン特有の暗さも【空の目】に成長したセンスの暗視能力がしっかりと捉とらえる。降りた先には、目当てのＭＯＢの蜘蛛人間アルケニーがいた。胸から上が人で胸から下と下半身、手て脚あしが蜘蛛という存在だ。

「なんか、思っていたより人っぽくないかも」

「まぁ、これは雑ざ魚このアルケニーであって、ボスのアラクネは、ちゃんとした人っぽい感じだから」

　アルケニーはどっちかと言うと人三割、蜘蛛七割と言ったところだ。俺たちが第三階層に降りてきたところで、狭い坑こう道どうの天てん井じようを伝って近づいてくる。

「動きが変則的だから気を付けてね！」

「わかった！」

　器用に天井に張り付くアルケニーに狙ねらいを定めて、矢を放つ。アルケニーは射い貫ぬかれる直前に、天井から脚を離はなして、自由落下に任せて初撃を避よける。

「ユンくん、補助」

「《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　エミリさんに三種類のエンチャントを重ね掛がけして、ステータスを強化する。

『シィィッ──！』

　硬かたい前脚を振ふり上げて、蜘蛛の複眼を持つ人の顔で牙きばを剝むき、威い嚇かくしてくる。

「やぁぁっ！」

　大上段から振るった長ちよう剣けんを交差させた前脚で受け止められ、ダメージを与あたえられない。だが、すぐに、引き、動きが止まっているアルケニーへと俺が矢を放つ。

「──《弓技・一いつ矢し縫ぬい》！」

　逃にげ道の少ない狭い坑道で威い力りよくのあるアーツを使い、仕留めに掛かかる。

　前脚をすり抜けた矢は、人間の胴体部分を大きく抉えぐりながら、坑道の壁かべに突つき刺ささる。

　矢が刺さった瞬しゆん間かん、遠く離れていても伝わる感覚から、柔やわらかいと感じ取り、大きく防ぼう御ぎよが崩くずれたアルケニーへとエミリさんが畳たたみかける。

「はっ！」

　長剣による一いつ閃せん。人間で言う首筋を斬きり、アルケニーは光の粒りゆう子しとなって崩れていく。

「……」

「ユンくん、どうしたの？」

　俺が、先ほどの柔らかい感覚を確かめるように、掌てのひらを何度も握にぎり返していると、エミリさんが不思議そうに尋たずねてくる。

「胴体は、結構柔らかいというか、ダメージの通りがよかったから」

　弱点は、胴体部分かな。次は、【料理】スキルの《食材の心得》で一度よく情報を調べてみよう。

　俺が一人、次の戦せん闘とうの段取りを考えていると、エミリさんは、メニューでアルケニーからのドロップを確かめる。

「さて、最初のドロップは……アルケニーの脚ね」

「それって使い道あるんですか？」

「おいしいらしいわよ。蟹かにっぽくて」

　インベントリより取り出した長い脚を取り出し、見せてくる。確かに、見た目は蟹っぽいが人間の要素が入っていたことを考えると、食欲が失うせる。

「なんか、あんまり食べたくないな」

「何を言うのよ。これまでにも私たちが知らない間に半人系のもの口にしているわよ」

「マジで!?」

「同じ第三階層Ｂ地区のオークの肉がその代表。ＡＴＫアタツク上昇の料理になるから結構人気よ」

　なんか、聞きたくなかったかも。と思いながら、第三階層を探たん索さくしていく。

　通路が狭くなっているために、アルケニーは、群集していることが少ない。また二、三体でいる場合には、俺がその内の一体を矢で攻こう撃げきしておびき寄せて、エミリさんが確実に倒していく。

　罠わなやアルケニーの奇き襲しゆうも【看破】のセンスで回かい避ひできる。

「やっぱり、あんまり強くないな」

「強いのは、ボスのアラクネと特とく殊しゆ攻撃よ。ほら、粘ねん着ちやく糸いとが来る！」

　アルケニーは、お尻しりをこちらに向けてくる。

　その発射口から白い粘度の高い糸を噴ふん出しゆつし、こちらを捕つかまえようとする。だが、粘着糸の攻撃は、直線状にしか発射されないために、横に避けて回避できる。

　最初は、粘着糸の発動を感知しながらも、効果範はん囲いや効果を知らなかったために、俺に見事に命中した。

　ねばねばの粘着糸に足をからめとられ、逃げられない俺に向かって、周囲のアルケニーが一いつ斉せいに目指してきた。

　粘着糸には、同族を引き寄せる効果でもあるのか、結構な数が集まってきた。エミリさんが一人で対処できる数にも限界がある。

　その時、もしやと思い、以前作った【除じよ虫ちゆう香こう】を焚たいてみる。虫除よけの効果を持つお香なので、アルケニーにも効くかもしれない。

　この時、蜘蛛って昆こん虫ちゆうじゃないから効果がないのでは、と思ったが、ちゃんと効果があった。

　これを使い、粘着糸の効果が切れるのを待つ。

　そんなトラブルも途中で挟はさみつつも、連れん携けいと狩りの効率化がなされ、アルケニーを一体ずつ、作業的に倒していく。

「エミリさん、あっちの行き止まりに宝箱があるよ」

「おっ、それは嬉うれしいね」

　鉱山ダンジョンは、アップダウンが激しく自分の居場所が分からなくなりがちだが、ボスへの本筋の道以外は、細かな脇わき道みちが沢たく山さんあるだけなので、本筋の道を辿たどって行けば、迷うことはない。

　そして、そんな脇道の奥には、採さい掘くつポイントや宝箱があり、これらも合成素材になり得うるため回収している。

「これには何が入っているのかしらね」

「まぁ、それほど良いものじゃないと思うけどね」

　鉱山ダンジョンの第一層と第二層の宝箱は、普通の宝箱だが、この階層では、アルケニーたちのエリアであるために一風変わっていて、繭まゆのような形だ。

　蜘蛛の糸で作られた両手で抱かかえられるほどの繭。それをエミリさんが、長剣で切り裂さくように開けていく。

「……まぁ、期待しても大したものは入ってないね」

　そう言って、繭の中から出てきたものを取り出して見せてくる。

　革かわ鎧よろいとアルケニーの脛すね当あての二つの装備だ。革鎧は、ダンジョンの難易度相応より一回り劣おとる性能であり、微びレア装備の脛当ては、シリーズ系の装備であるために、コレクター要素が強い装備だ。

「見事に俺たちが使わない装備だな。エミリさんはどうする？　売る？」

「要いらないから売るしかないんじゃないかな。けど、露ろ店てんで全身セットにするなら、売れやすいかもしれないけど、単体だと売れないかもね」

　まぁ、売れなかったら、最悪ＮＰＣに買い取って貰もらおう。と苦笑いを浮うかべる。

　そして、ふと、見落としそうになったが、手前の繭に隠かくれて、奥にもう一つの繭があった。

「エミリさん、宝箱がもう一つ」

「えっ、あっ、ホントだ。けど、こんなに近くで二つも宝箱が？」

　あまり近くで発生することのない二つ目の宝箱がこんな目と鼻の先にあることに怪け訝げんに思いながらも、エミリさんが、長剣で繭を切り開く。

　そして、その中を確認するために、繭を覗のぞき込めば──

「人？　にしては小さいわね」

「背中に羽根が生えてる。ってことは妖よう精せい？」

　藍あい色の髪かみと羽根を持つ小さな人型だ。細くて、すぐに折れてしまいそうな手足を縮めて繭の中で丸まっており、羽根だけが呼吸に合わせて、小さく動いている。

　この姿を見て思い浮かんだのは、アップデートによって発生した期間限定の妖精クエストのことだ。

　そして、俺たちは、蝶ちようの羽う化かのように繭から抜け出し、キラキラとした燐りん光こうを発して羽根を広げる妖精を見つめる。

「ふぁ～、ここどこ？」

　眠ねむたそうな目で、こてん、と小首を傾かしげる妖精は、羽根から絶えず藍色の燐光を振りまき、薄暗い洞窟の中を明るく照らす。

「私は、水妖精。名前はないの。助けてくれてありがとうね」

「えっ、はい。俺は、ユン」

「私は、今はエミリオって呼んでね」

　仮面を着け、名前を偽いつわる装備を着けたエミリさんが偽ぎ名めいで自己紹しよう介かいする。

「助けてくれたついでにお願いがあるの。私たちの妖精郷きようを助けてくれる？」

　水妖精が傾げていた首を逆方向に傾かたむけて、疑問形で頼たのんでくると同時に、クエストが発生する。





──【限定クエスト：妖精郷を救え（仮）】が開始されました






　インフォメーションを見て予想していたが、やっぱり限定クエスト関連の妖精だったか。しかし、何な故ぜクエストに仮が付いているのか。

「エミリさん、クエストが開始されたね」

「そうみたいね」





──【限定クエスト：妖精郷を救え（仮）１／４】──

四体のソーントークンを倒たおせ。──０／４

※正式にクエストを受注したプレイヤーの同どう伴はん者しやに発生するクエスト。クエストを進めることで、正式にクエストを受注することができる






　クエストの第一段階としての説明文だが、仮のクエストは俺だけでエミリさんが正式に受注しているらしい。

　エミリさんは、より詳くわしく情報を得るために、水妖精に尋ねる。

「水妖精さん。詳しく話を聞かせてくれる？」

　ゲームの基本であるＮＰＣとの会話による情報収集。気だるげな妖精だが伝えることは非常にはっきりしていた。

「私たちの住む妖精郷が魔ま物ものに襲おそわれてしまい、妖精郷と妖精女王が魔物の手に落ちたんですよ。だから、魔物を倒して、私たちを救って下さい」

「なるほどね。それで、私たちは何をしたらいいの？」

「妖精郷を襲った魔物は、逃にげた妖精たちを捕まえるために、配下の魔物を生み出したんです。だから、その配下たちを倒して、本体の力を少しでも削そぐことができれば、妖精郷への道を案内できます」

　この妖精は、クエストの進行役であり案内役のＮＰＣというわけか。とエミリさんと共に納なつ得とくする。

　水妖精は、正式にクエストを受注したエミリさんの肩かたに乗り、魔物の配下の一体がこの鉱山の中に発生している。と伝えてくる。

「私たちの仲間も捕まっているかもしれないです。ですから、助けて下さい」

「ユンくん、どうする？　当初の目的は達成されたけど……」

「まぁ、やるだけやろうかな？　それに、頼まれたら断り辛づらいな」

　胸の前で手を組んで、目を潤うるませてお願いしてくる水妖精。どうしても小さい子のお願いを連想してしまい、断った時の罪悪感を想像して、魔物の配下と呼ばれるＭＯＢの相手をすることにする。

「それじゃあ、こっちに気配があります。案内するのです」

　エミリさんの肩より飛び立ち、先導するように坑こう道どうの奥へと進んでいく水妖精。
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　何体かのアルケニーを返り討うちにして、進んだ先は、この鉱山エリア第三階層Ｂ地区の広い部屋だ。何本かの細い道が繫つながった場所には、複数のアルケニーたちがいた。

「あれが魔物の配下？　私には普ふ通つうのアルケニーにしか見えないけど」

「俺もだ」

　まさか、これまで倒したアルケニーと同じようにこの場の敵も倒すのか、と思ったところで──

「来ますよ！」

　水妖精が声を上げる。その直後、ずずずっ、と鈍にぶい音を立てて部屋全体が揺ゆれ始めた。

　俺とエミリさんは、次し第だいに強くなる揺れに、床ゆかに手を突つき、耐たえる。

　立っていられないほど強い揺れの中で、床から緑色の物体が生えて来た。

「きゃっ！　植物？」

　緑色の太い茨いばらは、地面をのた打ち回るように暴れ、殆ほとんどのアルケニーを打ち据すえ、倒していく。その中で残った一体のアルケニーの背中に茨の尖せん端たんが深々と突き刺ささる。

「なんか、グロい光景だな。特にアルケニーに人間の要素があるから余計に」

　俺は、顔を顰しかめながら目の前の惨さん劇げきを眺ながめていた。

　ゲームだから良かったが、これで血ち飛沫しぶきとかが飛び散っていたら、余計に気分が悪くなりそうだ。

　だが、目の前の変化は別の意味で気分を悪くさせる。

「──茨が侵しん食しよくしている」

　薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中で目を凝こらして見つめるエミリさん。俺の【空の目】の暗視能力ではっきりと見える侵食の光景に、俺は顔からさっと血の気が引く感覚を覚える。

　背中から突き刺さった茨がアルケニーの内部で生長し、細い茨が皮ひ膚ふの下で緑色の血管のように這はっている。茨の生長に合わせて、痙けい攣れんするように蜘く蛛もの手て脚あしがガクガクと震ふるえ、体が肥大化していき、当初の大きさの倍以上に膨ふくれ上がっていた。

　そして、人の胸に小さな茨が現れて、そこに赤い薔ば薇らの花を咲さかせる。

「──【ソーントークン】って」

　ＭＯＢの名前がアルケニーからソーントークンへと変化し、頭をだらんと力なく垂れ下げていた。まるで、人形のようなアルケニーのソーントークンは、蜘蛛の手脚を使って、高く跳ちよう躍やくする。

「っ!?　回かい避ひ！」

　エミリさんは、咄とつ嗟さに右に跳とび、俺は、左へと跳んで避よける。

　ソーントークンは、アルケニーを超こえる質量と俊しゆん敏びんさを持って、俺たちに襲い掛かかる。

「くっ!?　【付加エンチヤント】──スピード！」

　地面を大きく陥かん没ぼつさせる重量から振ふるわれる前脚の引っ搔かきが、そのまま部屋の床を砕くだいて破は片へんが飛び散る。

　ソーントークンの標的となり、俺は追つい撃げきを仕掛けられる。弓を構える暇ひますらない連続攻こう撃げきを、必死に避ける。

「ユンくん!?」

「こっちは、大だい丈じよう夫ぶ！」

　咄嗟にエンチャントで速度を強化したために何とか対応できているが、何い時つまでも回避し続けていられない。

　長弓のような取り回しの難しい武器は至し近きん距きよ離りで使えず、俺の近接攻撃の手段は、どれも貧ひん弱じやくだ。

「はぁっ！　──《クラッキング》！」

　エミリさんに背を晒さらすソーントークンは、その背に向けて、連接剣けんの強きよう烈れつな一撃を振るわれる。

　だが、連接剣で背を強したたかに打ち付けられると思った次の瞬しゆん間かん、ソーントークンの体が大きく後ろに引かれて、エミリさんの攻撃が空から振ぶりに終わる。

「なんだ。今の動き……」

「茨が地面に潜もぐって引っ張ったのね。厄やつ介かいだわ」

　背中から侵食した茨が部屋の中央から伸のび、アルケニーのソーントークンと繫がっている。

　茨を自在に伸しん縮しゆくさせて、宿主を変則的に操あやつるが、逆に茨に近い背中を攻撃されるのを嫌きらったようにも見える。

「試ためしてみるか。──《ボム》！」

　前のセンスより引き継つぐ【空の目】の高いターゲット能力によって、茨の根元、絶対に動かない一点を座標爆ばく破はする。

　地属性の最下級魔ま法ほうだが、その一撃を受けて、アルケニーの体が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

「やったわね。狙ねらいが分かれば、行けるわ。──《スネーク・バインド》！」

　エミリさんの振るう連接剣が地面を這うように接近し、茨の根元から巻き付き、締しめ付けと斬ざん撃げきのダメージをジワジワと与あたえている。

　強化されたアルケニーとやり合うのは面めん倒どうだが、狙いどころが分かれば、対処はできる。

　再びアルケニーの体が大きく跳躍し、俺に向かって落ちてくる。

　何度も同じ手は、と思いながら左へと避けるが──

「なっ!?」

　茨と繫がる体が空中で直角に曲がる。まるで振り回されるように、あり得ない角度でこちらへと襲い掛るアルケニーが俺に圧のし掛ってくる。

「ユンくん、今助けるから！」

「エミリさん、間に合わない！」

　根本の茨を拘こう束そくしていた連接剣の金属片が、茨の表面をズタズタに切り裂さきながら巻き取るが、ソーントークンの攻撃の方が速い。

　生気のない人の口が大きく開かれ、その中にびっしりと細い茨が蠢うごめいていた。

　ぞわっ、と背筋に悪お寒かんを感じた次の瞬間、押し倒され、俺の左ひだり肩かたに茨の口が嚙かみ付く。細い茨が肩から内側に潜り込むおぞましい感覚に襲われる。

「っ!?　この、離はなれろ！」

　弓から手を離し、腰こしのベルトに括くくられた【料理】センスの包丁を逆さか手てに持ち右側から突き立てると、ソーントークンが一瞬怯ひるみ、嚙み付きが弱まる。

「これでも食ってろ。──【ボム】！」

　俺は、左手にありったけの【ボム】のマジックジェムを握にぎり締め、茨の蠢く口の中に捻ねじ込み、閉じるように顎あごを蹴けり上げて、発動させる。

　一瞬にして人の顔を黄色い爆発が包み込み、頭を搔き毟むしるように暴れ出す。

「ユンくん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ああ、ダメージ貰もらったけど、平気」

　駆かけ寄って来たエミリさんに支えられて、上体を起こす。嚙まれた箇か所しよを触さわったら、特に何ともないが、気分的には嫌いやなものだ。

　インベントリからハイポーションを取り出し、嚙まれた場所に掛ければ、嚙み付きと首筋への侵食のダメージが回復していく。

　それにしても、と【ボム】の爆発が収まり、完全に敵ヘ愾イ心トが俺に向いているアルケニーのソーントークンを見て、溜ため息いきを吐つく。

「それほどダメージを与えていないし。なんでピンピンしてるのさ」

「あいつ、ユンくんに嚙み付くと同時にＨＰを回復していたからＨＰ吸収攻撃だったんじゃないかな？」

「面倒だな。まぁ全部の攻撃がそうじゃないからそれだけ気を付ければいいか」

　敵の攻撃パターンはアルケニーの動きを基本としたものだ。だが、茨の動きが追加されることで、時に予想外の挙動をみせる。しかし、押し倒されても抜け出せたことからパワーはそこまでじゃない。幾いくつかのアイテムを利用すれば対応はできそうだ。

「エミリさん、一つ提案。俺が囮おとりをやるから、その間に茨への攻撃を任せてもいい？」

「大丈夫なの？　普通に、前衛と後衛に分かれた方がいいんじゃない？」

「俺だと茨の動きに対応できないから、エミリさんに任せる。その隙すきに俺は、逃げつつ、観察し続けるよ」

　俺からエミリさんにターゲットを変えさせても、あの変則的な動きに対応できるとは思えない。ならば、俺が可能な限り時間を稼かせいで、エミリさんが茨本体に攻撃をする。

「……わかったわ。それじゃあ、頑がん張ばってね」

「さて、まぁ近接戦せん闘とうは慣れていないけど、やれるだけやるか。【付加エンチヤント】──ディフェンス、スピード」

　防ぼう御ぎよと速度のエンチャントによる持じ久きゆう戦向けの強化に、更さらにＳＰＥＥＤスピードのステータスを強化する強化丸薬ブーストタブレツトを使用する。

　包丁を構えて、相手の動きを窺うかがっていれば、同じように蜘蛛の脚で高く跳躍してくる。

　早めに回避すれば、空中で茨による軌き道どう修正がされる。遅おそすぎれば、そのまま踏ふみ潰つぶされる状じよう況きようで、そのギリギリのタイミングを判断して、後ろに避ける。

　回避の直後、俺を捕つかまえようと脚を振るうソーントークンだが、俺はその単調な攻撃を余よ裕ゆうを持って躱かわしていく。

　背後では、エミリさんが太い茨に連接剣で斬きり付け、ダメージを蓄ちく積せきさせていく。

　俺は、止まらないことを意識しながら避け続ける。

「はっ、はっ、タクたちって凄すごいんだな。こんなことを楽しそうにやるんだから」

　近接戦闘をあまりやらないために、少しずつ俺の動きが鈍にぶり始める。長い黒くろ髪かみをソーントークンの爪つめが掠かすめ、防具に引っかかる。

　それでも急所となりそうな箇所に来た攻撃だけは、包丁を当てて軌道をズラして致ち命めい傷しようを避ける。

「ジリ貧だな。エミリさん、早くしてくれ」

　祈いのるように呟つぶやく言葉だが、ソーントークンの動きが一瞬、止まる。何をするんだ、と警けい戒かいするために俺が足を止めたのが仇あだとなった。

　お尻しりを突き出すモーションに、粘ねん着ちやく糸いとの発射モーションだと気が付く。

　放たれる粘着糸は、真まっ直すぐに俺の立っている場所へと向かってくる。

　これを受けたら、絶対に逃にげられない。そうなれば、確実に自分は負けて、エミリさん一人が戦うことになる。

　普ふ段だんなら、こんなふうに視し認にんして悠ゆう長ちように考えてなどいられない。だが、今この瞬間だけは、何い時つもよりも少しだけ周囲の時間の流れが遅く感じる。

（これは──）

　まるで水の中を歩くような感覚で一歩前に出る。

　体を前に倒たおすように一歩踏み出すと、時間の流れが元に戻もどる。

　その一歩の間に、俺は身を低くして前へと進み、粘着糸を紙かみ一ひと重えで躱かわす。

「っ！　はぁっ！」

　これはチャンスとばかりに、ソーントークンへと一気に近づく。

「喰くらえ！」

「──《ウィップスプラッシュ》！」

　俺が駆け寄り、包丁を胸に咲く薔薇へと突つき立てるのと、エミリさんの強烈な鞭むち系アーツが同時に決まる。

　どちらの攻撃が決め手となったのか分からないが、力なくうな垂れるアルケニーの体から茨いばらが千ち切ぎれて、地面へと潜ってしまう。

　あとには、ソーントークンの抜け殻がらと化したアルケニーの体が残る。

「やりました。魔ま物ものの配下の一体を倒しました。お疲つかれ様です」

「ありがとう」

　倒したアルケニーの体の前でぐったりと座り込んでしまう俺。粘着糸の攻撃の直前、周囲の動きが遅く見えた瞬間があった。今までこんなことはなかったのだが、なにか原因でも、と思って額に手を当てて気が付く。

「もしかして、この目は、他ほかにも進化しているのかもな」

　センス【鷹たかの目】から成長した【空の目】は、【鷹の目】から引き継いだ暗視能力や遠視能力、ターゲット能力、新規に手に入れた《空間系》の補助スキルの他にも、隠かくされた能力があったのかもしれない。

「ユンくんが避よけてくれてよかったわ。私、間に合わないかと思ったわ」

　自分の目に集中していると、エミリさんが安あん堵どの笑えみを浮うかべながら、肩に水妖よう精せいを載のせて、頭上から俺に労ねぎらいの言葉を掛けてくれる。

　俺たちが互たがいの無事を確かめ合っていると、水妖精がエミリさんの肩から飛び上がる。

「これで妖精郷を襲おそった魔物の力を削そぐことができた。それに、仲間を解放してくれて、ありがとう」

「そう言えば、その仲間って──」

　どこに居るの？　と尋たずねようとした時、目の前の塊かたまりが内側から動いた。何？　と凝ぎよう視しする先は、倒したはずのアルケニーのソーントークンだ。通常のＭＯＢは、倒した段階で光の粒りゆう子しとなって消えるのに対して、未いまだに残っている。

「な、何──」

　俺がしゃがみ込んだ体勢から立ち上がろうとした時、アルケニーの残ざん骸がいを突き破って何かが飛び出す。それは、真っ直ぐに、俺の顔の方へと飛んでくる。

　ネチャっとした感かん触しよくとともに顔に張り付く生温かい存在。

　アルケニーの残骸から緑色の体液が零こぼれ落ちると同時に、光の粒子となって消えた。

「助けてくれてありがとな！　あたいは、風のイタズラ妖精だよ！　得意なことと好きなことは、イタズラだ！　よろしくな」

　顔に張り付く物体を引き剝はがして摘つまみ上げると、元気に手を振ふっている緑色の粘ねん液えきに塗まみれた人型だった。

「……チェンジで」

「酷ひどい！　あたいがあんたについて導いてやるんだから、感謝しろよな！」

　いや、出会い頭がしらで謎なぞの粘液塗れの妖精からタックル喰らっても、嬉うれしくもない。

「エミリさん、助けて」

「まぁ、ちゃんとクエストの案内役を手に入れたんだからよかったんじゃない？」

　エミリさんが苦笑いを浮かべている一方で、肩に乗る澄すました顔の水妖精が水を生み出して、俺と風のイタズラ妖精に付いた粘液を洗い落としてくれる。

　その間も、風妖精はイタズラと称しようして、俺の顔に水を飛ばすとか、鬱うつ陶とうしいことはやめて頂きたい。イタズラ好きの風妖精とか、不安でしかない。

「シャァァッ──」

「「──っ!?」」

　クエスト目標であるソーントークンを倒したことで気が抜けていた。最後に放たれた粘着糸が本来のアルケニーの特とく殊しゆ技わざの一つなら、周囲のアルケニーを呼び寄せる効果があった。

　そして、この小部屋の三つの出入り口の内、二つに新たなアルケニーが到とう達たつしていた。

「しまった。帰り道を塞ふさがれた！」

「ユンくん、あれ！　【除じよ虫ちゆう香こう】を投げて！」

「あれは、少ししか作ってないからもう数がないぞ！」

「なら、正面からの強きよう行こう突とつ破ぱしか……」

　エミリさんが連接剣けんを構え、アルケニーと対たい峙じする。俺も弓を構えて、何時でも行けるようにするが、俺の頭に乗るイタズラ妖精が髪かみの毛を引っ張ってくる。

「ねぇねぇ」

「なんだよ。今は忙いそがしいんだ」

「あたい、出口分かるよ」

「──えっ？」

「あたいは、風妖精だよ！　風の流れで出口が分かる！　ついてきて！」

　そう言って、俺の頭上から飛び立つ風妖精は、アルケニーの来ていない最後の通路へと飛び込んでいく。

「エミリさん……」

「今は信じましょう！」

　背後からアルケニーの攻こう撃げきを受けないように警戒しながら、エミリさんと共にイタズラ妖精の後を追う。

　右へ、左へと分ぶん岐きする通路を進む。

　背後からアルケニーが俺たちを捕まえようと、粘着糸を放つと、糸の仲間寄せの効果で更にアルケニーの数が増える。

「ひぃぃっ！　地面を這はうように走って来るアルケニーが怖こわいぃぃぃっ！」

「なんか、ホラー映画でああいうの、居るよね。両手て脚あしで低い位置から追ってくる奴やつ」

　個人的に言えば、悪あく魔ま祓ばらいの映画に出てくる悪魔に憑つかれた人みたいだ。それが狭せまい坑こう道どうの中を押し寄せてくるのだ。

「ほらほら、もうすぐ出口だよ！」

「やった。これで逃げられる！」

　俺は、光の差し込む出口へと更に走る速度を上げて、エミリさんと共に穴から出る。

　そこには──狭い木の足場と崖がけの向こう側まで架かけられた一本の太いワイヤーがあるだけだ

「ほら、それを持って！」

　イタズラ妖精が指差す先には、フックとロープで作られた、アスレチック場にあるよりもさらに巨きよ大だいなターザンロープが用意されていた。

　これを使え、ということだろう。エミリさんとそれぞれ一本ずつ持ち、ワイヤーに引っ掛かける。

「それじゃあ、いくよ！　──《風よ、吹ふけ》！」

　俺とエミリさんの準備が終わるのを見計らい、イタズラ妖精は、俺のフードの中に入り込み、追い風を生み出す。

　追い風は、そのまま俺たちの背中を押していく。

　飛び出した崖よりも低くなっている向かい側の崖へと一気に滑っていく俺たちは、落ちないように必死にロープにしがみ付く。

　風が頰ほおを撫なでるスピード感が楽しいのか、フードに入り込んだイタズラ妖精が、耳元で楽しそうな笑い声を上げていた。

「うっひょー！　見てよ！　敵がゴミのようだ！　あははははっ──」

　イタズラ妖精が指差す先を見上げれば、俺たちが居た鉱山の小さな出口にアルケニーが殺さつ到とうし、団子状態になっている。それがどんどんと小さくなり、まさにゴミのように見える。

「はぁ、終わったんだな」

「あはははっ、風が気持ちいい！　あたいは、風だ！」

　フードの中から頭を出して、耳元で高笑いを続けるイタズラ妖精。脱だつ出しゆつしたことで心に余よ裕ゆうができたのか、俺もロープにしがみ付き、風と景色を楽しむ。

　なんか、変な妖精に憑かれてしまったが、案外楽しくなるかもしれない。そんな予感があった。







　　　二章　イタズラ妖精と妖精クエスト







「ううっ、やっと帰って来られた」

【アトリエール】へと戻もどって来た俺とエミリさんは、のろのろと手近な椅い子すに座り、カウンターに倒たおれ込む。

　脱出ロープアクションは、滑すべり始めは風が気持ちよかったが、徐じよ々じよに近づく対岸の崖に衝しよう突とつするのではないか、という恐きよう怖ふを感じた。だが、ファンタジー世界よろしく、物理法則を無視した減速によって、衝突手前で停止して、エミリさんと揃そろって安全に降りることができたが、二人とも微び妙みような表情を作る。

「そもそも、あれって何なんだろう」

　俺は、【アトリエール】に戻って来るまで殆ほとんど無言だったが、ここに来て疑問を口にする。

「よくあるショートカットじゃない？　ダンジョンの一定エリアを繫つなげるワープ装置みたいなものよ」

　ダンジョンは複雑で、奥に行けば行くほど往復に時間が掛かかる。それを帰りだけは、スパッと帰き還かんできるようにするショートカット装置の一つだろうとの予測だ。

「まぁ、ポータルとは違ちがうコンセプトのギミックよね」

「それならもう少し心に負担の少ない装置にして欲ほしいよ」

「まぁ、アトラクションの一つでもあるのかもね」

　スリル目的の遊具として、と少し疲つかれの見られる笑みを浮かべるエミリさん。

　まぁ、色々と飽あきない工く夫ふうがあるな。と改めて思いながらも、お店の中を飛び回る妖よう精せいに二人で目を向ける。

「あはははっ！　人間の住すみ処かっておもしろーい！　なんか、変なの一いつ杯ぱい！」

「植物だ。植物を育てるの大好きだよ。お水の管理は、私がやってる」

　俺についてきたイタズラ妖精は、お店の中を自由に飛び回り、ペタペタと色々なものに触さわっている。エミリさんについた水妖精は、植うえ木き鉢ばちへと植え替かえを終えた桃とう藤とう花かの苗なえ木ぎに興味が向いている。

「まぁ、放置しておいても問題ないか」

「そうね。それじゃあ、素材の確かく認にんと【合成】の用意をしましょう」

　そう言って、俺とエミリさんは、【アルケニーの糸いと袋ぶくろ】を始めとするドロップアイテムや鉱山で採さい掘くつした鉱石を取り出す。

　その他、ストックとして【アトリエール】に用意されているマジカルシルクの切れ端はしと魔ま竹ちく木ぼくの繊せん維い系の素材と合成のための鉱石とインゴットを取り出す。

「おおっ!?　何するんだ！　あんたたち何するんだ！　あたいもできることか！」

「素材の【合成】だよ。できることないからこれでも食べてろ」

　煩うるさく飛び回るイタズラ妖精に、インベントリから取り出した一つの包みを差し出す。中身は、先日作ったクッキーを綺き麗れいにラッピングしたものだ。イタズラ妖精はこれを受け取るものの重さを支えられずに、徐々に降下していく。それを見た水妖精が支えるのを手伝い、二人でカウンターの所へと下ろしていく。

「おおっ!?　人間のお菓か子しだ！　妖精郷きようじゃ食べられない甘かん味み！」

「甘い花の蜜みつもいいけど、人間のお菓子は希少価値。おいしそう」

　二人で協力して包みを解ほどき、広がるバタークッキーの香かおりを楽しんでいる。さっきまで煩かった妖精たちが少しは静かになる。俺たちは合成の作業に戻る。

「エミリさん、これを金属と合成すればいいのか？」

「まずは下準備が必要なのよ。そのままだと失敗するわよ」

「マジで？」

　そう言って、俺は手に取った魔ま竹ちく木ぼくと銅鉱石を一度カウンターに置き、エミリさんから説明を聞く。

「まずは、マジカルシルクの切れ端の処理だけど、最初に十枚で【錬れん金きん】して【マジカルシルクの織物】を作るわ」

　そう言って、早さつ速そく、十枚のマジカルシルクの切れ端を【錬金】スキルの上位変へん換かんを使い、一枚の絹織物を作り出す。

　このマジカルシルクの採とれるＭＯＢは、ダンジョンを内包する第四の町【迷めい宮きゆう街がい】のノーマルダンジョンに出現するマジカルローブだ。

　状態異常バツドステータスを多用するダンジョンであるために、対策がないと旨うま味みが少ないのでそれほど数が出回っていないが、以前タクが邪じや魔まだからと大量に売りに来て買い取った素材だ。

「綺麗だなぁ。このまま壁かべに掛けても映はえるかも」

「そういうお店もあるわよ。ほら──」

　そう言って、そのお店のスクリーンショットをエミリさんに見せてもらった。

　光こう沢たくを帯びた織物を店全体に掛けて、それを間接照明にしている。蠟ろう燭そくの仄ほのかな明るさを反射して、柔やわらかな空間を作り出していて、素敵なデザインのお店だった。

「っと、話が逸それちゃったわね。それでこの作った【マジカルシルクの織物】を再度、【錬金】スキルの下位変換に掛けると──」

　元の切れ端に戻るのでは、と考えてしまう俺だが、できたのは、シルクの糸束が二つ。

「こんな感じで【マジカルシルクの糸束】ができるわ。こうしたドロップアイテムを一度【錬金】で素材加工しやすいアイテムに戻すことができるわ」

「教えて貰もらっていいのか？　結構、重要なことじゃ」

「問題ないわ。と、言うよりも素材を作る上での必ひつ須す情報よ」

　他ほかにも、宝箱から出てくる金属の礫つぶてなどは、インゴットと鉱石の中間アイテムだが、そのままでは加工が難しい。だから、一度【鍛か冶じ】や【細工】系のセンスの人が溶とかしてインゴットに作り直すが、それの出来ない【錬金】センス持ちは、三つ集めて、インゴットに錬金したりする。

　そうだったのか。いつも鉱石と同じように溶とかし込んでいたから知らなかった。

　そして、次に扱あつかう魔竹木だが、これは口頭で説明されて、俺に任された。

「なるほどね。俺に適任だわ」

【アトリエール】の工こう房ぼう部に入り、装そう飾しよく品作りのための携けい帯たい炉ろに火を入れ、弱い炎ほのおで熱せられた炉の中に魔竹木を入れていく。

　弱い火力でじっくりと魔竹木を焼いていく。炉の火が消えないように投入する魔竹木の分量に注意しながら、積み上げられた魔竹木を放ほうり込んでいく。

　火に炙あぶられ、青竹の緑が炭化の黒、そして、完全燃焼の白へとなり、炉の中に灰を積み上げていく。

「こんなもんでいいのかな？」

　じっくりと焼いた灰を搔かき出し、用意していた水バケツの中に溶かし込む。

　水に溶けた灰の中から浮うかび上がる黒い繊維を掬すくい上げ、別のバケツの水で綺麗に洗う。

　魔竹木よりごく少量取れる丈じよう夫ぶな繊維である【バンブーファイバー】だ。そして、残ったアルケニーの糸袋も【裁さい縫ほう】系の生産職に任せれば、糸へと加工してくれる。

「用意した竹からこれだけしか出ないんだから貴重だよな。エミリさんの方も終わったかな？」

　全部の竹から繊維を取り出して、糸束に纏まとめた俺は、それを持って【アトリエール】の店てん舗ぽ部に戻る。
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「エミリさん、そっちはどう？」
















「ユンくん、こっちも処理し終わったわよ」

　全部のマジカルシルクは糸へと変換され、綺麗に並べられている。

　妖精たちは、クッキーを食べ終わり、畑の方へと見学に行っているのか、開け放たれた窓の外で飛び回っているのが見えた。

「それじゃあ、残ったのは、【アルケニーの糸袋】だな」

「それは、知り合いの生産職に頼たのんで加工して貰うとして、糸袋の加工に一日、合成で一日だから二日は待ってほしいかな」

「じゃあ、明後日あさつてまで時間があるか──」

　結果はすぐ出ないし、仕方がないか。と思いながら、背せ伸のびをする。

　時間があると言うと同時に、とあるスキルが強制発動される。

　インベントリ内の召しよう喚かん石から召喚。いや、無理やりに出て来た幼よう獣じゆうたちが俺の傍そばに出現する。

「──リゥイ。ザクロ」

　最近、イベントやレイドクエストの準備で呼び出す機会が少なかったから自分から飛び出してきたのか。と思う。

【調教】センスによる使し役えきＭＯＢは、エミリさんの錬金ＭＯＢや合成ＭＯＢに比べて、自律性が高い。そのために、長時間呼び出さなかったり、召喚回数が少なかったりすると、無理やりに飛び出してくることがある。

　その場合は、大たい抵てい戦せん闘とうなどとは無む縁えんのタイミングで、今回は『時間がある』という言葉をトリガーに出て来たんだろう。

「悪かった。今度、一いつ緒しよにフィールドワークに行こうな」

　こちらに首筋を擦こすり付けるようにするリゥイとザクロをそれぞれ撫なでる。

　リゥイのさらさらの鬣たてがみとザクロの艶つややかな毛並みを確かめる。

「あー、緑一杯だった！　それに小さいお花や綺麗な樹きとか！　人間って森にあるものを育てるんだな！」

　開け放たれた窓から飛び込んでくる風のイタズラ妖精は、そのまま俺たちの姿を見て、空中で固まる。

「な、なんだ！　その生き物！」

「ユンくんの妖精は元気がいいわね」

「ただ、やかましいだけだって」

　エミリさんは、微笑ほほえましいと言った視線を向けてくるが、俺としては、大人しい妖精を所しよ望もうする。

「あたいが先にこの人間に取り憑ついたんだからな！　あたいが先せん輩ぱいだからな！」

　リゥイとザクロの周りを飛び回る妖精は、リゥイよりも体の小さなザクロの目の前で止まり、ビシッと言い放つ。だが、それを聞いて、ザクロが妖精の襟えり元もとを咥くわえる。

「うわっ!?　なんだ！　あたいは、イタズラ大好きな風妖精だぞ！　イタズラするんだからな！　そんな雑な扱いするなー！」

　手をジタバタさせるが、すぐに力なくダランと咥えられてしまう。

「ううっ、あたいを食べても美お味いしくないぞ」

「いや、ザクロは食わないって」

　そうツッコミを入れると、ザクロはイタズラ妖精を咥えたまま、【アトリエール】で一番日当たりのいい場所に歩いていく。

　そのまま、抱かかえるように二尾びの尻尾しつぽをお腹なかの方に寄せて、その尻尾に妖精を下ろして寝ねそべる。

「なんか、リゥイみたいだな」

　小さく呟つぶやくと、俺に軽い頭ず突つきをして来るリゥイ。だが、妖精の体が小さいため踏ふみ潰つぶされないように自分の傍そばに置いている様子がそっくりなのだ。まるで、兄の真ま似ねをする弟みたいで微笑ましい。

「あたいは、妖精なんだぞ。こんな魅み惑わくのモフモフがあったら──ほわぁぁぁっ」

　早速、二尾の尻尾のもふもふの魔ま力りよくに魅み了りようされ、艶やかなその毛並みに埋うもれて、体が隠れてしまう。

「そう言えば、私の水妖精はどこにいるの？」

「なんか、別の人間と一緒に植物に水やってる～」

　ザクロの毛の中に埋もれて、くぐもった声でエミリさんの質問に答えるイタズラ妖精。

　この【アトリエール】で俺とエミリさん以外の人間といえば、ＮＰＣのキョウコさんだけだ。

　イタズラ妖精は、エミリさんの疑問に答えると、すぐに規則的な寝息を立て始めた。リゥイも寄より添そうように同じ場所に寝そべる。

「癒いやされる光景よね。ユンくんも寝てくる？」

「確かに、今は癒されたい気分だけど、その前に【合成】の下準備だけ終えちゃおうか」

　俺は、繊せん維い系の素材とインゴットの他にも、聞きかじった知識から【裁縫】センスに使われる汎はん用よう素材を幾いくつかエミリさんに渡わたす。最近見つかった代表的な素材は、【蘇そ生せい薬】の素材の一つである【生命の水】も含ふくまれている。

　それらをエミリさんに渡したところで、打ち合わせが一段落して、それらをインベントリに仕し舞まい込む。

「ほう、【アルケニーの糸いと袋ぶくろ】に【マジカルシルクの糸】、【バンブーファイバー】や多数の素材か。今度は【裁縫】系の素材でも作るのか？」

【アトリエール】の入り口に差す影かげが、的確にこちらの素材を見み抜ぬいている。そちらに視線を向ければ、マントを羽織り、肩かたに子こ猫ねこを載のせたプレイヤー、クロードが立っていた。

「おー、クロード。いらっしゃい。どうした？」

　真まっ直すぐにカウンターへと歩いてくるクロードは、一いつ瞬しゆん、並べられた素材を観察しながら目を細める。

「ふむ。一応、何を作ろうとしているのか、俺が聞いても問題はないか？」

「ええ最近出回っている、金属糸の合成を、ユンくんと共同でね」

「それが完成したら、素材を注文してレシピを購こう入にゆうしよう。こちらも【生産ギルド】の裏方だからな。誰だれが持ち込んでいるのかは知っているが、需じゆ要ように対して、供給が追い付いていない状態だ」

　俺はクロードの言葉に、やっぱりクロードは金属糸の出で処どころがレティーアだと知っているのだと思う。そして、レティーアとの交友関係がある俺たちが、【裁縫】系の素材を集めていたら、自然と金属糸関連のことを想像できるだろう。

「素材の注文は、合成素材の持ち込みを含めるなら引き受けるけど、レシピの購入は却きやつ下か」

　そう言って、カウンターに並べた素材をエミリさんがインベントリに仕舞い込み、俺が三人分のお茶を用意する。

「一応、聞こうか。何な故ぜだ？」

「理由は二つ。一つ目はレシピをすぐに公開したらみんな作るでしょ。私たちのが売れないじゃない。だから、せめて研究費として掛かかった素材費用を回収するまでは公開は控ひかえるの」

　その答えに納なつ得とくしているのか、頷うなずくクロード。俺も同じように頷くが、どちらかというと感心だという頷きであるために、二人から当事者の一人が何を頷いている、とジト目で見られる。

「はぁ、ユンくんって無自覚だったわね。まぁいいわ。二つ目が、ユンくんと私の共同製作だからね。ユンくんにも話を通さないと」

「なるほど、なら、時期が来たなら、ユンと【素材屋】の二人分のレシピ代を支し払はらおう」

　他にも、合成レシピに必要なレベルや製作コストなどを考えれば、色々と問題はあるだろう。がそこまで考えるのは大変だ。とエミリさんは言う。

　話が一いつ旦たん途と切ぎれ、カウンターテーブルにお茶を置く。

「そう言えば、クロードはなんで【アトリエール】に来たんだ？」

　クロード自身のお店である【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】でも【アトリエール】のポーションを委い託たく販はん売ばいしているので来る必要はあまりない。だから、珍めずらしいので尋たずねる。

「そうだな。次のお茶会の打ち合わせと【蘇生薬】を買いに来た」

「ああ、そうだな。それは、委託販売してないもんな」

　レイドクエストの報ほう酬しゆうである【桃とう藤とう花かの苗なえ木ぎ】から採とれる花びらを主要素材とする【蘇生薬】は、まだそれほど数が出回っておらず、他の【蘇生薬】に比べて効果が高い。だから、下へ手たに流通させて、他のポーションを駆く逐ちくしないように、【アトリエール】限定でひっそりと売っている。

「だから、【蘇生薬】を三本ほど。それとＭＰポーションを購入しに来た。そうそう、これ、今度うちの店で出す携けい行こう食料の一ひと口くち羊よう羹かんだ」

　クロードがインベントリから取り出した笹ささの葉に包まれた携行食料は、艶々とした羊羹だった。これを見て、出すお茶の種類を紅茶から緑茶にしておけば、と思う。もう少し早く出して欲しかった。

「わかった。このお菓か子しは、預かる──「お菓子！　お菓子って言ったか!?」」

　クロードは、目を見開き、俺とエミリさんは、動きが固まる。声の方を見ると、ザクロの二尾の尻尾から頭だけ出して、こちらが手に持つ羊羹をロックオンするイタズラ妖よう精せい。既すでに口の端はしから涎よだれを垂らしている。

　対するクロードは、真顔でイタズラ妖精を見つめている。

「うん？　なんだ？　どうしたんだ？　あたいに何かついてるのか？」

　理解していないのか、小首を傾かしげるイタズラ妖精。クロードは、妖精から俺へと視線をスライドさせてくる。

「……なぁ、ユン」

「えっと、なんだ？」

「あれは、妖精だな」

「ああ、そうだな。限定クエストが始まったからな」

　当たり障さわりのない答えをクロードに返すが、内心では、冷ひや汗あせが止まらない。嫌いやな予感がする、と一歩足を引くと、クロードは、俺の肩に両手を載のせて身動きを封ふうじる。

「妖精クエストを正式に受けている者に同どう伴はんすれば、妖精が得られるんだよな！　ならば、俺に分けてくれ」

「怖こわい怖い怖い！」

　間近に見るクロードの顔に影が差し、謎なぞの気き迫はくを纏まとっている。

「俺の、俺だけの妖精を見つけて、妖精を自由に着せ替かえる！　いや、一人だけを着替えさせるなど勿もつ体たい無ない。様々な衣い装しようを妖精の個性に合わせて、着させる！　俺の野望のためにっ──!?」

　クロードの熱意と気迫に押されて、仰のけ反ぞり、涙なみだ目めになりかけたところで頭上から何かが降って来て、クロードを止める。

　隣となりで座っていたエミリさんが、剣けんの鞘さやでクロードの頭を叩たたき黙だまらせる。肩に乗っていた子猫のクツシタもクロードの頰ほおにぐりぐりと肉球を押し当てている。

　頭上からの一いち撃げきと顔面肉球攻こう撃げきで体を傾かたむけながらも倒たおれないよう耐たえるクロードに、エミリさんは、呆あきれた声を掛ける。

「なにをやっているのよ。セクハラでユンくんに訴うつたえられるわよ」

　確かに、度が過ぎればセクハラですけど、なんだか女扱あつかいされて嫌いやな気分になる。

「興奮しすぎた。悪かったから、そんなに叩くな」

　連続でクロードの頰に猫ねこパンチを入れるクツシタ。エミリさんももう一度、鞘を振ふり上げているので、待てと、クロードは手で頭を庇かばっている。

「だが、ユン。期間限定というクエストだからな。運悪く妖精を自力で見つけることができないプレイヤーは、他人から分けて貰もらうしかないんだ」

「まぁ、それは分かるけど」

　弱い俺は、今回は、エミリさんと二人でパーティーを組めたから鉱山ダンジョンの奥まで進めた。そして、クエストを一段階進めて、妖精と出会った。

「今回だけだ。俺も周囲に妖精を広げる努力をするからユンに負担は掛けない」

　確かに、少数の内輪パーティーでクエストを行って妖精が拡散しないと面めん倒どうが起きそうだ。それに、自分もエミリさんから分けて貰ったのなら、それを広げないといけないだろう。

「はぁ、分かったよ。なら──「よし、すぐ行くぞ、今行くぞ！」──えええっ!?」

　引き摺ずられるように【アトリエール】から飛び出すクロード。俺の後を追うリゥイとザクロ。そして、いつの間にか、俺の手から一口羊羹を奪うばい取り、肩に乗って食べているイタズラ妖精。

「さぁ、妖精よ！　仲間はどこに居る！」

「うーん。魔ま物ものの配下の反応は、あっちにあるかな？」

「ならば、そちらに行くぞ！」

　引き摺られるように連れ出される俺を笑え顔がおで見送るエミリさん。

「私は、【合成】の研究を進めているわ。頑がん張ばってね」

　いや、エミリさんの隣にも水みず遣やりから戻もどって来た妖精が居るから、エミリさんも手伝ってよ！　と声を上げたいが、声を出せずに見送られる。
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「さて、妖精よ。敵は、どこか？」

　ぐーるぐーると俺の頭上で飛び回り続けて、うーん、と唸うなり声を上げるイタズラ妖精。

　今は、クロードと共に第一の町を出て、平原で次なるソーントークンを探している。

「一日に二体もアレと戦うなんて、もう少し余よ裕ゆうを持たせてくれよ」

「何を言っている。期間限定のクエストなど、出来る時に少しでも進めておくのが定じよう石せきだろ。いつ不測の事態でクエストが進められなくなるかもしれないからな」

　クロードがそう言ったとき、イタズラ妖精は、なにかを感じ取ったのか、ある場所を指し示す。

「あっちからビンビン魔物の配下の気配を感じる！」

「ならば行こうか」

「へいへい」

　やる気の無い俺は、腕うでにザクロを抱かかえ、付き従うリゥイの首筋を一ひと撫なでして、クロードの後を追う。

「…………」

「…………」

　互たがいに、無言で歩く中、イタズラ妖精の鼻歌だけが妙みように響ひびく。

　クロードとは、それなりの付き合いになるが、こうして二人っきりでパーティーを組むのは、初めてかもしれない。そもそも生産職が冒ぼう険けんに出ることは多くない。

「……なぁ、クロード」

「なんだ？　ユン」

　沈ちん黙もくが耐えられなくなって俺から尋ねるが、何を話せばいいのか分からずに、話題を探す。

「その──「つまんなーい！」」

　突とつ然ぜんの大声を上げるイタズラ妖精。空中でジタバタと駄だ々だを捏こねるように暴れる姿に言葉が途と切ぎれる。

「むぅ、面おも白しろくない！　こうなりゃ、こうだ！　えぃ！」

　小さな風を生み出して、平原のノンアクティブなＭＯＢを起こしていく。草そう食しよく獣じゆうやスライム、ホブゴブリンといったＭＯＢたちがワラワラと集まり始めてくる。

「ユン。集まり始めたな」

「冷静でいるな！　こら、待て！　この風のイタズラ妖精！　攻撃はやめろ！」

「攻撃じゃない！　イタズラだ！」

　手を伸のばし捕つかまえようとするが、手は空を切り、イタズラ妖精は空中で胸を張っている。俺の手が届かない場所からイタズラ妖精は、射程範はん囲い内にいるＭＯＢに片かたっ端ぱしから風を叩き込んでいる。

「噂うわさ通り、中々に愉ゆ快かいじゃないか」

「愉快じゃない！　全く」

　集まって来たＭＯＢは、弱小もいいところだ。ただ数が多いだけで、一体一撃で倒せる。俺は、包丁片手に斬きり掛かかり、クロードは杖つえでそのまま殴なぐって仕留めていく。

　弓使いと魔法使いにあるまじき戦い方だが、無む駄だに矢とＭＰを消費しないために物理攻撃を選ぶ。

「面倒だな」

「いいではないか。軽い肩かた慣ならしだ。それに、風妖精のできることが分かってよかったな」

「できること？」

「クエストでプレイヤーに憑つく妖精の基本属性は、火、水、風、土、光、闇やみの六種類。そして、性格は、無数パターンが用意されているらしい」

「アップデートからまだそれほど時間が経たってないのによく知っているな」

　俺とクロードは、目の前の敵を処理しながら、話を続ける。

「半日もあれば、クエスト初期の情報はある程度揃そろうからな。それに、妖精は、軽い支し援えんをしてくれるが、属性や性格、支援の種類は、その妖精ごとに違ちがうらしい」

　俺とクロードは、ちらりと風のイタズラ妖精を見つめる。見つめられるイタズラ妖精は、きょとんとした表情でこちらを見返している。

「なんだ？　あたいがどうかしたか？」

「いや、なんでもない」

　勝手に攻撃を放って無差別に敵ＭＯＢを引き寄せる。って支援になってない気がする。

　俺は、ハズレを引いたという沈しずんだ気分で目の前のスライムに包丁を突つき立てる。

　集まったＭＯＢたちは、ものの数分で殲せん滅めつすることができ、辺りのＭＯＢは、綺き麗れいに消えている。

　そこで頭上を飛んでいたイタズラ妖精がやっと降りてきて、俺の頭に乗る。

「あー、楽しかった！　ささっ！　行こうか！」

「全く、調子がいいんだから。次は勝手なことするなよ」

　俺がイタズラ妖精に忠告するが、聞く耳を持ってもらえずに、肩かたを落とす。

「そう言えば、ユンは、どこまで妖精クエストのことを知っている？」

「うん？　俺は、概がい要ようとしては期間限定ってことと正式な妖精クエスト受注プレイヤーに同どう伴はんしてクエストを進行すると妖精が得られること。後は、ソーントークンを四体倒す必要があることかな？」

「こっちは、俺が集めた情報や店に来たプレイヤーから聞いた情報でいいなら話すが」

　俺は「頼たのむ」と言い、クロードの語るクエストの情報に耳を傾ける。

「そうだな。まずは、妖精クエストは、プレイヤーが魔物の配下──ソーントークンを倒すことが前提だ。そして、ソーントークンは、寄生したＭＯＢによって体型や行動パターンを変化させる。ってところだ」

「うん。俺もアルケニーのソーントークンと戦ったから何となく分かる」

「じゃあ、次だ。分かっている範囲だと、ソーントークンになる種類のＭＯＢは、プレイヤーが過去に倒したことがあるＭＯＢというのが条件だと思われる」

「そうだな。その条件だったら、初見で一方的にやられる。ってケースはないんだな」

　行動パターンが類似しているために、アルケニーの場合も単純強化、といった感じだろう。ただ、ベースとなったＭＯＢの行動パターンとは別に茨いばら独自の攻撃もあった。あのＨＰ吸収攻撃や茨を操作しての変則移動だ。

「まぁ、聞いた話だとそのくらいだな。あとは、ソーントークンにも寄生するＭＯＢの相あい性しようがあって、相性がいいＭＯＢに寄生したらかなり強いらしいぞ」

　まだ、情報が完全に出で揃そろっていないが、それでも現状の再確かく認にんができただけマシだ。それを考えると、いつもたった数日で殆ほとんどの情報を集めて、俺に嬉き々きとして伝えるタクとミュウの情報収集能力は異常な気がする。

「あとは──そうだな。妖精クエストとは関係ないが、アップデートで追加された徘はい徊かいＭＯＢの情報もあるぞ」

「ああ、なんか新規ＭＯＢの話か？」

「それもあるな。ビッグボアやフォレスト・ベアの中にかなり低確率でそれらのＭＯＢの幼よう獣じゆうが出現するらしい」

　クロードがメニューを操作して、スクリーンショットを表示する。

　スクリーンショットには、縞しま々しま模様が特とく徴ちよう的な猪いのししの子ども、うり坊ぼうがビッグボアに寄り添そうように寝ねる画像や、小こ熊ぐまのフォレスト・ベアが親熊の背中にしがみ付いている画像などがあった。

「うわっ、何これ！　すごくかわいい！　触さわりたい！」

　俺がそれを言った瞬しゆん間かん、リゥイが軽い頭ず突つきをしてくる。勿もち論ろん、リゥイとザクロも大好きだぞ。

「俺たちは、イベントで幼獣の使し役えきＭＯＢを仲間にしたが、他のプレイヤーは、今まで幼獣を手に入れる機会がなかったからな。戦せん闘とう力にはならないが、それでも要望が多かったんだろう」

　そう言って、画像を閉じる瞬間に俺は、ああ、と残念がる声を上げてしまう。

「あとは、フィールド徘徊型のユニークボスの情報だが──出会ったら確実に死ぬ」

「し、死ぬ!?」

　あまりにさらり、と告げる内容に声が裏返る。

「名前は、グリムリーパーという。人型、武器は大おお鎌がまらしい。とある最前線パーティーが遭そう遇ぐうして全ぜん滅めつしたらしい」

「グリムリーパーって死神か？　何だよ、その災さい厄やく的なボスは」

「まさに、死神そのものだな。出会ったら逃にげろ、って敵だ」

「その……予兆とかあるのか？」

「そうだな。なんでも、紫むらさき色いろの霧きりが立ち込め、冷気が漂ただようらしい」

「紫色の霧に冷気──ひゃっ!?」

　俺が、ポツリと呟つぶやくと足元にひんやりとした風が流れる。首筋をぬるりと何かが通り抜ぬけるような感覚を覚え、咄とつ嗟さに振ふり返る。

　身構え、確認するために首筋に触ふれるが、何もない。気のせいか？　と思ったが、頭上から笑い声が響く。

「アハハハッ、おっかしー！　ただの風に驚おどろくなんて」

「……よ、よかった」

　笑い声を上げる妖精だが、俺は怒おこる気力すらなく、その場にへたり込んでしまう。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ユン」

「お化けとか苦手だから、違うと分かって安心した。大丈夫」

「まぁ、死神と言っても不気味なお化けよりもカッコイイデザインだから、恐きよう怖ふ心は湧わかないそうだ。むしろ、やられる瞬間に畏い敬けいの念すら覚えるデザインらしい」

「それはそれで、怖こわいんだけど」

　やられる瞬間に、敬うやまうほどに素す晴ばらしい。ってどんなのだよ。

「ほんと、お化け系のイタズラだけは止やめてくれよな」

「むぅ、分かった」

　イタズラ妖精は不ふ機き嫌げんな様子ながらも、俺が優やさしくお願いすると、一応了りよう承しようしてくれた。優しく言えば、効果があるのか？

　そうこうしている内に、第二のソーントークンの居る場所に近づいていく。

「なぁ、こっちって湿しつ地ち帯たいじゃないか」

　イタズラ妖精の指差す先には、第一の町の南部の湿地帯が広がっている。このエリアの敵は不意打ちを行う奴が多い。

「そうそう、少し入ったところだよ！」

「仕方がないな。俺が前を歩いて安全を確保するよ」

　一度、腕に抱えたザクロを地面に下ろし、弓を握にぎり締しめる。

　湿地に隠かくれるトレントやムーア・フロッグを避さけ、時には戦闘も交えつつ、湿地帯のとある場所へと歩いていく。

　イタズラ妖精の指し示す方向へと敵ＭＯＢや厄やつ介かいな足場を避けて進んでいくと、ある場所で止まれの指示が出る。

「くるよ！　あとは、頑がん張ばってね」

　その言葉の直後、湿地帯の地面を突き抜けて伸びる太い茨が、湿地帯に浮うかぶ植物の葉の裏に隠れていたムーア・フロッグに侵しん食しよくを試みる。

　瞬またたく間まにその体を人間大にまで肥大化させたムーア・フロッグは、両目にアルケニーと同じように薔ば薇らの花を咲さかせ、その長い舌と持ち前のジャンプ力でこちらへと攻こう撃げきの狙ねらいを定める。

「ふむ。一度、様子見のために引くか！」

「安全策には同意だ！」

　クロードの提案を受けて、俺は、全力でソーントークンとの距きよ離りを取る。そして、ある程度の距離が離はなれた所で──

「追ってこない。と、いうか」

「追えない。のか、茨が邪じや魔まで」

　ソーントークンは、地面から伸びる茨と茨の寄生先のＭＯＢが一体となったＭＯＢだ。そして、茨の根元を起点としているために、ＭＯＢを動かせる範囲が決まっているようだ。

　寄生先の巨きよ大だいカエルは、ジャンプによる踏ふみ潰つぶしや、舌をしならせて打ちつける打だ撃げき攻撃、水魔法の水すい弾だんなどで攻撃を加えようとするが、その攻撃も届かない。

「これはもしや、チャンス？」

「パターンに入ったな」

　俺とクロードは、互たがいに悪いことを企たくらむ顔をしていた。

　アルケニーのソーントークンでは、鉱山という閉へい鎖さ的な空間だからできなかったが、今ならできる。

　クロードは、闇やみ魔法でカエルに一方的に攻撃を加えていく。

「はははははっ、さぁ、踊おどれ、踊れ！　──《シャドウ・ブリット》！」

　高笑いしながら、貫かん通つう力の高い闇の矢を放つクロード。俺は、それをジト目で見ながらも、【空の目】で狙いを確かめて、弓を高く掲かかげる。

「《付加エンチヤント》──アタック。いっけぇっ！」

　上空へと放った矢は、弧こを描えがき、カエルの背中に突き刺ささる。偏へん差さ射しや撃げきや曲射などと呼ばれる撃ち方だ。天てん井じようがある空間では使えないが、立体的な軌き道どうを描く弓矢だからできる攻撃を次々と放つ。

「無ぶ様ざまだな。カエルのおもちゃのほうがまだ楽しませてくれるぞ！」

「あー、そう言えば、なにかに似ていると思ったら、それだ」

　クロードが言うのは、ポンプ式のゴム製のおもちゃだ。ポンプ部分から空気を送り出すと、カエルの脚あしが伸のびて、ジャンプするおもちゃ。こちらの攻撃が届かずに、暴れている姿は、それに似ていた。

「ちっ、耐たい久きゆう力だけは高いな。いい加減、高笑いと冗じよう談だんのネタが無くなってきた」

「いや、冗談言う前に手を動かせ」

　体が大きいカエルは、標的には丁度良いが、中々倒たおれない。

　包丁での攻撃とは勝手が違ちがうが、包丁でアルケニーの胸を突いた感覚と弓矢越ごしに感じる手て応ごたえに少し差がある。

「防ぼう御ぎよ力が上がってる？」

「それは、寄生するＭＯＢの個体差ではないのか？」

「うーん。そうなのかな？」

　俺は、その違い和わ感かんを感じながら、矢を放つ。

　そして、クロードの闇の矢と俺の一撃がムーア・フロッグの両目に咲いた薔薇の花を散らし、それが決定打となって、二体目のソーントークンとの戦いが終わった。

　再び寄生先を捨てた茨が地面に潜もぐり、逃げて行くのを見て、倒したムーア・フロッグの体へと慎しん重ちように近づく。

「どうした。そんなにビクビクして」

「いや、その──粘ねん「言っちゃ駄だ目め！」──っ!?」

　いきなり、現れて俺の口を塞ふさぐ、イタズラ妖精。今までどこに行っていたのか、と思うが、妖精は俺の口を全身で塞ぎ、耳元でそっと囁ささやく。

（このまま見てれば、粘ねん液えき塗まみれの仲間が飛び出して、面おも白しろくなるんだよ）

「ユン、どうした？　なにか言いたそうだったが？」

「い、いや、なんでもない」

　俺は、黙だまっていることにする。自分一人が顔面を謎なぞの粘液塗れにされるのを良しとしない。せめてクロードを道連れに。そんな暗い考えが過よぎる中で、クロードは、肥大化したムーア・フロッグの体から飛び出すそれを受け止める。

　その直後、ＭＯＢの体は光の粒りゆう子しとなって消え、艶つややかな漆しつ黒こくの卵をクロードは掲げていた。

「なんだ？　妖精ではないのか？」

　それは、水に濡ぬれたようなしっとりとした質感の球体で、決して粘液に濡れた卵ではない。

「おーい、何い時つまで寝ているの？　おっきろー！」

　俺の隣となりで卵に声掛かけをするイタズラ妖精。それに呼応するように、漆黒の殻からが燐りん光こうとなって消えて、クロードの掌てのひらには、眠ねむたそうな目を擦こする、闇色の妖よう精せいが浮かんでいる。

「あなたが助けてくれたの？　私は、闇妖精」

　それだけ言って、クロードのポケットの中にごそごそと入り込んでしまう。

「粘液塗れ、じゃない。だと？」

「あはははっ、失敗、失敗！」

　隣で笑い転げる妖精だが、一つ気が付く。

「なぁ、お前も卵になれたんじゃないのか？」

「なれるよ。妖精の緊きん急きゆう避ひ難なんの防ぼう護ご壁へきだからね～」

「なら、何で俺との出会いの時には、粘液塗れにしたんだよ」

「何!?　ユン、粘液塗れの件について詳くわしく聞こうか！」

「こっちへ来るな！　そして、詳しく聞くな！　思い出させるな！」

「わーい。にっげろー！」

　クロードが一歩踏み出せば、俺は一歩後あと退ずさる。

　全く、なんでこうなったんだ。

　俺は、クロードのポケットの中で眠そうな目をしている闇妖精に露ろ骨こつに話題を振る。

「そ、そう言えば、うちのイタズラ妖精は、洞どう窟くつでの風の流れを読んで出口まで導いてくれたけど、その妖精の特技ってなんだ？」

「むぅ、風の妖精にはそんな力もあったのか」

　粘液の話題を上う手まく逸そらすことができたと思い安あん堵どする俺。話題を振られたイタズラ妖精は、胸を反そらして自じ慢まんげに答える。

「そうだよ！　あたいは、風のイタズラ妖精！　風を使ったことはお手の物！　特に邪魔することに関しては、誰よりも凄すごいんだから！」

　むふー、と鼻息荒あらく自慢げにしている一方で、やる気のない闇妖精は、ポケットの中から顔を出して、眠そうな目でぽつりと答える。

「私は、闇妖精ですからね。煩うるさいよりも静かな方が好きなので──こうです」

　えいっ、と抑よく揚ようのない声で指先をイタズラ妖精に向けると、今まで自慢げに褒ほめて褒めて、と煩かったイタズラ妖精の声がぴたりと止まり、ふらっと宙で揺ゆれてそのまま落下しそうになる。

　俺が慌あわてて両手を差し出して受け止めれば、イタズラ妖精はだらしのない表情で眠っている。

「状態異常バツドステータスの誘ゆう発はつ。特に、眠りに関して強いです。あと、眠いです」

　そう言って、もぞもぞとクロードのポケットの奥へと潜っていく。

「まぁ、なんか二人とも寝ちゃったし、ソーントークンも倒したことだし、帰るか」

「そうだな。次の奴やつを倒すのに必要な案内役の妖精が寝ているのではな」

　ふぅ、と溜ため息いきを吐はき出すクロードだが、まだ戦う気だったのかよ、と俺はジト目を向ける。俺は、今日だけでアルケニーとムーア・フロッグの二種類のソーントークンと戦ったんだ。少しは休ませてほしい。と思う。

　そして──

「休きゆう憩けいついでに、粘液塗れ、について聞こうか！　なに、コムネスティーでケーキでお茶でもしながらゆっくりとな」

　ぽん、と肩かたに置かれたクロードの手に振ふり返れば、爽さわやかな笑え顔がおの中で瞳ひとみだけは絶対に逃にがさないからな、と語っている。

　魔ま王おうからは、逃げられなかった。







　　　三章　うり坊ぼうと繊せん維い素そ材ざい







　クロードとソーントークンを倒した日から数日が経過した。クロードは今もしつこく粘液塗れのことについて聞いてくるがのらりくらりと躱かわし続けている。

　ソーントークンに関しての情報も徐じよ々じよに集まりだした。

　ボスＭＯＢに寄生した個体と雑ざ魚こＭＯＢに寄生した個体では、ソーントークンの基本スペック的にはそれほど差はない。ただ、寄生先の個体の個性は強く表れるとのことだ。

「ああ、連戦なんてやるもんじゃないよ。はぁ、お店の中って素す晴ばらしい」

「ですね。どうぞ、お茶です」

「ありがとう、キョウコさん」

　色々な意味で気力を使い果たした俺は、ここ数日【アトリエール】から一歩も出ずに、ポーションの調合やアクセサリー作りをしていた。

「ねぇねぇ！　あたいにも何か作ってよ！　暇ひまだからさ！」

「ええっ、仕方がないなぁ」

　そんなやり取りで、余った革かわの切れ端はしや鋳い潰つぶした鉄装備から作った革と鉄の複合腕うで輪わだが、妖精が腕に着けられるサイズではなく、ベルトのような使い方になっている。

　また、俺が炉ろの前で必死に金かな槌づちを振っている一方で、イタズラ妖精がお菓か子しを持ち込んで目の前でぽりぽりと見せつけるように食べる姿には、若じやつ干かんの苛いら立だちを覚えたりした。

「ねぇ、もっと他ほかのお菓子ないの～。こればっかりで飽あきた～」

「バタークッキーは、確かに飽きるけど、贅ぜい沢たく過ぎるぞ。全く」

　リゥイやザクロは全く文句を言わないのに、と思い、二匹ひきに目を向けると、若干目を逸そらされた。まさか、飽きていたのか。

「はぁ、じゃあしばらくはバタークッキーを止やめようか。けど、何も作らないぞ」

「なんでよ！　人間のお菓子楽しみなのに！」

「いや、今日は、クロードたちとのお茶会があってそっちの方でお菓子を食べるから作らないってことだよ」

「なんだ！　なら、いいや！」

　そう言って、ぴゅー、と窓から畑の方へと飛び出していくイタズラ妖精。その姿を見て、くすくすと可愛かわいらしく笑うＮＰＣのキョウコさんだが、俺としては、もう少し落ち着いて欲しいものだよ、全く。

「こんにちは、ユンくん。随ずい分ぶん楽しそうね」

「エミリさん。来たってことは、金きん属ぞく糸しの目め途どが？」

「ええ、立ったわ。まぁそれはゆっくり話すとして、ユンくんは、調子どう？」

　エミリさんの肩に乗る水妖精は、畑の方の植物を見に行くのか、飛び立ち、それをエミリさんが微笑ほほえみながら見送る。

「いいよなぁ。エミリさんの水妖精は、静かで。うちのは、暇だの、あれが欲ほしい、これが欲しい、って子どもだよ」

「うちもそうでもないわよ。暗い、どんより、もっと植物が欲しい。って言われちゃった」

　エミリさんは、キョウコさんからお茶を受け取り、一口飲んで、ほっと息を吐はき出す。

　まるで、母親同士の子育ての話みたい、と小さく噴ふき出してしまう。

「エミリさんの方でもそうなんだ」

「どこもみんな妖精に振り回されているみたいね。少しは相手に合わせたり、理解を深めた方が建設的よ」

「むぅ、でも今いま更さらそんなことして。俺は、結構冷たく当たってるのに」

「ユンくんが冷たく当たっているなら、殆ほとんどのプレイヤーは、もっと酷ひどい扱あつかいをしていることになるわよ」

「そうかな？」

「そうよ。ホントに妖精に嫌きらわれているのなら、能面みたいな無表情で機械的に答えるらしいわよ。それに比べれば、ユンくんのイタズラ妖精は表情豊かだと思うわ」

　窓の外を見れば、イタズラ妖精がそよ風を生み出し、畑の薬草を揺ゆらして、小さな草の波を生み出す。エミリさんの水妖精は、霧きり雨さめのような細かな水で地面と空中を湿しめらせ、小さな虹にじを生み出す。

　畑の奥に立つ桃とう藤とう花かの樹きと虹、踊おどるように舞まう二体の妖精を眺ながめて、自然と口元に笑みが浮かぶ。

「花が綺き麗れいね。苦労してレイドクエストをクリアした甲か斐いがあったわね」

「そうだな。あの樹の下に座ってリゥイとザクロをブラッシングしてのんびり過ごすのがいいんだよ」

「ユンくんに貰もらった植うえ木き鉢ばちの桃藤花の樹はあそこまで大きくないから羨うらやましいわ」

　そう言って、再びお茶に口を付け、イタズラ妖精が飽きたというバタークッキーを口に運ぶ。

　サクッという小気味のいい音がこちらの耳にまで届き、しばし心地ここちのいい沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　だが、そんな中でエミリさんの表情が一いつ瞬しゆんだけ蔭かげる。

「なんか、視線を感じない？」

「うん？　そんなもの感じないけど」

「そう。桃藤花の植木鉢を置いてから私は偶たまに視線を感じるのよ。ただ悪意のある類たぐいじゃないから放置しているし、水妖精も、いい視線って、いい子が来てる、って言うだけだから」

「うーん。なんだろう？　守しゆ護ご霊れい？　ファンタジー的な存在？」

　首を傾かしげるが、思い返す限り視線を感じたことはほとんどない。

　あっても、【アトリエール】の入り口から店内を覗のぞき込み、チラチラと様子見している人がいるくらいだろうか。

　そのことをエミリさんに伝えると、ユンくんって視線や自分の評価に対して鈍どん感かんだって分かったわ。と中々に酷いことを言われた。解げせない。

「気のせい。ってこともあるんじゃないか？　それとも気のせい、じゃなくて『樹の精』だったりして」

「あら、中々に洒落しやれたことを言う。まぁ、世間話はこれくらいにして、本題に入りましょうか」

　全然、ダジャレを言うつもりはなかったのだが、意図せずにシャレになっていた。その言葉にエミリさんの笑顔が戻もどり、そして、【素材屋】としての真ま面じ目めな顔に変わる。

「まずは、報告ね。三種類の繊維素材、【アルケニーの糸いと袋ぶくろ】【バンブーファイバー】【マジカルシルク】を普ふ通つうに合成した結果は全部駄だ目めだったわ」

「そっか、全部ハズレか」

　俺は、落らく胆たんするが、エミリさんの表情は自信に溢あふれており、俺との差を感じて首を傾げる。

「普通に合成って言ったでしょ？　だから、情報から幾いくつかの素材を絞しぼって追加で合成してみたわ」

「それって……」

「そう。その成果がこれよ」

　そう言うと、以前レティーアに見せて貰ったものと同じ金属糸の糸束がテーブルに置かれた。

「レシピは、鉱石系アイテムと【生命の水】。そして、今回合成に成功した繊維系素材の【アルケニーの糸袋】か【マジカルシルク】この三つの【合成】」

「やった！　成功したんだ！」

「確か、金属糸を吐き出すラナーバグって、【ダンジョン街】の迷めい宮きゆうに居るでしょ？　だから、ダンジョン街の三つのダンジョンから採とれる素材を合成して、【生命の水】を加えることで出来たわ」

「そっか。【生命の水】が採れる洞どう窟くつ型ダンジョンでは、ラナーバグを召しよう喚かんするアイテムも採れたっけ」

「それに、【裁さい縫ほう】系の生産職に話を聞いたけど、糸を生成する時、この【生命の水】を使うことで質が向上するらしいわ」

　他ほかにも、【鍛か冶じ】の冷れい却きやく水や【木工】でニスを溶とかす時に使う。など、マギさんたちが一度口にした内容を思い出す。

「はぁ、全然気が付かなかった。手持ちの素材ですぐに作れたんじゃん」

【アルケニーの糸袋】を採りに行かなくても、【マジカルシルク】の切れ端や鉱石、【生命の水】は【アトリエール】にもあった。

「こういうのは、法則と経験を見つけないと出来ないからね。私は、他人よりもそういうもののデータベースが多いだけよ」

　そう言って、金属糸の他にも余った素材を取り出していくエミリさん。

「結局、三分の一は、失敗により消しよう滅めつ。残り三分の一は、金属糸に変えたわ。だから、余った素材は、私とユンくんで分ける。まぁ、【バンブーファイバー】だけは沢たく山さん余ったわね」

　折角、炉でじっくり焼いて繊維だけ取り出したが、今使われなくても別の機会に使われるだろうと思い、受け取る。

「この場で金属糸のレシピを試ためしてもいいかな？」

「ええ、どうぞ」

　俺は、三種合成の合成陣じんのシートを取り出し、その上に、【マジカルシルク】、【生命の水】、銀鉱石を配置していく。

「いくよ。──《合成》」

　合成陣に光が走り、三種類の素材を囲む陣が中央に向かって集まり、合わさる。そして、中央に集まった光が弾はじけて──

「でき──ない？　失敗か。【合成】レベルは、それなりにあるのに」

　俺は、失敗してボロボロの糸くずのようになった素材を摘つまみ上げて溜ため息いきを吐つく。そして、改めて自分のセンスステータスの確かく認にんをする。
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【合成】センスのレベルは、33だが、これでも失敗するのか。

「そう言えば、レベルによる成功率も調べてなかったわね。推すい奨しようレベルはどのくらいかしら」

「もう一度──《合成》！　っと今度は成功だ」

　鉱石を銀鉱石から鉄鉱石に変えての合成で鉄の金属糸が合成できた。合成する鉱石によって成功率が大きく変わるのか、俺のレベルだと安定して合成できるのは、鉄の金属糸までだった。

「まぁ、レシピが分かったんだから、素材を集めて細々と合成して銀鉱石で作れるレベルまで上げるか」

「そうね。それから私も一つ、合成をしていいかしら？」

　そう言って、エミリさんも素材を取り出していく。

　エミリさんは、四種類の合成陣にハイポーション、ＭＰポーション、【生命の水】、【桃藤花の花びら】を配置する。このレシピはまさか、と思う。

「さぁ、いくわよ。──《合成》」

　静かな呟つぶやきによって、四つの素材は、薄うす桃もも色の光を発して寄り集まり、一つの形を作る。

「……【蘇そ生せい薬】だ。エミリさん、凄すごいよ！　【合成】でも【蘇生薬】が作れるんだ！」

「【調合】センスの専売特許じゃないから、そのうち、値下がりするかも。とは言っても、回復量は標準デフオルトだけどね」

　そう言って、エミリさんは、肩かたを竦すくめる。

　まだまだセンスの使い道は、広い。一つだけのルートじゃなくて、幾つもの生産のルートがあることを今回のことで改めて認識させられた。

　そして、エミリさんに一つの提案をする。

「エミリさん、この後って時間ある？」

「どうしたの？」

「マギさんたちとのお茶会なんだけど参加しない？」

　生産職同士の情報交こう換かんの場として設もうけられたお茶会だ。まぁ、ただお菓か子しを食べて、世間話をするだけというのもある。

　それに対して、エミリさんは、即そく答とうする。

「遠えん慮りよしておくわ。私は、そういうのに興味ないから」

「やっぱりか」

「私は、目立つのは苦手なのよね。トップの生産職に混じって何かする気はないわ」

　そう言って、残ったお茶を飲み干し、ゆっくりと立ち上がる。

「何かその場で伝えてほしいことがあったら、ユンくん経由で伝えて貰うわ」

「わかった。残念だけど、目立ちたくないのは納なつ得とくできるから」

　エミリさんの肩に薬草畑ではしゃいでいた水妖よう精せいが戻ってきており、彼女らを、リゥイとザクロ、それとイタズラ妖精と一いつ緒しよに見送る。

「はぁ、断られたな」

　分かり切っていたことなのでそれほど落胆はない。それよりも、お茶会前に生産関係の話題ができたのはよかった。と思う。

「ねぇ、お茶会ってまだなの？」

「そうだな。そろそろ時間だし、行くとするか。今回は、クロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】だ」

　俺たちは、少し早めに【アトリエール】を出て、お茶会の場所へと歩き出す。




　　　　●




　今回のお茶会は、クロードの【コムネスティー喫茶洋服店】。それもお店の裏手の工こう房ぼうの一角にテーブルを用意して行われる。

　今回のお茶会はいつにも増して、会話が多かった。

　それは、お茶会のメンバーがいつもの面々に加えて、沢山のゲストがいるからだ。

「うわー、人間のお菓子」「ウマウマ」「けっ、妖精の誇ほこりはないのかよ」「スピー」

「マギさんたちも妖精に取り憑つかれましたか」

「うん。バッチリ！」

「僕もだよ！」

　そう言って、笑え顔がおで答えるマギさんとリーリーは、俺が初めて見る妖精に声を掛かける。

「ほーら、自己紹しよう介かいするんだよ」

「なんで俺が人間なんかに……」

　ぶつくさ文句を言っている褐かつ色しよく肌はだの男の子妖精は、マギさんに憑いた妖精らしい。

「うむ。【コムネスティー喫茶洋服店】より発売中の『一口お菓子シリーズ』は、妖精には好評なようだな」

「そうだね。僕もこれ好きかも」

「私もお菓子好きかもー」

　お茶ちや請うけとしてクロードが提供した一口サイズのお菓子をリーリーとリーリーに憑いた風妖精が楽しそうに食べている。

　今、営業している喫茶店でちょうど売っている一口サイズのお菓子の他ほかに試作品の新しい味の物もあり、お客としては味わえないものがある。

　個人的には、ベビーカステラは帰りに買って帰りたい。

「はぁ、生産イベントも終わって、【生産ギルド】も軌き道どうに乗った。私もお飾かざりのギルドマスターの立場だから、通常の生産活動に戻れてよかったよ～」

「全くですね」

　俺とマギさんは、お茶を飲みながら、やっと肩の荷にが下りたと喜ぶ。

　俺とマギさんは、紅茶、リーリーは、緑茶、クロードは、ブラックコーヒーとそれぞれ好みの飲み物を飲んでいる。

「ねぇ、クロード。最近、金きん属ぞく糸しって素材の話が出回っているけど、なにか分かってる？」

「そうだね。裁縫系だったらクロっちだもんね」

　マギさんとリーリーの耳にも届いている金属糸の情報。それに対して、クロードは知り得ている情報を包み隠かくさずに伝えるが、その内容よりも俺とエミリさんの方が進んでいる。

「──と、まだ金属糸のサンプル数を確保できていないから、何も作れていない。なんならユンの方が詳くわしいんじゃないか？」

「話を振ふられると思ってたよ。クロードの知っている使し役えきＭＯＢを利用した入手方法とは別に【合成】センスで作れることが確認できたよ」

　そう言って、先ほど出来たばかりの金属糸の束を取り出す。銀、鉄、銅の三種類だ。

　作り方は伏ふせるが、作り手のエミリさんの存在は伝えて、必要ならば、エミリさんに頼たのむよう宣伝する。

「ふぅん。【素材屋】の子が作れるのか。この素材は使うとしたら、リングメイルの補強とかかな」

「うーん。僕の場合だと、束ねたものを杖つえの芯しんに使うとか、色々かな？　今度、試作するのに注文してみよう」

「マギさんやリーリーは、なにか新しい発見ってあったのかな？」

　金属糸を手に取り、真しん剣けんな表情の二人に尋たずねるが、全然と首を横に振られてしまう。

「最近は、目新しい物がなくてね。だから、この金属糸でも使って何かしようか、って考えてたところ」

「右に同じ～」

「俺も同じだ。ところでユン、お前は、あの本の解読どれだけ進んだ？」

「えっ、まだまだかな？　少しずつ読み解いているところ」

　クロードの言うあの本とは、レイドクエストの報ほう酬しゆうで手に入れた【調合】のレシピ本だ。中には、蘇生薬のレシピも入っているが、それ以外のレシピは、まだまだ【言語学】センスによる解読中だ。

　解読に関しては、俺よりレベルの高い【言語学】センスを持つクロードの方が進んでいると思う。

「なら、このメモを渡わたしておこう。俺が解読できた範はん囲いのレシピのメモだ」

　そう言って渡された紙束をペラペラとめくれば、本の対応ページと細かなレシピが丁てい寧ねいに書かれている。こんなに貴重なものをぽんと渡すなんてな。と苦笑いを浮うかべてしまう。

「ありがとう、クロード。活用させてもらうよ」

「なに気にするな。妖精クエストを進めさせて貰もらったお礼と思え」

　そう言って、真っ黒なコーヒーに口を付ける。

　マギさんとリーリーからは他に話題がなく、すぐにお茶会は、普ふ通つうの雑談に変わり、仲間にした妖精に関しての話題が中心となる。

「それにしてもユンくんからクロードに、そして、私たちに妖精クエストが広がってよかったわね」

　そう言って、マギさんは、一口カステラを火妖精に差し出すが、火妖精はぷぅ、と頰ほおを膨ふくらませて、中々受け取ろうとしない。ただ、視線だけは一口カステラを追っている様子が可愛かわいい。

　俺の風のイタズラ妖精は、リーリーが連れて来た同じ風妖精と一緒に仲良く食べている。ただ、どこにそんなに食べ物が入るのか、という量のお菓子を胃に納めているために、お腹なかがあり得ないくらい膨れている。ファンタジーな光景だなと、とりあえず納得することにする。

「それで、クロード。そっちに寝ねているのは、この前の妖精だよな」

「ああ、俺のところに来た、闇やみ妖精だ」

　そう言って、クロードの作った妖精用のクッションに頭を載のせている妖精に目をやる。闇妖精はむにゃむにゃと口元を動かして、子こ猫ねこのクツシタに寄り掛かかって寝ている。

「なんか、俺が最後に見た服装と違ちがう気がする。他の妖精たちもちょっと華はなやかというか、何と言うか」

「ユンくんだって、随ずい分ぶんと素す敵てきなベルトを渡しているじゃない」

「まぁ、そうですね」

　マギさんに、素敵と言われてちょっと照れくさく感じる。イタズラ妖精は、自分が話題にされていることに気がつくが、決してお菓子から手を離はなさない。

　俺とマギさんは、小さな装そう飾しよく品を与あたえているだけだが、クロードは、力の入れ方が違う。

　クロードの闇妖精も黒一色のシンプルなワンピースだったはずだが、今は、黒を基調として白のレースがふんだんに使われたゴスロリ衣い装しようを着ている。

「ふふふっ、この一着を作るのに、どれだけの時間を使ったことか。どれだけの素材を使ったことか」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべるクロード。そのかなりの力作をリーリーと妖精が興味深げに眺ながめている。

「羨うらやましいなぁ。僕の生産分野だと妖精に何かを作ってあげることができないから」

「そうね。それは私も思うわ。こんなに可愛いんだから、もっと何か作ってあげたいわ」

　そう言って、マギさんは、指先で火妖精の頭を撫なでる。

　そして、頭を撫でられて恥ずかしがる火妖精は、マギさんの言葉に反応を示す。

「なんだよ。俺だと不満か？」

「ううん。不満じゃないよ。いつも炉ろの火力ありがとね」

　マギさんが、気になる単語を口にしたので、俺とリーリーは疑問に首を傾かしげる。

「マギさん、炉の火力って？」

「ああ、そう言えば説明してなかったね。この子と一緒に【鍛か冶じ】をすると炉の火力を上げてくれるから高火力が必要な金属の加工が楽になるのよ」

「こんなの普通だ」

　そう言って、マギさんは手の平に載せた火妖精を自じ慢まんする。妖精自身は、腕うでを組んで何でもないというが、そわそわとして嬉うれしそうだ。

「そうなのか。リーリーやクロードも、何かあるのか？」

「うーん。僕は、ないかな？　ただ、木工で削けずった木き屑くずを風で掃そう除じしてくれるくらいかな」

「俺は、俺の作った服を着てくれるだけで十分だ」

　クロードの答えに、俺とマギさんからジト目が注がれると、クロードは咳せき払ばらいを一つして、眠ねむりの状態異常バツドステータスを敵に掛けることが得意だと伝える。

　一通りの妖精との付き合いを聞くと、今度は逆に俺へと視線が向く。

「それで、ユンくんの妖精は……」

「ぷっはー、食べた食べた」

　今の今まで、一人で一口サイズのお菓か子しを食べ続けていたイタズラ妖精。俺に憑いてから数日が経たつが、その間にしている行動は、寝る、食う、遊びに行こうと誘さそう。などだ。後は、細々とした物の配置を変えるなど、地味なイタズラが多い。

「特に利点とかありませんね」

「何を！　あたいの話だな！　あたいは、風のイタズラ妖精だぞ！　すんごい、イタズラが出来ちゃうんだぞ！」

「物の配置を数センチ横にズラすとかだろ」

「馬ば鹿かにするなよ！　イタズラの魔ま法ほうだ！　──《くらえ》！」

　はいはい。と適当に聞き流しつつ、飲み終わった紅茶を注ぎ直し、砂糖入れから少量の砂糖を入れ、紅茶を口にする。

「全く、小さいイタズラだよ。──っ!?　ぶはっ!?」

「ユンくん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ユンっち、どうしたの？」

　突とつ然ぜん、俺がお茶を噴ふき出したことに驚おどろくマギさんとリーリー。俺自身、何な故ぜ噴き出したのか、理解できなかったが、イタズラ妖精がケラケラと腹を抱かかえて空中で回っているのを見て、イタズラされたことを理解する。

「お、お前、何したんだ」

「あはははっ、あたいを馬鹿にするからだ！　変な顔！」

　少しお茶が鼻の方に入って痛い。横に噴き出したために、テーブルは汚よごさなかったが、口くち許もとが汚れたので、タオルで顔を拭ふく。

　クロードは、冷静にコーヒーを新たに注ぎ、砂糖入れから砂糖を少し、コーヒーに溶とかし込み、口を付ける。

「なるほどな。塩コーヒーだな。次のお菓子は、塩スイーツでも頼んでみるか」

「塩!?」

　俺は、驚き、砂糖入れの結けつ晶しようを摘つまんで、舐なめる。砂糖入れの中身が塩に変わっていた。

「さらに、いくよ！　そーれ、それ！」

　踊おどるように宙を舞まうイタズラ妖精は、腕を一ひと振ふりするとお茶が別の飲み物に変わり、もう一振りするとテーブルの脚あしが一本だけ外れて、傾かたむき、慌あわてて、俺とクロードが支える。

「こら、やめろ！」

「まだまだ、いくよ。そーれ！」

　旋せん風ぷうがテーブルを押おさえるクロードのマントを巻き上げ、顔に巻き付けていく。イタズラ妖精を止めるべくテーブルを支える俺が抜ぬければ、たちまちテーブルがひっくり返ってしまう。

「マギさん、リーリー！　捕つかまえてくれ」

「分かったわ」

　流石さすがに、これはやり過ぎだと感じたマギさんたちも椅い子すから立ち上がり、イタズラ妖精へと手を伸のばす。

「へへん、捕まらないよ！」

「ちっ、ちょこまかと！」

　手からすり抜けるようにして逃にげるイタズラ妖精。妖精は、空中を自由自在に飛び回り、俺たちを翻ほん弄ろうする。

「こら、大人しく捕まりなさい」

「そうだよ。待って。って、うわっ!?」
















「リーリー。危ない！」

　マギさんとリーリーは、イタズラ妖精を止めるために同時に手を伸ばす。だが、空中とは違い、椅子やテーブルが邪じや魔まになる場所。イタズラ妖精は風で椅子を動かし、リーリーを転ばす。

　マギさんは、倒れるリーリーを咄とつ嗟さに受け止めるが、駄だ目め押おしでイタズラ妖精がリーリーの背中を押したために、二人とも倒れる。

「マギさん！　リーリー！」

「どうした！　何があった！」

　未いまだに顔にマントを巻き付けながら、状じよう況きようが把は握あくできないクロード。

「ごご、ごめん！　マギっち！」

「いや、怪け我ががないならいいよ」

「マギさん！　リーリー」

　俺は、今の二人の体勢に赤面する。倒れた拍ひよう子しにリーリーの顔がマギさんの胸に押し当てられていた。

　自分の状況を理解したリーリーは、あたふたして、退どこうとするが、慌てて失敗して、マギさんの胸から中々抜け出せない。

「リーリー。少しは、落ち着いて。ほら、深呼吸、深呼吸」

「すー、はー、すー、はー。うん、大丈夫」

「なら、ゆっくりと立ち上がって」

　マギさん自身は、何でもないようにリーリーに声を掛かけ、深呼吸をさせて落ち着かせる。落ち着いたリーリーは、ゆっくりと立ち上がり、マギさんから離れる。

「リーリー。怪我ないか？」

「う、うん。マギっち」

　リーリーは、真っ赤になって、俯うつむいている。マギさんは、チェシャ猫ねこのような笑えみを浮かべている。

「リーリー、恥ずかしかった？　子どもでも男の子ってことだよね」

「マギっち！」

「あはははっ、ごめんね。ちょっと可愛かわいかったからね」

　マギさんとリーリーは、二人とも元気に話しているが、俺は、内心でかなり怒おこっている。

　何とか外れたテーブルの脚を嵌はめ直し、テーブルから離れる。

「なぁ、イタズラが過ぎるんじゃないのか？」

　イタズラの大成功に空中を回りながら笑い続けるイタズラ妖精を鷲わし摑づかみにして捕まえ、真顔で問う。

「放せ！　あたいは、イタズラ妖精だ！　イタズラして何が悪い」

「悪いだろ！　ここまで大おお事ごとにして、俺以外を巻き込むな！」

「なんだよ！　そんなのあたいの勝手だろ！」

「謝らないなら──瓶びん詰づめにするぞ！」

　瓶詰、その単語に場の妖精たちの間に緊きん張ちようが走る。

　特に妖精たちは、一いつ斉せいに顔を引き攣つらせて、次の瞬しゆん間かん、一斉に泣き出す。

「「「瓶詰は、イヤァァァァッ──！」」」

　一人だけ、寝ていた闇妖精は、はっ、と目を覚まし、辺りを見回していたが、俺の手の中のイタズラ妖精も含ふくめて、全員が泣き始めた。

　リーリーをからかっていたマギさんも、何とかマントを元に戻したクロードも、何事かと俺と妖精たちを凝ぎよう視ししてくる。

「えっ、あっ、悪さをしなければ、瓶詰にはしない！　しないから、泣き止やんでくれ！」

　捕まえていたイタズラ妖精を別のテーブルの上に載せて、慰なぐさめる。

「ほんと？　瓶詰にしない？　昔から、悪い妖精は瓶詰にされて、復活薬にされるって」

　瓶詰妖精って、緑色の服を着た勇者のゲームか!?　と内心でツッコミを入れながら、宥なだめ続ける。

「瓶詰にはしない。けど、イタズラも度が過ぎれば危ないんだから」

「だって、あたい、イタズラ妖精」

「やるなら喜ばれるイタズラにしてくれ。あと、迷めい惑わくを掛けたんだから、謝る」

「……あたいが調子に乗り過ぎた。ごめんなさい」

　素す直なおにぺこりと頭を下げるイタズラ妖精。他の泣いていた妖精もそれぞれマギさんとリーリーに慰められている。

「私は、気にしてないわよ。まぁ、ちょっと驚いたけど、実質的な被ひ害がいは無いしね」

「俺もだ。だが、どうせイタズラをやるなら大通りで旋風でも起こせば──マギ。その拳こぶしを下ろせ」

　クロードが冗じよう談だんめかして、スカート捲めくりを示し唆さするイタズラを口にしたので、マギさんがニコニコと笑顔でクロードの目の前に硬かたく握にぎりしめた拳を見せる。

　一番の被害を受けたリーリーは、少し恥ずかしそうに俯いている。

「ごめん。あたい、やり過ぎた」

「ぼ、僕は、大丈夫だよ。その、ちょっと、びっくりしたけど……」

　ちらっ、とマギさんの方を見て、ううっ、と呻うめき声を上げて俯くリーリー。マギさん自身は、弟みたいな相手だから意識など既すでにしていない。

　全員がイタズラに対して納なつ得とくした様子で俺はほっと息を吐はき出す。

「くくくっ、それにしても、イタズラに対して見事な対応だな。流石【保母さん】と言ったところか？」

「むぅ、クロード。それは言うな。あんまり好きじゃないんだから」

　そう言われてみると、一いつ瞬しゆんにして、この自由な妖精たちの行動が、幼よう稚ち園えん児じの行動原理と重なる。

　嫌いやそうに顔を顰しかめる俺に対して、リーリーが、話題を逸そらしてくれる。

「でも、凄すごかったよね。砂糖入れの中身を変えたり、テーブルの脚を一本外したりとか」

「へへん！　あたいは、イタズラ妖精だからな。相手の足止めや転ばせるのが得意なんだからな！」

「また、すぐに調子に乗って。前だって無計画に敵ＭＯＢを寄せ集めただろ」

　小さな体を反そらして、自じ慢まんするイタズラ妖精に対して、小さく苦言を呈ていするが、届いていない様子だ。すると、マギさんが何かに気が付いたようだ。

「ねぇ、私の火妖精は、生産の補助をしてくれたけど、このイタズラ妖精って、戦せん闘とうの補助をしてくれるんじゃない？　クロードの闇やみ妖精が敵に状態異常バツドステータスを掛けるみたいに」

「なるほどな。あるかもしれんな。足止め、敵の引き付けなんかも立派な戦力だしな」

「じゃあ、僕の風妖精は、何ができるの？」

　互たがいに、自分に憑ついた妖精の能力に対して真ま面じ目めに考え始めた。

　俺は今まで、鬱うつ陶とうしいと思い真面目に向き合ってこなかった。

　エミリさんにも言われたことだが、一度向き合う必要があるかもしれない。

　確かに、戦闘を殆ほとんどしないために、戦闘面での補助能力という考えが抜けていた。

　俺は、イタズラ妖精を眺ながめ、小さく呟く。

「もっと、親しくなる必要があったんだろうな。いや、これからもっと親しくなろう」

　そんな決意を胸に抱いだいて、お茶に口を付けて、再び塩紅茶を噴き出す。

　塩紅茶が残っているのを忘れていた。




　　　　●




　あのお茶会以降、前よりもイタズラが比ひ較かく的落ち着いた。そう、比較的である。

「あはははっ！　進め、進め！」

「きゅ～」

　ザクロの背に跨またがるイタズラ妖精は、ザクロが店内をちょこちょこと歩き回っているだけでも楽しそうにしている。自分が飛ぶ方が速いのに、と横目で見て思いながら、俺は冒ぼう険けんの準備を進めていた。

　ここ数日は、クロードから渡わたされたレシピの中から現在作れそうな薬を選んだり、解読済みレシピと【調合】の未解読レシピ本を比較して読んでいた。

　解読済みレシピを使用することで【言語学】による解読の速度も速まる。解読済みの素材名や手順を参照しながら、新しいレシピを開かい拓たくしていく。

　そして、今日は、現在自力で入手できる素材を採とりに町の外へと出る。

「リゥイ、ザクロ。それに妖精も。町の外に出るぞ」

「なになに!?　ピクニック!?」

「残念だけど、今日は素材集めだから。それにすぐに終わる内容だから」

　俺がそう答えると、リゥイとザクロは、落らく胆たんしたように頭を下げる。だが、普ふ段だん外に出ることが少ないイタズラ妖精は、それでも嬉うれしいようだ。

「じゃあさ、じゃあさ！　あたいたち妖精のために早く魔ま物ものの配下を倒して妖精郷きようを解放してよ！」

「町の外で敵の反応が近くにあったらな」

「むぅ！　やる気がない！　もっとやる気出せ！　敵はいつ襲おそってくるか分からないからね！」

「はいはい、それじゃあ行くぞ」

　イタズラ妖精は俺の肩かたに乗って、妖精クエストを進めるように催さい促そくするが、俺は簡単に聞き流しながら、リゥイとザクロを連れて町を出る。

　今回向かう場所は、第一の町の南東方向の湿しつ地ち帯たいの奥地だ。

　湿地帯のエリアの奥のとある一角を目指して歩く。

　湿地帯の歩き方を知っている俺が、敵を極力避さけつつ進むと、ぬかるむ地面と木々の生える湿地帯の中にぽっかりと開いた区間を見つける。

　朽くちかけた柵さくが囲う墓地。そして、最さい奥おうにはそこで墓石二つが重なるように倒れておりその下に地下階段が隠されていた。ＯＳＯに点在する小規模ダンジョンの一つの入り口である。

　墓地の地下ダンジョンに相応ふさわしく、お化け系のＭＯＢがその殆どを構成している。

「おおっ！　禍まが々まがしい墓石の下に続く階段！　冒険の予感！　冒険の予感！」

「いや、行かないから」

「なんで!?」

　今回の予定にはないし、そもそもお化けが苦手だ。

　俺が狙ねらっているのは、墓石の傍そばに生える植物だ。よくよく目を凝こらすと時折葉っぱを微かすかに揺ゆらしている植物型ＭＯＢがいる。

　俺は、ベルトに括くくり付けた包丁を抜ぬき、葉っぱを押さえつけて、土を抉えぐるように植物の根へと突つき立てる。

　根が土の中でジタバタ暴れ、葉っぱを激しく揺らす植物は、押さえつけられる力から抜け出せずに次し第だいに大人しくなる。

「えっ、まさか。マンドラゴラ!?」

「正解。ドロップは……【雄おすのマンドラゴラ】か。まぁ、【雌めすのマンドラゴラ】はレアだからな」

　そう言って、インベントリから取り出したドロップしたばかりのマンドラゴラをイタズラ妖精に見せると、ひっ、と引き攣つった声を上げる。

　マンドラゴラの顔は、ムンクの叫さけびのような苦く悶もんに満ちた表情だが、俺としてはただ根が幾いく本にも分かれた大根に人の顔が彫ほられているようにしか見えないから、怖こわくない。

「そ、それ！　お化けなんかよりも危ないものじゃない！」

「マンドラゴラって栽さい培ばいできないからこうして墓場まで採りに来るんだよ。はぁ、畑で栽培できたらな」

　種はないし、そもそもＭＯＢ扱あつかいなので、栽培はできない。もしかしたら【調教】センスを使えば望みはあるかもしれないが、センスにも反応がない。

「やめてよ！　そんな危ないもの！　周囲を破は滅めつさせる叫びを上げる植物なんだから」

「知ってるから叫びを上げないように土の中で倒したんじゃないか」

　マンドラゴラは、弱い部類のＭＯＢだ。俺が一方的に倒せるようなＭＯＢだが、対処法を知らないと非常に厄やつ介かいなＭＯＢになる。

　まず、知らない間にプレイヤーに近づく。草に擬ぎ態たいして近づいたり、薬草部分が採取されるのを待つ。

　そして、引き抜かれたり戦闘が始まると、地面から飛び出して、【呪のろい】【魅み了りよう】【混乱】【怒いかり】などの精神系の状態異常バツドステータスの叫びを広こう範はん囲いに響ひびかせ、さらに他のＭＯＢを集めるなどの能力がある。

　そんなマンドラゴラを、地面から飛び出さないように押さえつけて先制攻こう撃げきする方法を選んで倒した。

「さてさて、薬の材料の採取を頑がん張ばらないと」

「ひ、ひぃぃっ！　マンドラゴラなんて妖精郷の超ちよう危険生物を笑え顔がおで雑草扱いなんて！」

　リゥイの鬣たてがみにしがみ付いて震ふるえている妖精を尻しり目めに、墓場の入り口周辺にいるマンドラゴラを全すべて回収する。マンドラゴラの雌し雄ゆうの比率は、雄が四に対して、雌が一。今回は数が足りたが、また雌のマンドラゴラを狙って採りに来ないといけない。

「さて、ここの採取は終わったかな。もう帰るか」

「なら、あっち！　あっちが近道だから！」

　イタズラ妖精の指差す方向は、北側だ。

　来る時は、南の湿地帯側から来たが、墓場から北側に直進すれば、第二の町へと通じる道に出る。久しぶりに第二の町で野菜などの食材アイテムを買おうか、と考える。

「わかった。案内してくれ」

「あたいに任せなさい！」

　そうして先行するイタズラ妖精をゆっくりと追い掛かければ、湿地帯のぬかるんだ地面から森の柔やわらかな土に変わり、しばらく進むと、あるものを見つける。

「これって、ビッグボアの幼よう獣じゆう？」

　南東エリアから東エリアに入り、出現する敵の様相ががらりと変わる中で、寝ね息いきを立てているノンアクティブなビッグボアの傍をちょこちょこと動いている影かげが存在した。

　白い縞しま模様と楕だ円えん型の体型、牙きばの無い姿は、イノシシの子どもであるうり坊ぼうそのものだ。

　アップデートによる追加要素の一つである幼獣にこのタイミングで遭そう遇ぐうするとは、思わなかった。

「ブー」

　高い鳴き声を発して、じりじりと近寄って来る。ザクロと同じくらいのうり坊は、狙いを定めて、後ろ脚あしに力を込こめて、ザクロに向かって走り出す。

「ブー！」

「きゅー！」

「お、お前ら、落ち着け」

　突とつ如じよ始まったザクロとうり坊による追いかけっこ。二匹は俺の足元を回り始めた。

　俺を中心に走り続けるので、俺は足を踏ふみ出せずに、困こん惑わくしたまま様子を見守っている。

「面おも白しろそう！　いけ！　刺させ！　刺せ！」

「刺せって競馬か！　いいから止めてくれ！」

　俺の周りで走り回られてもどうしていいのか分からない。一応敵対ＭＯＢではなく、単純なじゃれ合いでザクロを追い回しているらしいうり坊だが、当のザクロは本気でビビって逃にげている。

　そうこうしている内にザクロは、リゥイの背中に駆かけ上がり、俺は駆け上がれずにリゥイの足元でどうしようかうろうろしているうり坊を捕つかまえた。

　ザクロよりも軽く毛はすこし硬かたいが、ビッグボアに比べれば柔らかい毛だ。

「ブー」

「こら、ザクロを追い回すなよ」

「ブー」

「全く、分かっているのかよ」

　俺は、溜ため息いきを吐はき出し、両手で持ち上げたうり坊と真正面から視線を交える。くりっとした瞳ひとみとぴくぴくさせる鼻と小さな耳、ブーという気の抜ける鳴き声に俺まで脱だつ力りよくしそうになる。

「──ねぇねぇ。どうしよう！」

「そうだな。まぁ、別に新しい使し役えきＭＯＢを増やす気ないから仲間の元に戻もどって貰もらうしか──」

「違ちがうよ！　三体目の魔物の配下が近くに来るよ！」

「今までこっちが探しに行っていたのに今度は向こうから来るのかよ」

　俺は悪態を吐つきながら、うり坊を地面に下ろし、妖よう精せいの指差す方向へと目を向ける。

　俺は静かに頷うなずき、リゥイには、ザクロを守り、幻げん術じゆつで姿を隠かくすことを命じる。

　俺は茂しげみや木の陰かげに隠れながら妖精の指差す先を目指す。

　オーカー・クリエイターの追加効果である【認にん識しき阻そ害がい】を十分に発揮し、三体目のソーントークンの近くに隠れて様子を窺うかがうことができた。

「今度は、ブレードリザードのソーントークンかよ」

　第二の町への道を塞ふさぐ序じよ盤ばんのボスＭＯＢであるブレードリザード。

　茨いばらに侵しん食しよくされた姿は、鋭するどい刃は物ものの鱗うろこを逆さか立だて、手脚には茨が絡からみつき、硬こう質しつ化した茨の爪つめが伸のびている。アルケニーやムーア・フロッグと同じく弱点と思おぼしき薔ば薇らの花が左目と尻尾しつぽの先に視認することができた。

　ブレードリザードは、ボスと言っても今のレベルならば容易に倒せる敵だ。だが茨による侵食でどれだけ強化されているか分からない。

　ソーントークンの共通の行動として付近の敵ＭＯＢを倒す行動をしていたので、その戦せん闘とう時間でおおよその強さや攻撃方法を確認する。

「しばらく様子を見てから──「ブー、ブー」──まさか」

　声の方を振ふり向けば、うり坊が少しずつこちらに歩いて来ていた。何かを探すように辺りをきょろきょろと見回している。

　まるで俺たちを探すために追って来たようだ。

「ねぇねぇ、このまま放ほうっておくと魔ま物ものの所に向かっちゃう」

「分かってる」

　今、ブレードリザードのソーントークンは、辺りのＭＯＢを手当たり次第に攻撃している。ビッグボアやミルバード、グレイラットなどのＭＯＢをその牙と爪と尻尾で打ち倒していく。

「ブーブー！」

　俺たちを探しているのか、絶えず鳴き声を上げるうり坊。【認識阻害】の効果で近くを素す通どおりしていくうり坊を見送り、俺はブレードリザードのソーントークンの観察を続ける。

「ブーー!!」

「ああっ!?　見つかった」

「ＳＨＵＲＡＡＡＡＡＡ──」

　目の前に現れたうり坊に対して、掠かすれた威い嚇かくの声を上げるブレードリザード。

「ブ、ブー、ブー！」

　ブレードリザードの威嚇に怯おびえながらもうり坊は、俺たちを探し続けている。

　そして、ブレードリザードの前脚が振り上げられる。

「ああ、もう！　──《クレイシールド》！」

　俺は、【認識阻害】からの不意打ちというアドバンテージを自ら捨てて、うり坊とブレードリザードの間に土つち壁かべを生み出す。

「《付加エンチヤント》──スピード」

　振るわれる茨の爪の攻撃を阻はばみ、僅わずかな時間を稼かせいだ隙すきに、一気にうり坊までの距きよ離りを駆け抜け、掬すくい上げるように捕まえ、走り抜ける。

「全く、もっと早くに助ける決断すれば、こんな面めん倒どうな状じよう況きようにならなかったのに。俺の馬ば鹿か」

「それでも見捨てないだけ、マシ！」

　フードの中に入り込んだイタズラ妖精が顔を出して、耳元でそう答える。

　新たに現れた俺たちに対して口を大きく開き、威嚇してくるブレードリザード。鋭い鱗を逆立てて、硬質化した茨の爪を地面に突き立てて四し肢しを突っ張る。

「観察が足りない状態で戦闘なんて勝てるのか？」

「あたいも手伝うから絶対に勝つ！」

「ブーブー！」

　イタズラ妖精に勇気付けられて、俺は、やる気を漲みなぎらせる。だが、探していた俺たちに会えて嬉うれしいのか、腕うでの中で鼻先を擦こすり付けてくるうり坊をどうにかする方が先だ。

「全く、片手が塞がったままじゃ弓矢も使えない。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス！」

　速度エンチャントの他ほかにも物理攻撃と防ぼう御ぎよの二重エンチャントを更さらに掛けて、物理攻撃一いつ辺ぺん倒とうのブレードリザードに対応する。そして、その直後に大きく振るわれる爪の攻撃を横に大きく跳とんで避よける。

　避け切った後、逆立つ刃はのような鱗を持つ尻尾が目の前を通り過ぎ、大きく避けて正解だったと思う。

　そのままバックステップを刻み距離を取りつつ、マジックジェムをブレードリザードに投げる。

「くらえ。──【ボム】！」

　盛大にばら撒まくボムのマジックジェム。それは、以前、ブレードリザードへと使用した一手とほぼ同じ威い力りよく。いや、あの時よりも込めた土魔ま法ほうのレベルが高まり、威力を増した攻撃だ。

「ＳＨＵＲＡＡＡＡＡＡ──」

「やっぱり、攻撃と防御ともに強化されてる」

　ソーントークン化した影えい響きようで生なま半はん可かな攻撃は通らない。ムーア・フロッグやアルケニーでもダメージは入るのに、全く手て応ごたえがなかった。

「こいつ、他のより強いんじゃないのか？」

「そりゃそうだよ。魔物も妖精郷きようにあたいたちを近づけたくないから残りの配下たちに力を注いで強くするに決まってるよ」

「それって、こいつの次のソーントークンは更に強くなるってことかよ。初耳だぞ」

「うん。だって今初めて言ったから」

　衝しよう撃げきの真実を告白するのは何も戦闘中じゃなくてもいいのに。と空を仰あおぎたくなるが、今は敵から目を離はなせない。

　じりじりと距離を取り、攻撃の届かない位置までうり坊を逃がそうとして、一歩後ろへと退さがるが、背後の地面から緑色の壁かべが生み出される。

「まさか、茨の壁か！」

「これは、完全に退路を断たたれたね。どうする？」

　俺とブレードリザードを囲む茨の壁のバトルフィールドは、まるでプロレスの金かな網あみデスマッチのようだ。

　うり坊を抱かかえた状態で逃げられない。

「戦うしかないか」

　左手にうり坊を抱えて、右手に包丁を構える。ただし、包丁の刃は渡わたりよりもブレードリザードの逆立つ鱗のほうが長いために、余よ程ほどしっかり狙ねらわないとその体に攻撃が通らない。

「ＳＨＵＲＡＡＡＡＡＡ──」

「ちっ！」

　背後の茨と正面のブレードリザードとの間で挟はさみ撃うちされないように立ち回る。

　この茨のデスマッチステージは、パーティーで動くには狭せまい。おそらく、ソロプレイヤー向けに作られている。遠距離からの一方的な攻撃を阻そ止しするための防ぼう壁へきか、それとも一撃離脱ヒツトアンドアウエイの戦法をさせないための檻おりなのか。

「あぶなっ！」

　振るわれる爪、振り回される尻尾、嚙かみ付く牙きば、逆立つ鱗での体当たり。全身を使ったブレードリザードの攻撃を躱かわし続け、俺は観察を続ける。

「やっぱり、目が良くなってる」

　アルケニーとの戦いで感じた能力を、今はっきりと自覚した。

　敵の攻撃が迫せまる数瞬だけ、世界の動きが緩かん慢まんに見える。といっても自分がいつも通りに動けるわけじゃない。ただ、その瞬間だけ、自分の動きも含めて全すべてがスロー再生されているだけだ。

　だが──

「考える時間があるなら、俺の最善を選ぶ！　──《食材の心得》！」

　攻撃を受ける瞬間にスローモーションになる世界を利用して、敵の攻撃を予測し、最小限の動きで避けつつ、次の行動の対策を決める。

　その一つが《食材の心得》を使用した敵のウィークポイントの解かい析せきだ。

　攻撃を避けつつも相手の弱点である薔薇の花を見つけ出し、その中の一つを狙って反撃する。

「はっ！」

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡ──」

　尻尾の薙なぎ払はらいに対してカウンター気味に包丁を一いつ閃せんする。尾の先に咲さいた薔薇の花を散らされ、のたうち回るブレードリザード。

　ソーントークンに共通する咲き誇ほこる薔薇の花。そこに《食材の心得》のマーカーが反応し、その一点を狙った。

「やった。攻撃が──っ！」

　攻撃が通った。そのことを喜ぶ暇ひまもなく、ブレードリザードと繫つながる太い茨がこちらを襲おそってくる。

　寄生先のブレードリザードだけでなく、敵は、地中から蔓つるを伸ばしている茨なのだということを忘れていた。ブレードリザードがのた打ち回る姿に呼応するように我が武む者しや羅らに暴れ出す茨がこちらに迫る。

【空の目】を利用して生み出した思考時間の中で安全地帯や回かい避ひのタイミングを見つけ出せずに俺はただ焦あせる。

（どうする、どこに逃にげれば、どこへ避ければ──）

　有効な手立てを見つけ出すことができずに、俺は、守りの姿勢を取る。

　茨に肩かたからぶつかるような体勢を取り、うり坊を守るように抱え込む。

「うぐっ──！」

　丸太のような太い茨が肩を強く打ち、衝撃で後ろに吹ふき飛ばされる。

　肩に食い込む茨と衝撃を一いつ瞬しゆんだけ耐たえ、背後の茨の壁に叩たたきつけられる。

　肩と背中に茨が刺ささり、一連のダメージでＨＰの四割を削けずられ、地面に膝ひざを突く。

　イタズラ妖よう精せいは、茨が襲い来る前に空へと逃のがれ、腕の中に抱えたうり坊も無事だ。ただ、俺が衝撃を完全に殺し切れなかったのか、うり坊は僅かにダメージを受けていた。

「今、回復してやるからな」

　俺の回復より先に、腕の中で弱々しい鳴き声を上げるうり坊を地面に下ろして、ハイポーションを使う。

「早く立って、避けて！」

　イタズラ妖精の声に顔を上げると、ブレードリザードの太い尻尾しつぽの振ふり回しが眼前に迫っていた。

「──っ!?　頼たのんだ！」

　回避できないと悟さとった俺は、うり坊を空高くに放ほうり投げた。その直後にフックのように曲線を描えがく尻尾が俺の側頭部を捉とらえる。

　俺のＨＰが減少していく中で、上空に投げたうり坊は、イタズラ妖精がしっかり捕まえ踏ふん張りながら、茨いばらの壁の外に運び出している。

　壁の外には、リゥイとザクロがいる、これなら安心だ。と思いながら、ＨＰがゼロになると同時に俺の視界は真黒に塗ぬりつぶされる。

　そして、暗転する視界と表示される選せん択たく肢し──蘇そ生せい薬を使用するかどうかに対して、迷わず『ＹＥＳ』を選ぶ。

「さて、仕切り直しといくか」

　俺はゆっくりと立ち上がり、ブレードリザードと改めて向かい合う。

　取り出したハイポーションを一本使うが、それでも足りないために、更にもう一本使用してＨＰを完全回復させる。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶ？　やられたでしょ」

「平気だ！　それより──『ちゃんと、茨の外に運んだわよ』──いい仕事だ」

　うり坊の避ひ難なんをし終えたイタズラ妖精が再び俺の肩に舞まい戻もどる。

「それで、あたいとしては勝ってもらわないといけないけど、勝算は？」

「自信はない。けど、やるっきゃないだろ」

　そう言って、武器を包丁から黒乙女おとめの長弓に切り替かえる。

「それで、あたいはどうすればいい？」

「勝負は一瞬。急所を狙う。だから、全力で相手の注意を引いてくれ」

「シンプルな作戦って分かりやすくて最高！」

　そう言って、イタズラ妖精は俺の肩から飛び立ち、ブレードリザードの視線の先で旋せん風ぷうを生み出し、ぶつけていく。イタズラ用の攻撃力のない風だが、顔に絶えず当てられ続けるブレードリザードが鬱うつ陶とうしそうに爪つめや尻尾を振り回す。また、上空のイタズラ妖精へと跳びかかろうとするが、地面と繫がる茨が足あし枷かせとなり、届かない。

「へへん。まだまだ！」

　どんどんと挑ちよう発はつを続けるイタズラ妖精。

　その間に、俺は、準備を進めていく。

　蘇生薬による復活によって、掛かかっていたエンチャントなどの強化効果が消えてしまっているので、掛け直す。

「《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード。《呪加カースド》──ディフェンス！」

　俺自身へのエンチャントの強化とブレードリザードには防御の弱体化。

　そして、ＡＴＫアタツク増強の強化丸薬ブーストタブレツトを飲み込み、アイテムによる補助を行う。

「効果時間は、三分。ＡＴＫ＋８の瞬間最大火力だ」

　だが、これで終わらない。

　取り出したのは、火の属性石と毒の状態異常バツドステータス薬を合成した弓矢だ。

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン」

　火属性のエンチャントを黒乙女の長弓に掛けて、毒矢を番つがえる。これにアーツによる攻撃力補正を加えた一撃で敵のウィークポイントを狙う。

「これで決める。──《弓技・一いつ矢し縫ぬい》！」

　最も使い慣れた正せい射しや必中の一撃。俺の放った一撃は、イタズラ妖精へと気を逸そらしているブレードリザードの片目へと吸い込まれるように突つき刺さる。

　尻尾の先に続き、片目の薔ば薇らも散らしたブレードリザードが、残った片目で俺を睨にらむ。

　今までの累るい積せきダメージに加え、先ほどの一撃、さらに毒のスリップダメージが入り始め、敵の残りＨＰは二割を切っている。

　一撃で倒たおし切れずに、【毒３】のスリップダメージだけでも倒れないなかで、再び俺へとターゲットが戻り、ブレードリザードが突とつ進しんしてくる。

　大口を開けると、その中に何本もの細い茨が見える。

　アルケニーのソーントークンにやられた時のことを思い出し、ぞわっと鳥とり肌はだが立つ。

「俺からＨＰを吸い取る気か！」

　俺へと圧のし掛るように跳とびかかるブレードリザードだが、俺はカウンター気味にマジックジェムを発動させる。

「──【クレイシールド】！」

　俺は、声を上げて、地面にマジックジェムを押し当てる。

　宝石が起点となり、地面から土つち壁かべが迫せり上がると、ブレードリザードの下した顎あごに当たり、強制的に閉じさせる。

　そして俺は、ブレードリザードの頭部に跨またがるように飛び乗る。

「これでその口を塞ふさいでいろ！」

　インベントリから取り出した鉄の金きん属ぞく糸しを何重にも巻き付け、縛しばり上げた口を開くことができずに、ブレードリザードが頭を振って暴れる。頭に跨る俺は、耐え切れずに振り落とされるが、すぐさま地面を転がるようにして、起き上がり、上空へと弓を構える。
















「誘ゆう導どうしてくれ！」

「任せなさい！」

　イタズラ妖精が胸を張って答えるのを聞き、上空へと矢を放つ。

　そして、目の前で金属糸を外そうと暴れるブレードリザードへと目を向けて、ヤバいと呟つぶやく。何重にも巻いた金属糸が耐え切れずにミチミチと悲鳴を上げているのだ。

「あと少し大人しくしてろ！　──【クレイシールド】！」

　再び土壁の突き上げを受けたブレードリザードは、頭を揺ゆらされて、動きが鈍にぶる。その瞬間に再びその頭に飛び乗る俺は、振り落とされないように自分の手に金属糸を巻き付けて、より強くブレードリザードの口を締しめ上げる。

「ぐっ！」

　嚙み付きによるＨＰ吸収を阻止するために、金属糸で口を締め上げる俺。

　減ったＨＰを回復させるために、俺を振り落として嚙み付こうとするソーントークン。

　全力で暴れ、地面を転がり、振り落とそうとする。

　防ぼう御ぎよすることもできず、振り落としとブレードリザードが茨の壁にぶつかる衝しよう撃げきを食くらい、俺のＨＰは、じりじりと削られて六割が消える。それでも金属糸を離はなすことなく歯を食いしばって耐える。

　そして、暴れるブレードリザードが茨の壁へと突とつ撃げきすることで、俺は衝突のダメージによって再び死亡判定となる。

　視界が暗転し、手足の力が一いつ瞬しゆん緩ゆるむが、すぐさま蘇生薬で復活し、再び締め上げる。

　ブレードリザードが壁へと体当たりを繰くり返し、その度たびに死んで復活する俺。

　合計で六回の死亡と蘇生を経へて、それは唐とう突とつに訪おとずれる。

「ＳＨＵＲＡＡＡＡＡＡＡＡ──」

　体を仰のけ反ぞらせるようにしたブレードリザードのソーントークンは、閉じた口の隙すき間まから細い茨を舌のように突き出し、掠かすれる呼気の音を上げて、横よこ倒だおしになる。

　毒のスリップダメージだけでは倒せなかったソーントークン。

　そして、最後に攻こう撃げきを決めたのは──イタズラ妖精だった。

「あたい、最強！　誘導完かん璧ぺき！」

　上空へと放った矢を風で操作し、見事にブレードリザードの背中にある最後の薔薇の花を貫つらぬいてみせた。

「サンキュー。お前が居なかったら勝てなかった」

「ふふん。もっとあたいを褒ほめるといい！」

「調子乗り過ぎ」

　俺は、傷付いた体を癒いやし、防具を直すために、ハイポーションとＭＰポーションを使用する。ＨＰは回復し、防具は【自動修復】の効果によってＭＰを吸収して耐たい久きゆう度を回復していく。

「にしても、こんな不利な状じよう況きようで戦うなんて、こりごりだ。次は、圧あつ倒とう的てきなアドバンテージから戦ってやる」

　俺は、自分自身に誓ちかうようにして口に出す。

　周囲に張られた茨の壁もずるずると地面へと潜もぐり込み、その向こう側では、リゥイとザクロ、そして、うり坊ぼうが待っていた。

「ただいま。心配掛けて悪かったな」

　俺は、一いつ匹ぴきずつ優やさしく撫なでながら、近くの木に背中を預けて長い息を吐はき出す。

　最後の一撃がなかったら、多分俺の蘇生薬が先に尽つきていた。

　三体目のソーントークンの弱点の薔薇は三か所。今回は、片目、尻尾、そして背中の逆立つ鱗の間だ。

　口を金属糸で縛り上げる前に放った弓矢を上空のイタズラ妖精が風で誘導して、三つ目の弱点の薔薇の花を貫いた。

　体を張ってまで行った時間稼かせぎで、俺たちは勝ったのだ。

　矢の誘導に失敗して狙ねらいがズレたり、先に俺の拘こう束そくが解けてＨＰを吸収されていたり、蘇生薬が尽きていた場合、死に戻りしていただろう。

　反省点は、沢たく山さんある。だが、今はとても疲つかれた。

　戦いの直後とは思えないほど、穏おだやかな風が流れる木こ陰かげでしばしの休きゆう憩けいをとる。







　　　四章　年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やくと鬼おに







　しばらく、木陰で体を休め、装備や状況を確かく認にんしていた。

　ソーントークン三体目のブレードリザードは、一体目のアルケニー、二体目のムーア・フロッグに比べても明らかに強くなっている。そして、なによりプレイヤー側に有利にならないように茨いばらの壁かべを使ってきた。

　そんな中で、イタズラ妖よう精せいがなにかに気が付いたように大きな反応を見せる。

「あっ！　近くに四体目の気配が！」

「もう帰る。なんでこんな連戦なんだよ」

「えー、あたいたちの連れん携けいは最強なんだから！　いこうよー、ねぇ、いこー」

　小さい体で俺の肩かたをゆさゆさと揺ゆすってくるイタズラ妖精。

　ブレードリザードとの戦せん闘とうで見事に勝利したイタズラ妖精は、調子に乗っており、最後のソーントークンの居場所へと導こうとする。

　俺も促うながされて、重い腰こしを上げ、移動する中で、エリアの境界線へと迫せまった時、うり坊が鳴き始める。

「ブーブー！」

「おっ？　どうした？」

「ブーブー！」

「この子、ここから出ちゃいけないからついて来られるのはここまでみたい」

　エリアの境界線で足あし踏ぶみするうり坊。リゥイやザクロが共に行動しているために忘れていたが、ビッグボアの幼よう獣じゆうは、俺の使し役えきＭＯＢではなかった。

　新たに仲間に加えるつもりはないが、それでも短い時間の触ふれ合いを感じたために名残なごり惜おしい。だが、この場に居続けるわけにはいかない。

「悪いな。けど、次に来た時はまた遊んでくれるか？」

「ブー！」

　元気のいい鳴き声と共に林の奥へと駆かけ出すうり坊。肩にちょこんと乗っているイタズラ妖精は「楽しみにしている」ってさ、と代わりに答えてくれる。

　なら、近い内にまたここに来よう。そう決める一方で、イタズラ妖精が幼獣たちの声を翻ほん訳やくできるという事実に内心驚おどろく。こいつって地味にスペック高くないか？

　また妖精への謎なぞが深まったところで、意い気き揚よう々ようと進むイタズラ妖精に導かれた先で俺が見たものは──

『フー……コォ……』

「……なぁ、なんか、凄すさまじくヤバい存在が目の前に居る気がするんだけど」

「うん。最大級にヤバいやつ。あたいでもどうすることもできない」

「と、いうか！　なんか、口から気き炎えんを吐はき出しているんだけど！」

　水蒸気のような白い息が口元の鋭い牙きばの間から噴ふき出し、陽かげ炎ろうで周囲が揺らめいて見える。

　相手は、ホブゴブリンに寄生したソーントークンのようだ。

　その結果、体が巨きよ大だい化し、筋肉質な鬼へと変化している。茨が捩ねじれるように絡からみついた二本の角の間で、白と黒の電気を放電し、その禍まが々まがしいシルエットが瞼まぶたに焼き付く。

「薔ば薇らの花の数は、四つか」

　白目を剝むいた鬼の片目には、一輪の薔薇が咲さき、他ほかにも右肩と首筋、左胸にそれぞれ弱点の薔薇の花が咲いている。

　ホブゴブリンが本来持っていた棍こん棒ぼうは、茨と腕うでが一体化して寄り集まった緑のトゲバットと化している。

「いやー、運が悪いなぁ。倒たおす順番が違ちがうなら、もっと楽なんだけどねー」

「最悪だよ。俺は、もっと楽してクエストクリアしたいのに」

「まあ、運がなかったと思って行ってみよー！」

　つまり、俺は、一番強い部類のソーントークンと、そいつが一番強い状態で対たい峙じしなければいけなくなっているのか。

　いや、まだだ。まだ行ける。薔薇の花が弱点だということは、今までの戦いで判明していることだ。ここは倒してやる！

「いくぞぉぉぉっ！」

「頑がん張ばれ！」

　俺は、弓を構え、弱点である片目の薔薇の花を狙ねらう。

　正面から放つ一いち撃げきは、真まっ直すぐに鬼のソーントークンへと向かうが、地面から迫せり上がる茨の壁に遮さえぎられる。

　ぺしっ、と阻はばまれて地面に落ちた矢。そして、こちらの攻撃に気が付いた鬼は、茨の壁を搔かき分けてゆっくりとこちらへと歩いてくる。その間に、地面に落ちた矢が踏まれて、小枝にように折れる。

「ああっ！　回収すればまだ使える矢が！」

「気になるところは、そこなの？　って、来たよ！　来た！」

『グオオオオオオオオオオオッ──』

　白目を剝いた鬼が俺たちへと咆ほう哮こうを上げる。

　一回足踏みをすれば、地面よりボコボコと鬼の拳こぶしより大きなクルミの実のようなものが山となって現れる。

　それを鷲わし摑づかみにした鬼は、緑のトゲバットを振ふりかぶって、それを打ち抜ぬく。

　音からすると実際にクルミのような硬かたい殻からに包まれた実のようなものらしい。

「はっ？　はぁぁぁっ!?　遠えん距きよ離り攻こう撃げき!?」

「退たい避ひ！　退避！」

　バットで打ち抜いた直後、上空へと散っていくクルミのようなもの。だが、その数秒後に空中で殻が炸さく裂れつし、中から小さな粒つぶが散さん弾だんのように降り注ぐ。

　避よけることもできずにその散弾の嵐あらしを全身で受け止める。

　気が付いたら、仰あお向むけに倒れていた。

「くぅ、痛っ。なんだよ。遠距離攻撃あるのかよ」

　ムーア・フロッグよりも射程のある攻撃だ。遠くから安全を確保して始めた戦いのつもりが、相手の攻撃範はん囲いだった。

「こりゃ、一度仕切り直しを──」

　その時気が付いた。全身に受けた散弾の正体が小さな種であることを。それが急速に芽を出して生長し、細い茨が俺の手足に絡みついて地面に押さえつける。

「早く逃にげないと！　あのソーントークンが来ちゃうよ！」

「分かってる！　くっ《付加エンチヤント》──アタック！」

　流石さすがに体の中に侵しん食しよくしてきていないが、驚きよう異いの生長速度で体を拘束してくる。俺は腰のベルトにある包丁を引き抜き、切り払はらっていくが、それでも中々数が減らない。

「早く、早く！」

「くそっ、よし、解ほどけた！」

　右手一本で左手の茨を切り払っている間に、腰から下が緑の茨に覆おおわれていた。そして、頭上から差す影かげに頭を上げれば、鬼の白目と目が合う。

「あっ──」

　その直後、真っ直ぐに振るわれるトゲバットの一撃を受け、俺の体がくずおれる。

　視界も暗転し、蘇そ生せい薬の使用のメニュー画面が現れる。

　ここで復活しても、まだ茨が巻き付いた状態で近くに鬼がいる。となればまたすぐやられてしまうので、大人しく死に戻もどりを選せん択たくした。体が光の粒りゆう子しとなっていく。




「……なぁ、どうする？」

「どうするってどうするのさ？」

【アトリエール】の薄うす暗ぐらい工こう房ぼう部の床ゆかに座り込み、互たがいに頭を悩なやませる。

　どう足あ搔がいてもあのソーントークンには勝てる気がしない。

　そうなると、考えられる方法は三つだ。

　一つ目は仲間を集める。パーティー戦。

　二つ目が装備を強化し、ダメージ効率を高める。

　三つ目がレベリングによる自己強化だ。

「それなら一番すぐに出来るパーティー戦だ！　すぐに人は見つかる！」

「その前に……弓の弦つるが切れたから無理」

　そう言って、弦の千ち切ぎれた黒乙女おとめの長弓をイタズラ妖精に見せる。

　連戦とさっきの一撃で弦が真っ先に切れてしまったようだ。

「こりゃ、リーリーに見て貰もらわないと駄だ目めだな」

「むぅ、なんだよ。妖精郷きようを解放して欲しいのに」

「仕方がないだろ。まぁ、出来る事をするか」

　俺は、重い腰を上げて、早さつ速そくリーリーへと連れん絡らくする。ちょうど、お店に居るということなので、約束を取り付けた。

「さて、リゥイとザクロのフォローもしないとな」

　俺が死に戻りを選んだ時点で強制送そう還かんされたリゥイとザクロを、召しよう喚かんし直す。

　俺が死に戻りをしたことを心配したのか、真っ先に胸に飛び込んで、きゅぅきゅぅと鳴き声を上げるザクロと、不満げに頭ず突つきを繰くり返すリゥイ。そして、イタズラ妖よう精せいは、なぜかニヤニヤした様子でこちらを眺ながめている。

「なんだよ」

「いや、愛されてるなぁと思ってね」

　その一言を聞き、「心配されるのも悪くない」と思い、二匹ひきを落ち着かせてから【リーリーの木工店】を訪おとずれる。

「いらっしゃい。ユンっち。弦が切れた、って言ってたけど、早速見せて貰ってもいい？」

「ああ、これなんだが……」

　リーリーは差し出された黒乙女の長弓を精査していき、すぐに破損の理由を導き出した。

「これは、弓自体の耐たい久きゆう度も落ちているね。弦の張り替かえだけじゃ足りないかもね。接近戦とかして、攻撃を受けた？」

「えっと、まぁ、うん。何度か」

　何度か、蘇生薬を使う事態になったほど攻撃を受けた。とは言えない。

「弓は、基本的に剣けんとかみたいに受け止める力はないんだから、無茶しないでね。そうだね。二日で直すよ」

「えー、妖精郷まであと少しなのにー」

　不満を口にするイタズラ妖精の口を押さえて黙だまらせる。そんなに急せかすような真ま似ねをするな、と[image: しか]しかり付けるが、リーリーは、既すでに作業に集中しており、気が付いていない。

　リーリーは、弦の素材を取り出してから一ひと頻しきり唸うなり、こちらを見つめてくる。

「ねぇ、ユンっち。確か、金きん属ぞく糸しとバンブーファイバーがあるよね」

「うん、【合成】で作った奴やつと合成素材の残りなら」

　エミリさんが【合成】で作った金属糸と魔ま竹ちく木ぼくから採とれるバンブーファイバーは、確かにある。

「ちょっと、それを分けて貰えるかな？　今ある弦とどっちが使えるか、試ためしてみる」

「それなら、今ある量を渡わたすな」

　そう言って、インベントリから取り出した銅と鉄、そして銀の金属糸とバンブーファイバーの糸束を渡す。

　リーリーは、それを十数本単位で揃そろえて、散らばらないように纏まとめ上げて、弦を作る。

　そして真しん剣けんな表情で纏め上げた弦を試作用の弦のない弓に張って、俺に持たせる。

「ユンっち、これ」

「あ、ああ」

　一度、弦を弾はじく。銅の金属糸で作られた弦は、音や張り具合は前の弦の方がよかった。

　俺もリーリーも満足できずに、次、と弦を張り替えてまた試す。

　それを何度か繰り返し、高価な金属糸の弦が試し終わると、最後にバンブーファイバーの弦を弾く。

「っ!?　これ！」

「うん。これだね。音から何から全すべてが違うよ」

　銀の金属糸で作られた弦も悪くはない。だが、バンブーファイバーの力強い音と張りに比べれば、数段しっくりくる。

「早速、張り替えるね」

　そう言って、リーリーは、黒乙女の長弓にバンブーファイバーの弦を張り直す。

「こんなに違うのか。バンブーファイバーは、作るのは手間で、それほど高い素材じゃないけど、弓との相あい性しようがあるんだな」

「そうだね。金属糸は丈じよう夫ぶ過ぎて、逆に弓自体の耐久度の低下を早めるから、長弓や強ごう弓きゆうには向かないからね。使うんだったら大型ＭＯＢの足肉から採れる腱けんで作った繊せん維いとかがいいかもしれない」

　リーリーはそう言って、今の俺のレベルに合わせた弦を調節してから、もう一度弦を外す。

「本体の方は後でしっかり調整しておくよ。それとユンっちが何に負けたのか分からないけど、無茶しないようにね」

「ああ、わかった。少し、レベリングして、パーティー組んで挑いどむよ」

　リーリーに弦の張り替えの代金を渡して、お店を出る。

　これからレベリング、という単語にワクワクしているイタズラ妖精と共に、【アトリエール】に戻るのだった。




　　　　●




　俺の頭の上に乗っかり、同じ鍋なべを覗のぞき込む。脇わきには一冊の本を開いている。

「ねぇ、強くなるんじゃないの？」

「これでも強くなれるぞ」

　薬を作って【調合】センスのレベリングをしている。

「普ふ通つう、強くなるって、敵を倒たおしたり、戦ったりするんじゃないの？」

「…………」

「ねぇ、なんか、言ってよ。あたいの質問に答えろ～」

　俺の肩かたに移り、頰ほおを小さな手でぺちぺちと叩たたく妖精。

　俺が黙だまっているとそれに飽あきたのか、ひんやりと涼すずしい工房部の床に寝ねそべるリゥイとザクロの方へと飛び、ザクロの尻尾しつぽの間に入り込んでいく。

　そもそも死に戻りのデスペナルティー状態では、まともな狩かりなどできるわけがないので、大人しく【アトリエール】で生産活動している。

　これで煩うるさいのがいなくなった。とほっと安あん堵どの息を吐はき出し、レシピ本に目を向ける。

「ミュレルの変化草に、活力樹の実、それと触しよく媒ばいとなる雌し雄ゆうのマンドラゴラ、っと──」

　本のレシピを指でなぞり、素材を確かく認にんする。

　このレシピは、レイドクエストの報ほう酬しゆうである【民間薬学事典】にあるネタポーションのレシピの一つだ。

　本の内容は、ハゲの治ち療りようの研究をして作られた魔ま法ほう薬【増毛薬】と髪かみを短く縮める【縮毛薬】の作り方だ。

　ミュレルの変化草は、夏のキャンプイベントの報酬であるメイキングボックスのランダム納品で手に入れ、細々と複製機能で数を増やしていた。

　畑で実をつける活力樹。そして、魔法薬の触媒であるマンドラゴラのドロップである雄おすと雌めすのマンドラゴラを使用する。

　その他、既き存そんの素材多数を使用する複雑なレシピだ。

　難易度に相応ふさわしい経験値を求められるが、俺にはこれを完成させなければいけない理由がある。

「俺が女扱あつかいされないためにも、髪も短くする必要があるんだ」

　そう言って、自分の長い黒髪を軽く掬すくい上げる。

　身体補正が女性的な方向で掛ったために、何度女に間ま違ちがえられたことか。少しでも男らしくなるために、髪を短くするのだ。

「絶対に、【縮毛薬】を完成させる」

　本来は、【増毛薬】のオマケレシピだが、俺には必要だった。

【増毛薬】は雄、【縮毛薬】は雌のマンドラゴラを使用するが、手順は殆ほとんど同じだ。

　最初に触媒となる雌雄のマンドラゴラを刻み、すりおろして、粉末化する。

　粉ふん砕さい機で細かく砕くだいてから、更さらにすり鉢ばちで可能な限り小さくしていく。そして、時間の掛かかる触媒作りを終えたら、一いつ旦たん脇に置く。

　続いての作業は、ハイポーションとＭＰポーションを決まった配合比率で混ぜ、弱火で焦こげ付かないようにじっくり温める。

「弱火で煮に立たつまでに、ミュレルの変化草の処理をしないとな」

　ミュレルの変化草をすり潰つぶして、活力樹の実から取った絞しぼり汁じるをミュレルの変化草に混ぜていく。

　何十枚とざっくりと包丁でブツ切りにしては、すり鉢で緑色の汁が出るまですり潰し、更に、活力樹の実の絞り汁で黄色く変色する。

　すり鉢一いつ杯ぱいにできたペースト状のミュレルの変化草。これを弱火で沸ふつ騰とうさせた混合液の中に入れて、混ぜ合わせて、最後に、最初に作っておいた触媒で反応を促そく進しんさせ、上うわ澄ずみ液を掬い取る。

「これだけ山のような薬草を使って、作れるのがポーション瓶びん数本分だから割に合わないよな」

　今まで俺がこのレシピに手を出さなかった理由の一つだ。同じ数の素材を使うなら別のポーションを作った方がいい。だが今は効率よりも経験値を優先して、このポーション作製を選んだ。

「あとは、それぞれの釜かまにミュレルの変化草と活力樹の混合液を混ぜて、最後に雌雄のマンドラゴラの触媒に反応した上澄み液を掬えば、完成。と」

　二つの小さな釜には、それぞれ【増毛薬】と【縮毛薬】を煮に詰つめている。じっくりと混ざり合い、少しとろみを持った液体は、ぷつぷつと気き泡ほうを弾けさせている。

「触媒投入まで二十分以上掛るな。その間、使用したアイテムでも補ほ充じゆうするか」

　弓矢は元より戦せん闘とうで使用したハイポやＭＰポーション、蘇そ生せい薬を補充しないと次の戦いにも参加できない。

　少し目を離はなすが、上位の生産設備には、焦こげ付き防止の搔かき混ぜ機能もあるので、時間だけしっかりチェックしていれば、問題はない。

「まずは、蘇生薬の補充からだな。その後は、矢の合成。後はステータス上じよう昇しようの強化丸薬ブースト・タブレツトも」

　作るポーションをリストアップしながら、てきぱきと素材を揃えて、調合していく。蘇生薬は、スキルによる生産だとまだ失敗が発生するので、こればかりは全すべて手作業でやって、残りのアイテムは、生産系スキルを使ってＭＰ消費による生産を行う。

　蘇生薬の調合も、中間素材が揃っているため、最適な分量を量って混ぜ合わせるだけなので、特に問題は起こらない。むしろ、【増毛薬】と【縮毛薬】を一度確認しても、時間が余ってしまった。

「そうだな。アイテムの整理でもするか」

　工こう房ぼう部でポツリと呟つぶやく。

　最近手に入れた素材の仕分けや使用頻ひん度どの高いアイテム。また、クエストやダンジョンで入手した装備を整理する。

「これは、【冥めい狼ろうの鎧よろい】か。【アトリエール】に置く場所ないんだよな。今度、誰だれかに売るか。でも、勿もつ体たい無ないし」

　全身鎧のユニーク装備である【冥狼の鎧】を取り出し、確かめる。他ほかにも、鉄の剣やナイフなど、鋳い潰つぶしてインゴットにするか、そのままＮＰＣに売るか。と選せん択たくすべき装備を並べて、うんうんと唸り声を上げる。

　そんな俺の目を盗ぬすんで動く存在がいた。

「うしししっ、あたいが、こんな楽しげな場面でイタズラしないわけないじゃない」

　ザクロの尻尾に埋うもれていたイタズラ妖よう精せいが顔を出し、焦げ付かないように機械的に搔き回されている釜とその脇に置かれたレシピ本を目にする。

「ほうほう、ミュレルの変化草に活力樹かぁ。それなら……こっそり拝借した解げ毒どくポーションに、干したキノコ、それから混乱誘ゆう発はつの【錯さく乱らん草】と魅み了りよう誘発の【誘ゆう惑わく草】を一本加えて、最後にアタイの【妖精の鱗りん粉ぷん】を振ふり掛けて」

　こっそり盗んでいたアイテムや自由に動き回ってイタズラ妖精個人が手に入れていたアイテムを釜の中にどんどんと入れていき、最後には、妖精の羽根を小刻みに震ふるわせて、妖精の羽根から零こぼれる粉が【縮毛薬】の釜の中に溶とけ込んでいく。

「そして、最後に、雌マンドラゴラの触媒を投入して──「おい、何やってるんだ！」──やばっ見つかった！　でも、もう遅おそいよ！」

　俺が少し目を離した隙すきに、イタズラ妖精が釜の中にマンドラゴラの触媒を瓶ごと投入していた。

　俺は手に、鉄製の籠こ手てを持ったまま慌あわてて、釜の傍そばに駆かけ寄る。

　既すでに触媒も投入され、イタズラ妖精が火元に風を送り込むことで火力が一気に上がる。

　粘ねばり気けを帯びた釜の中身が激しい沸騰とともに異い臭しゆうを放ち、釜の中がレシピとは違ちがう鮮あざやかな橙だいだい色いろに変化している。

「なんだ。これ──」

　俺が言葉を最後まで口にする前に、釜の中身が、弾はじける。

　ボフンと、とてもコミカルな爆ばく発はつの直ちよく撃げきを受け、俺は床ゆかの上に尻しり餅もちを着く。釜から噴ふん出しゆつし、飛び散る橙色の液体と赤と桃もも色の煙けむりを全身に浴びる。

　工房部に響ひびく爆発音にリゥイとザクロが慌てて起き上がり、釜から距きよ離りを取る。

「けほ、けほ……くそっ、イタズラ妖精の存在を忘れてた。折角の髪の毛調整のポーションが」

　俺は、何度も咳せき込み、吹ふきこぼれた橙色の液体を見て、本来のポーションとは別物ができたことを知る。爆発の衝しよう撃げきで火元の火も消え、ゆっくりと沸騰が収まる二つの釜。

「全く、折角の素材が台無し……ううん!?」

　この後片付けをどうするか、と頭を搔かいていた時に気が付く。いや、違うと思いたいが、一度立ち上がる。

「よっこいしょ。なんか、目線が低いというか、手足が縮んだというか……」

　気づきたくない事実に気が付き、顔からさっと血の気が引いた。

「な、なんだ、こりゃぁぁっ!?」

　そこで元げん凶きようのイタズラ妖精が目の前に姿を現す。

「ふふふっ！　どうだい！　イタズラ妖精たちの間で伝わる秘薬の効果は」

「ひ、秘薬!?」

「そう、誰しもが一度は、思う。『大人になりたくない』と『何い時つまでも子どもでいたい』と。そんな思いを叶かなえる永遠の楽園ネバーランドの薬！　それが【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】さ！」

「な、なんだってー！」

　自分の体や顔をペタペタと触さわって確かめる。背せ伸のびをしても精せい々ぜい十歳前後の身長しかなく、顔立ちもだいぶ幼くなっている気がする。

　これで髪の毛まで縮めばいいのに、髪の毛は長いままだ。

「なぁ！　元に戻もどる方法は！　方法はないのか！」

　ドヤ顔で説明する妖精を小さくなった両手で握にぎり締しめて、元に戻る方法を吐かせる。

「や～め～ろ～、気持ち悪い～」

「あっ、ごめん」

　あまりに興奮して、イタズラ妖精を大きく揺ゆすっていた。それに目を回したイタズラ妖精は、手の中でぐったりしている。

「薬の効果が切れれば元に戻るんだから、それまで我が慢まんしてればいいよ」

「ホントに大だい丈じよう夫ぶなのか？　それよりも元に戻るレシピは──」

　メニューを開きレシピを確かく認にんすれば、確かに【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】というレシピが追加されているが、反対のレシピが載のっていない。

「逆のレシピ！　大人になる薬！」

「あるにはあるけど、ミュレルの変化草の数が足りないんじゃないの？」

　そう言われて、俺は、素材保存のアイテムボックスの中を確かめる。多少残っているが、薬をもう一度作り直すのには、数が足りない。

「……万ばん策さく尽つきた」

　俺が床の上にへたり込むと、慰なぐさめるようにザクロが指先をちろちろと舐なめてくる。

　その様子をぼんやりと眺ながめながら、爆発した釜の処理をしなければならないことを思い出し、のろのろと立ち上がる。

　釜に残った上澄み液──本来は、【縮毛薬】になるはずだった赤い【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】。反対に、雄マンドラゴラの触しよく媒ばいを使った【増毛薬】だけは、イタズラ妖精も手を出していないので、吹き零れているが完成している。

　結局、赤い【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】は、ポーション三本、【増毛薬】は、ポーション五本分が残っている。

　全ての後始末を終えて、ふぅと溜ため息いきを吐はき出して気が付く。

　デスペナルティーの時間が過ぎた今でも、子ども化の影えい響きようで全ステータスに下方修正を受ける以外にも、手足が短くなり、目線も変化して、たまに躓つまずきそうになる。

　非力になってしまった俺は、やることがない。

「どうするか？　何をするか」

「ユンお姉ちゃん！　来たけど居る？」

「げっ、ミュウ」

　俺は、恐おそる恐る店てん舗ぽ部へと繫つながる僅わずかな扉とびらを開き、様子を確かめる。

「ミュウさん、そんな大きな声を出したら迷めい惑わくですよ」

「ごめんね。ルカちゃん」

「なぁ、うちとリレイは、ＭＰポーション補充するけど、ヒノとトウトビは何か買っとくか？」

「うーん。ボクは、ハイポとサンドイッチ。それから強化丸薬ブースト・タブレツトとエンチャントストーンを買うよ」

「……私も同じ物を」

「ほな、決まりやな」

　ミュウのパーティーが入店しており、皆みんなが思い思いに買い物をして、ＮＰＣのキョウコさんから買っている。

　今俺が見つかれば、どんなことをされるのか、と想像して、居留守を使うことにする。

「大丈夫だ。このまま黙だまっていれば、そのうち『ああ、居るぞ！　入って来い』……」

　俺は、声の発生源を見た。ニヤリとイタズラ成功といった表情のイタズラ妖精。風を操あやつり、俺の声を真ま似ねて、ミュウを呼び寄せた。

　何な故ぜ、地味にハイスペックなのにイタズラを使う！　この妖精は！

「よし！　お姉ちゃんからの許可は得た！　行こう！」

「もう、ミュウさんは……」

「ヤバイ、ヤバイ！　見つかったら何されるか分からない」

「ムゥ、ムゥー！」

　俺は、更さらに変なイタズラを行わないように妖精を捕つかまえて、手で口を塞ふさぐ。

　リゥイは、ミュウたちが入って来る気配に気が付き、幻げん術じゆつで姿を消し、ザクロは、イタズラ妖精と一いつ緒しよに俺の腕うでの中に収まっている。

「どこかに隠かくれる場所！　隠れる場所はないか！」

　整理された工房部には、テーブルの下などのすぐに見つかるようなスペースしか空あいておらず、隠れる場所がない。

「窓からの脱だつ出しゆつは！　ってちょっと高い!?」

　身長が縮み、採光と換かん気きの窓は、椅い子すやテーブルを使っての脱出には間に合わない。

「なにかないか、なにか……あった！」

　俺は、目についたそれを使い隠れる。

　隠れ終わった直後、ミュウたちが工房部の扉を開けて中に入って来た。ギリギリで隠れることに成功したようだ。

「あれ？　おかしいなぁ。確かにお姉ちゃんの声が聞こえたんだけど」

「ええ、私も聞きました」

　ミュウは不思議そうに首を傾かしげ、ルカートと顔を見合わせる。

　その後、コハクとリレイたちも工房部を覗のぞき込んでくる。

「なんや、ユンさん居ないんか？　リアルの方で何かあったんか？」

「ふふふっ、それなら少し待っていれば戻って来るのではありませんか？」

　リレイの発言に、それもそうだね、と言って、全員この場に居座る。

　皆、生産職の工房に立ち寄るのが珍めずらしいのか、興味深げに観察している。

　俺は、早く工房から出ていってくれと祈いのりながら隠れる。

「ムゥー！　ムムゥー!?」

「しっ、静かにしろ」

　俺の手から逃のがれようと首を左右に振るイタズラ妖よう精せいだが、こいつを解放したら俺が隠れているのがバレてしまう。

　そして、工房部の物に触ふれることなく室内を観察するミュウたちは、少しずつ俺の方へと近づいてきた。

「ここに置かれているのは、装備だね」

「……そうですね。ユンさんは【鍛か冶じ】センスがないですから、冒ぼう険けん途と中ちゆうで手に入れたものでしょうね」

「インゴットにする準備だけ整えたんじゃないの？　あとは、お店に飾かざるために出したとか。これは、レイドクエスト報ほう酬しゆうのユニーク装備だから」

　そう言って、マジマジと俺が隠れているものを観察するミュウ。

　俺が隠れているのは、整理のために取り出した防具アイテムの中だ。縮んだ体を覆おおい隠せる鎧よろいの中にザクロとイタズラ妖精を連れ込み、隠れている。

「うーん。なんか、お姉ちゃんが戻ってこないみたいだから、今日は帰ろうか」

　そう言って、工房部の扉の方へと歩いていくミュウたち。やった、隠れ切った。そう思ったその時──クシュン。という声が聞こえた。

「うん？　クシャミ？」

　こんな大事な時に、ザクロがクシャミをするなんて。まさかの伏ふく兵へいの存在に一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になる。

　そして、ミュウは的確に声の発生源を認めて、早歩きで鎧の前まで来て、鎧の留め金をパチンと外す。

　鎧がガシャガシャと床ゆかに崩くずれ落ちる中で、隠れていた俺たちの姿が晒さらされる。

「……あっ」

　誰だれかがそう呟つぶやいた。いや、俺だったかもしれない。ミュウと目と目が合った瞬間に逃にげることを諦あきらめた。

「きゃぁぁぁっ！　お姉ちゃんなにその格好!?」

　黄色い声と共に俺をまじまじと見てくるミュウは、そのまま俺を正面から強く抱だきしめる。ミュウと俺の間で潰つぶされたザクロとイタズラ妖精が苦しそうにしている姿にすぐに気が付き少し離はなれるミュウだったが、両肩に置いた手は、決して離さない。

「なんで!?　どうして！　なんでこんなに小さくなっちゃったの！　かわいいよ！　ユンお姉ちゃん！」

「うわっ!?　やーめーろー！」

　一人興奮するミュウは、俺の脇わきに手を差し込み、小さくなった体を軽々と持ち上げて、鎧の山から引き抜ぬく。体が縮んでも基本の装備はある程度プレイヤーのサイズに合わせて自動調整されるので、ズボンがずり落ちる心配はないが、持ち上げられるのは、非常に怖こわい。
















「ミュウさん、ユンさんが困っていますよ」

「はっ、そうだった！　何でこんな面おも白しろそうなことを隠そうとしたの！　お姉ちゃん！」

「お前が原因だよ！」

　俺は、反論の叫さけびを上げる。




　　　　●




　その後は、ミュウたちに詳くわしい説明を求められ、俺は足が床に着かない椅子に座る。

　そんな俺をミュウは、後ろから抱きしめる。完全に子ども扱あつかいだ。

　イタズラ妖精は、既すでに俺が解放して近くのテーブルで自由に足をぶらつかせており、ザクロは、俺の両腕に抱だかれて、人の多さに緊きん張ちようしてカチカチに固まっている。リゥイは今も幻術を使って隠れている。

　きっと正面から見れば、ミュウ、俺、ザクロの顔が大中小と縦に並んでいる構図が見られるだろう。

「はわぁぁぁっ、この抱き心地ごこち。子ども特有の柔やわらかいモチモチ肌はだ、甘いミルクの匂におい、サラサラの髪かみの毛。なんでそんなに私を魅み了りようするの、お姉ちゃん！　いや、ユンちゃん！」

「なぜ言い直す？　というか、魅了してないし！　離れろ、ミュウ！」

「嫌いやだ！　かわいいな。私末っ子だから弟か妹が欲ほしかったんだよね～。ほっぺがプニプニして、状態異常バツドステータスの【魅了】を振ふりまいて、いけない子！」

「ふざけるのもいい加減にしろ！」

　俺はミュウの顔を押しのけるようにして、抵てい抗こうするが、そのぶすっと不ふ貞て腐くされたような表情は、みんなには少し小生意気な女の子に見えるようで生温かい目を向けられる。

　それでも体格やステータスに絶望的な差があるのか、俺は抵抗らしい抵抗もできない。

「えっと……やっぱり、ユンさんなんですよね。その服装とかは、そうですけど、どうしてこんなことに」

「正しよう真しん正しよう銘めいの俺だよ。うちの妖精がイタズラして作りかけのポーションを別物に変えたんだよ」

　ルカートの言葉に、溜息を吐つきながら、自分の長い黒くろ髪かみを見つめる。本当なら今いま頃ごろ、【縮毛薬】の効果で短い髪になっているはずだったのに。原因のイタズラ妖精を睨にらむが、へらへらと笑って飛び回っている。

「ユンお姉ちゃん、可愛かわいくなっちゃって」

「可愛くない！」

　頭をぐりぐりと撫なで回すミュウから逃げようと体を捩ひねるが、お腹なかの前で抱き留とめられて、逃げられない。だらしのない笑え顔がおを向けてくるミュウに強く拒きよ否ひできない自分は、妹に甘いと自覚してしまう。

「いけない。実にいけませんね」

「……リレイ？」

　小さく呟いたリレイの言葉。俺が幼女化したことで起こる和なごやかムードに対して、一人怒いかりで肩かたを震ふるわせていた。こんな不ふ憫びんな状じよう況きようの俺に対する言葉に、不覚にも泣きそうになる。

「確かにユンさんは、美人でした。だからこそ、その服が似合っていたのに、今は、可愛い系の美幼女！　それでは、この少し暗めの服は似合いません。ですので、チェンジで」

「あんた、人の不幸になんちゅうこと言うんや。とは言っても、確かにちょっと不ふ釣つり合いやな。リボン着けるか？」

　コハクは、呆あきれながらもリレイにツッコミを入れるが、さり気なく便乗して真っ白なリボンとブラシを取り出す。それを受け取るミュウは、楽しげに俺の髪の毛を弄いじり始める。

「はぁ、もう好きにしろ」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　見上げれば、ニコニコと笑顔で髪の毛を色々な形に変え始める。

　ポニーテイル、三つ編みお下げ、お団子、結ゆい上げ、編み込み。おでこを出したり、頭の天てつ辺ぺんでリボンを結んだり、髪を留める位置を変えたりと、思いつくままに長い黒髪で心ゆくまで堪たん能のうする。その間にも俺の精神は磨すり減り、もううんざりした。

「ねぇねぇ」

「……なんだよ」

　不ふ機き嫌げんを隠さずに答える俺に対して、ミュウがとある要望をしてくる。

「そんなに怒おこんないでよ。こう、笑顔見せて、にこって」

「もう、いい加減解放してくれ」

「え～、いいじゃん。ちょっとくらい」

「全く……」

　俺は溜ため息いきを吐はき出しながら、一度顔を俯うつむかせて、心を落ち着かせる。

　そして、顔を上げた時には、完かん璧ぺきな笑みを浮うかべ、おまけに小首も傾げてみせる。

　そして、僅わずかな沈ちん黙もくが降りた次の瞬間──

「……ぶはっ!?」

「リ、リレイ！」

　突とつ然ぜん、崩くずれ落ちるリレイと慌あわてて支えるコハク。

「ふふふっ、狙ねらってますか？　それとも誘さそってますか？　そんな純真無む垢くな幼女の満面の笑みを向けられるなんてご褒ほう美びじゃないですか」

　リレイは、恍こう惚こつとした表情を浮かべながら、コハクに支えられている。

「やー、やっぱりユンお姉ちゃん。このままお持ち帰りする！」

「却きやつ下か！」

「きゅぅ～」

　俺は、笑顔をやめて、腕うでの中に抱かれるザクロと共に抗こう議ぎの声を上げる。リレイとミュウが場の雰ふん囲い気きを完全に壊こわしたために、少し気まずい雰囲気が流れている。

　そんな空気を変えるために、あえて話題を逸そらす。

「なぁ、そう言えば、どうしてみんなは【アトリエール】に来たんだ？」

「えっ、ああ、そうでしたね」

　俺が尋たずねた言葉の意味が最初分からなかったのか、不思議そうな顔をしたルカートが慌てる。少し可愛いと思ったが、それと同時に、俺のハプニングで忘れてたな、と確信した。

「私たちは、妖精クエストの最中にアイテムの補ほ充じゆうに寄っただけですよ」

「そ、そっか」

　案外、普ふ通つうの回答に、俺は少し返答に詰つまる。

　そうだよな。実力のあるパーティーは俺みたいに一方的な虐ぎやく殺さつはされないよな。と内心呟きながら、腕の中に収まるザクロを撫でる。

「全部弱くてつまんないのー！　もっと強い敵と戦いたい！　誰か強い敵と当たってないかな」

「……楽にクエストを進められるのはいいことですけど、少し肩かた透すかしな感じはありますね」

　俺の頭に顎あごを載のせてダレるミュウと、クエストにもう少し歯ごたえを求めるルカート。

「ボクは、楽でいいんだけどね。だんだん強くなるって言っても相あい性しようは普通だから、劇的に強くなるわけじゃないからね」

　ヒノだけは、楽でよかった、と体を伸のばしながら言っている。

「それだったら俺のところを手伝ってほしいくらいだよ」

「お姉ちゃんは、どこまで進んだの？」

「俺は四体目のホブゴブリンだ」

　そう答えると、ミュウたちの目の色が変わる。

「お姉ちゃん！　手伝うよ！　強い敵ほど、経験値は美お味いしい！　強敵望む！」

　そう言って拳こぶしを振り上げるミュウ。

「それじゃあ、今回はボクが抜ける。ってことでいい？」

　パーティー上限は六人であり、俺のクエストを手伝うということは、ミュウたちのパーティーから誰か一人抜ける必要がある。今回は、ヒノ自身が立候補した。

「ボクが攻こう撃げきしちゃうとヘイト溜たまり過ぎちゃうからコントロールが難しいんだよね。だから、後ろで見てるね」

「了りよう解かい！　じゃあ、話を詰めようか！」

　俺を置いて話を進めるミュウたち。

　直後に、ミュウたちからパーティーの申しん請せいを受け取り、俺の認にん証しようと同時にあれよあれよと言う間に【アトリエール】から連れ出される。

「ミュウ！　薬の効果が切れるまで待ってくれ！」

「待てない！　さぁ、行こう！　ユンお姉ちゃんの妖よう精せいさん、案内よろしく」

「任せなさい！　こっちだよ！」

「う、裏切り者！　って、うわっ！　やめろ、下ろせ！」

　俺は、ミュウの肩に担かつがれる形で運ばれていく。

　何とか暴れて逃にげようとするが、足は、太ふと腿ももの所をガッチリと押さえられている。膝ひざ下しただけをパタパタと動かし、ミュウの背中を片手でポカポカと叩たたいて下ろすように抵抗するが、ステータス低下状態の俺ではびくともしない。

「下ろせ！　人が見てるから！　こんな状態で運ぶな！」

「はぁはぁ、幼女が手足をバタつかせて運ばれる姿」

「シャキッとせい。これから強ＭＯＢに分類されるソーントークンと戦うんやで」

　コハクに注意されるリレイ。それよりもこんな恥はずかしい格好で俺を運ぶミュウを何とかしてほしい。

「……なんか、かわいい」

「なんというか、微笑ほほえましいですね」

　トウトビとルカートよ。微笑ましいのは外部の人だけで、本人はこの衆しゆう人じん環かん視しの中で羞しゆう恥ちに耐たえなければいけないんだぞ！

　俺は、ザクロをより強めに抱だきしめて顔を俯かせる。

　こんな俺を面おも白しろがってか、隠かくれていたミュウたちの妖精も一いつ斉せいに姿を現す。

　女の子パーティーが一人の幼女姿の俺を楽しそうに運んでいる。その周りには、愉ゆ快かいげに妖精たちが宙を舞まっている光景が見られる。

　このことが広まり、とある掲けい示じ板ばんのスレッドで変態紳しん士したちが盛り上がりを見せるのは、また別の話だ。
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　結局、【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】の効果は、切れる様子もなく、俺は幼女状態でホブゴブリンのソーントークンのところまで来ていた。

「準備はいいですか？」

「いいもなにも。俺は何も持ってないんだけど」

　確認のために声を掛かけてくるルカートに対して、俺は、ただそれしか答えられない。

　数時間前に戦った時に使っていた武器は、リーリーに預けて修理中だ。攻撃手段のない俺は、不安を紛まぎらわせるために、リゥイとザクロと一緒に後方にいる。

「おーおー、あれが強ＭＯＢ化したホブゴブリンだね。強そー」

　俺たちが見つめる先には、あの鬼おにが気き炎えんを吐き出して立ち上がっていた。流石さすがに正面から堂々と来たら相手に見つかるか。

「それじゃあ、ルカちゃん、トビちゃん！　いくよ！」

「はい。正面は任せて下さい」

「速そつ攻こうで決めましょう」

　散れ！　とルカートの指示でミュウとトウトビが左右に分かれ、正面でルカートがバスタードソードを構える。

　鬼の振ふるうトゲバットとバスタードソードが打ち合わされ、互たがいにぶつかる反動を利用して次の攻撃へと繫つなげる。

　大振りの斬ざん撃げき。反動に抗あらがうのではなく、軸じく足あしと体の回転で次の斬撃への連撃を実現させるルカート。

　ＰＶＰでは隙すきの大きな行動だが、鈍どん重じゆうなＭＯＢ相手に有効な手段だ。

　力で強ごう引いんにトゲバットの軌き道どうを修正する鬼に対して、ミュウとトウトビは交こう互ごに接近しては、浅いダメージを与あたえていく。

「最後のソーントークンだからかなり防ぼう御ぎよ力が高いな」

「そうやな。まぁ、弱点も少し高い位置にあるから狙い辛づらいんやね」

　俺の呟つぶやきにコハクが同意してくれる。

　そして、もう一人の後衛は──

「はぁはぁ、ふふふっ、幼女と一緒。幼女と一緒」

　じりじりと俺へと迫せまろうとするリレイは、今回パーティーから外れたヒノに襟えり首くびを押さえられていた。

　マジで色々な危機感を覚え、早く終われ、そしてミュウは戻もどって来い、と心の中で念じる。

「さて、早く終えて貰もらうためにやるか。《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック！」

　センス【空の目】により追加されたゾーン系のスキルを併へい用ようしたゾーン・エンチャントにより前衛三人に同時エンチャントを施ほどこす。

「この後、幼女と戯たわむれるために──《ファイア・ショット》！」

「ほな、うちらも狙うとするか。──《クイック・ブラスト》！」

　不ふ穏おんな言葉を呟くリレイの火魔ま法ほうとコハクの風魔法が、ルカートたちの頭上で軌き跡せきを描えがくも、前後衛を分断するように現れた茨いばらの壁かべに阻はばまれてしまう。

「やっぱり、段階を追うごとに敵が強化されとるな。色々な意味で」

　茨の壁に驚おどろくこともせずに、淡たん々たんと魔法を放ちながら、眼鏡めがねの位置を調節するコハク。

　絶え間なく魔法を放つために、急速に減るリレイとコハクのＭＰを俺がＭＰポーションで補いつつ、二人が壁の破は壊かいを続ける。

「妖精さんたち、出番や！　あの壁、なんとかしたって！」

「「「全員、突とつ撃げきっ！」」」

　コハクの一言に、隠れていたミュウたちの妖精が一いつ斉せいに現れ、コハクとリレイの魔法に重ねるようにして攻撃を加える。

　俺のイタズラ妖精に比べてかなり攻撃的な一撃に、弱いソーントークンなら倒たおせるのではないかと思う威い力りよくの魔法が茨の壁を壊していく。

　そして、茨の壁で遮さえぎられていた前衛の後ろ姿を見ることができたが、鬼との対たい峙じには大きな変化はない。

　互いに──拮きつ抗こうしていた。

「なぁ、コハク？　確か、ミュウとトウトビが攻撃を与えてたよな。敵、あんまりダメージ受けてないけど」

「そうやな。茨の壁の次は、自動回復か。こりゃ、ミュウが楽しみそうやね」

　なにを吞のん気きなことを。という言葉を飲み込み、前へと目を向ければ、攻撃エンチャント込みのミュウたちの一撃のダメージがソーントークンの能力で時間を掛けて回復されていく。

「ジリ貧ひんじゃないのか、これって」

　打ち付けるバスタードソードとトゲバットの応おう酬しゆうだが、剣けんに伝わる衝しよう撃げきがルカートのＨＰを徐じよ々じよに削けずっていく。

「ルカちゃん、回復するね。──《ラージ・ヒール》！」

　ミュウが大きく下がり、ルカートのＨＰを回復させる。このままでは、場が膠こう着ちやく状態になる。そんな中で、鬼の方から動きが見られる。

「うごぉぁぁぁぁっ！」

　咆ほう哮こうを上げて、筋肉を膨ぼう張ちようさせる鬼は、反そり返る二本の角の間で白黒の電撃を激しくスパークさせて、視界を白く塗ぬりつぶす。

「くそっ！　目が……」

「リレイ、防御や。──《ウィンド・シール》」

「ふふふっ、分かっているわ──《フレイム・ウォール》」

【空の目】の長所である、目のよさが災わざわいして、俺は眩まぶしさで目の前が見えなくなる。また、鈍にぶい痛みを感じて、その場にしゃがみ込むが、背後で誰だれかが支えてくれている。

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「その声は？　ヒノ？　今はどういう状じよう況きようだ。って言うか、さり気なくちゃん付けで呼ぶな！」

　てへっ、というヒノの声が聞こえたが、目め潰つぶしされた俺に状況を説明してくれる。

「今は、リレイとコハク、それとリゥイが攻こう撃げきを防いでいるよ」

　リレイの炎えん壁ぺきとコハクの守り。そして、リゥイの水の丸まる盾だてが俺たち後衛を守ってくれているらしい。

　まだ霞かすむ視界で目の前を確かめると、鬼のトゲバットによる種子の散さん弾だん攻撃が降り注いでおり、それを三つの防御が完かん璧ぺきに防いでいる。

　徐々に回復する視力は、種子が雨のように降り注いでいる中で、ミュウとルカートの姿を捉とらえる。

「ユンさん、流石に、防御魔ま法ほうを発動させて耐えるのは、ＭＰ的にキツイので、ポーション下さい」

「わ、わかった」

　コハクとリレイに再度ＭＰポーションを使いつつ、全体を広い視点で眺ながめる。

　ルカートが前に立ち、ミュウが後ろで魔法を使っている。

　ミュウの光の障しよう壁へきが種子を防ぐが、時折光の障壁を突破する種子はルカートがバスタードソードの側面で防ぐ。

　ミュウとルカートがダメージを最小限に抑おさえる中で、トウトビの姿が見えない。

「まさか、倒された!?」

　俺が視界を潰つぶされている間に、トウトビが至し近きん距きよ離りから散弾攻撃やトゲバットの一撃を受けて、倒されてしまったのではないか。それなら、早く姿を見つけて蘇そ生せい薬を使わないと。とそんな考えが過よぎる中で、ミュウが声を張り上げる。

「強い敵の情報は、全部仕入れてあるんだから！　この攻撃だって対策済み！　トビちゃん！」

「……いきます！　──《シャドウ・ダイブ》解除！」

　散弾の切れ間にミュウの合図と共にトウトビの声が響ひびく。

　どこに居るのか探すと、予想外の場所に隠れていた。

「──《ネックハント》！」

　突とつ如じよとして、鬼の背後に現れたトウトビの一いつ閃せんが、鬼の首筋の薔ば薇らを散らす。その弱点へのダメージで振り返り、トゲバットをトウトビへと振り下ろす鬼の攻撃に対して、トウトビは──

「──《ミスディレクション》《バックスタブ》！」

　振り下ろされたトゲバットがトウトビの脇わきを掠かすめ、一いつ瞬しゆんで鬼の背後に回ったトウトビは、鬼の膝裏を短剣で切り裂さき、膝を突かせる。

「ふふふっ、縛しばりなさい──《フレア・バンド》」

　リレイが生み出す炎ほのおの帯が鬼に巻き付く。鬼は緩ゆるく巻き付く炎の帯から逃のがれようと動くが、動けば動くほど炎に体を焼かれ、徐々にきつく縛られていく。

「まずは、邪じや魔まな角を切り落とします！　──《ショック・インパクト》！」

　ルカートの叩たたきつけるような斬撃が拘こう束そくされた鬼の角に当たり、両方の角を粉々に粉ふん砕さいする。

「うがぁぁぁぁぁぁっ！」

　角を折られた痛みに鬼が咆哮を上げるが、暴れるほどに炎の帯が締しまる。そしてダメージを増す炎の帯が鬼の動きを留めている間にも仲間の攻撃が続く。

「私もお返しといきますか。──《ソル・レイ》！」

　ルカートの後方より防御魔法を張っていたミュウは、収束光線を放ち、鬼の右みぎ肩かたに咲さいた薔薇を抉えぐるように撃うち抜ぬく。

　弱点や特とく徴ちよう的な部位破壊を連続して行ったことで、鬼のダメージが一気に増える。

「コハク、私の拘束もそろそろ時間切れです」

「なら、任しとき！　ユンちゃん、エンチャント」

「コハクもちゃん付け!?　《付加エンチヤント》──インテリジェンス！」

　ツッコミを入れつつも、魔法攻撃上じよう昇しようのエンチャントをコハクに施す。

　ＩＮＴインテリジエンス上昇のエンチャントを受けて、コハクに笑え顔がおで頷うなずかれたが、ボケに対するツッコミなのか、エンチャントのお礼なのか判断がつかない。

「その顔面に強力な一撃叩たたき込んだる！　──《エアロ・カノン》！」

　コハクは、扇おうぎを広げ、扇あおぐように放つ不可視の砲ほう弾だん。

　リレイの炎の帯の拘束が消えると同時に鬼の顔面に着ちやく弾だんする。

　筋肉質な鬼の長身の体が仰のけ反ぞるように倒れ、顔面と頭部に深刻なダメージを受けている。不可視の砲弾の一撃で鬼の左目の薔薇は散り、残る左胸に咲く薔薇は──

「……これで終わりです。──《ハート・ピアサー》！」

　倒れた鬼の上体の上に立つトウトビが、その左胸にほぼゼロ距離でアーツを発動させる。

　抉るように手首の回転を加えた突つきが、鬼の左胸の薔薇を散らし、その先にある心臓を貫つらぬき、壊こわす。

　この一撃が決め手となり、鬼の体が一瞬硬こう直ちよくして弓形に反り、力尽つきる。




　　　　●




　そして、四体目の鬼のソーントークンが倒れると同時に、喜びの声を上げる妖よう精せいたち。

「やったぁ！　これで妖精郷きようへの道が一歩近づく！」

　俺の顔へと抱だき付いてくるイタズラ妖精がいるが、それより気になることがある。

「ユンちゃん、どないした？」

「まだ、ちゃん付けかよ。やめてくれよ。それより、どうしてトウトビは無傷だったんだ？」

　避よけることも難しい散弾の攻撃の中、無傷のまま鬼の背後から現れた理由を知りたい。

「あれはな。うーん、トウトビ？　ユンちゃんに説明する？」

　多分、奥の手の一つなのだろう。勝手に説明するわけにはいかないコハクは、こちらに戻って来るトウトビに尋たずねる。

「……ユンさんなら、言いふらしたりしないでしょう。あれは、私の【潜せん伏ぷく】センスの緊きん急きゆう回かい避ひスキル《シャドウ・ダイブ》の効果です」

「《シャドウ・ダイブ》？　って影かげに潜もぐるのか!?」

　影の亜あ空間に入り込むスキルは、潜伏だけではなく回避にも使える汎はん用よう性の高さを持っている。

「……確かに強力ですけど、その分、制約もあるんですよ。《シャドウ・ダイブ》をしている間は常に大量のＭＰを消費しますし、何より、影がない場所では扱あつかえません」

　通常は、敵ＭＯＢの影や洞どう窟くつや森の巨きよ大だいな影に隠かくれるのが有効で、中には闇やみ魔法との組み合わせもある。

　今回は、鬼の角が発した強い閃せん光こうと同時に影に隠れて、身を潜ひそめていたとのことだ。

「へぇ、まだまだ俺の知らないスキルが沢たく山さんあるんだな」

　他ほかにもトゲバットが狙ねらいを外したスキル《ミスディレクション》は、敵の攻撃位置をズラす回避スキル。《ネックハント》や《ハート・ピアサー》は、特定部位に攻撃することで高いダメージ補正とクリティカル率を得る短剣系のアーツであるなど。

　こうした様々なスキルやアーツを使った戦いの構築、コンボも一つの醍だい醐ご味みだ。

「やっぱり、色々なスキルやアーツの特性も調べるべきかな」

　代表的なアーツやスキルは、【言語学】のレベリングついでに図書館でセンス関連の本を読んだことがあるが、それよりも上位のセンスの情報は、使っている本人たちくらいしか分からない。

「ふふふっ、それじゃあ私が教えてあげましょうか？　手取り、足取り」

「いえ！　結構です！」

　いつの間にか背後に立っていたリレイがネットリとした声で囁ささやいてくるのを、全力で拒きよ否ひして距離を取る。

　だが、離はなれた先では、ミュウが待ち構えていて、捕つかまってしまう。

「ねぇ、ユンお姉ちゃん。クエストを手伝ったんだから、ご褒ほう美び欲ほしいな」

「はぁ、な、なにを……」

「そうだなぁ、なにがいいかな？」

　キラキラした目で何を要求しようか、と考えているミュウ。

　そんな中で、ミュウの腕うでの中に捕まっている俺の体が白い煙けむりを噴ふき出す。

「えっ!?　これって……」

「やった、元に戻もどった」

　俺に掛かかっていた【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】の効果が消え、元の姿に戻る。顔や手足を確かめ、ちゃんと元に戻っているのを確かく認にんする。

「よかった。ちゃんと元に戻れた」

「ちぇーっ、かわいい女の子の服とか色々と着せたかったのに」

　唇くちびるを尖とがらせて不服を口にするミュウ。さり気なく、恐おそろしいことを要求するつもりだったようだ。ホントに、元に戻れてよかった、と心の底から安心する。

「まぁ、今回は、強ＭＯＢと戦えてレベルも上がったし、貸し一つってことでいいかな？」

　ミュウは特に俺への要求がないために、褒美は先送りとすることに決め、パーティーの全員も納なつ得とくしていた。

　もしも、赤い【年ねん齢れい偽ぎ称しよう薬やく】がまだ残っていることを知られたら、それを使って色々と弄いじられる未来が想像できるので、数本残っていることやレシピのことは黙だまっておく。





──【限定クエスト：妖精郷を救え２／４】──

フェアリーサークルを通り、妖精郷へ向かえ






　遂ついに妖精郷に突とつ入にゆうする段階まで進むことができた。

　この先、ソーントークンよりも強いボスＭＯＢが待ち構えていると思うと、絶対に一人では無理だ、と感じた。







　　　五章　半はん獣じゆう植物と妖精女王







「タク、一人じゃ無理」

「そこは仲間を集めろよ」

　俺が胸の内の不安を打ち明けているのに、店でポーションや蘇そ生せい薬を補ほ充じゆうしている親友のタクが、バッサリと切り捨てる。

「無理だって！　お店の常連にそれとなく聞いてみたけど、大体の人は、既すでに固定パーティーができてるか、生産職は戦力に不安があるからって断られた」

「ユンそんなにステータスが低いのか？　ちょっと見せてみろよ」

　タクに言われて、自身のセンスステータスを可視化させる。
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「これなら一人でも割と何とかなるぞ」

「何を根こん拠きよにそれを言う」

　ジト目でタクを見つめれば、その根拠を説明してくれる。

「クエストボスの強さは参加プレイヤーの強さで変動するらしいから、初心者ほど簡単に倒たおせるらしいぞ。逆にプレイヤーが強いと追加オプション山盛りらしい」

「じゃあ、俺の場合はボスが弱くなる？」

「その可能性は高いが、逆もあるかもな。それと人数が少なかったり、同レベル帯の参加が重なるとサーバーの負担軽減のために、複数パーティーとマッチングしてクエストが行われるらしいな」

「それってどういうこと？」

「例えば六人パーティーで行ったら、見知らぬ他のパーティーと合同でのボス討とう伐ばつが始まる。敵の強さはそれに合わせて引き上げられる。ってこと」

　タクの説明を聞き、俺は頭を悩なやませる。

　どこかのパーティーに加入すれば、お荷物になるし、一人で突とつ撃げきすれば見知らぬプレイヤーと合同でクエストを行うことになり、足を引っ張りかねない。

　うー、あー、と唸うなり声を上げて悩んでいると、タクが盛せい大だいに溜ため息いきを吐つく。

「ユン。俺たちのパーティーでクエストやるか？」

「いいのか？　タク。レベルが違ちがって足あし手で纏まといになるんじゃないのか？」

「今いま更さらだろ」

「さり気げなく酷ひどいぞ」

　それって、タクの中で俺が弱いやつ認定されている、ってことか。と抗こう議ぎをしたくなるが、事実、弱いので何も言えない。

「それに俺たちもちょうどクエストを受けるからな。このタイミング逃のがしたらまたパーティー探しする必要があるぞ」

「わ、わかった。すぐに準備する！」

　俺は、【アトリエール】の工こう房ぼう部に駆かけ込み、慌あわてて装備を用意する。

　今回はクエストボスに挑いどむために、リゥイとザクロは留守番で、俺はイタズラ妖精と共に消しよう耗もう品ひんや装備を再チェックする。

　四体のソーントークンを倒した段階で揃そろえ始めたが、一向に俺と組んでくれるパーティーが見つからなかったために、揃えたアイテムを保存していた。今はその場所から自身のインベントリに移し替かえるだけで終わる。

「よし、準備完かん了りようだ」

　俺が店てん舗ぽ部のところに戻れば、タクはフレンド通信でどこかに連れん絡らくを終えたばかりだ。

「パーティーの参加了りよう承しようは取れたぞ。これからガンツたちと合流するから、その先は妖精に案内をさせるか」

「任せなさい！　あたいが妖精郷きようの入り口──フェアリーサークルに案内してあげる」

　そう言って、胸を反そらすイタズラ妖精にタクが苦く笑しようする。

「ユンのイタズラ妖精はテンション高いな」

「全く、こっちが振ふり回されっぱなしだよ」

　そう言って肩かたを竦すくめれば、タクの妖精も姿を現す。男の子タイプの妖精が、空中でイタズラ妖精と踊おどるようにくるくる回っている姿を微笑ほほえましげに眺ながめながら、俺はタクの案内でとある工房へと来ていた。

「オッス！　ユンちゃんが急きゆう遽きよ参加って、華はなやかになるなぁ。パーティーに女の子が増えて」

「ガンツ。鼻の下が伸のびているわよ。でも、またユンちゃんとパーティーが組めて嬉うれしいわ」

　出会い頭がしらに、ようこそ、な雰ふん囲い気きを前面に出すガンツと、その様子に呆あきれるミニッツ。だが、ミニッツも俺の飛び入り参加には、肯こう定てい的な様子だ。

「それで、どうなの？」

「どうって？」

　ぐいっと顔を寄せてくるミニッツに俺は、少し上体を仰のけ反らせる。

「どういう経けい緯いで参加することになったの！　そこにどんなやり取りがあったの！」

「は、はぁ!?」

　期待に満ちた目で俺の返答を促うながしてくるミニッツ。それは、まるで恋こいバナを聞く女子のような反応だが、生あい憎にくそんな楽しい話ではない。そもそも俺は男だ。

「ただ、俺がクエストを受けるパーティーが見つからずにいるところに、タクに自分たちのパーティーに来るか、って誘さそわれて、即そつ決けつを迫せまられただけだし……」

「きゃぁぁっ、タクって結構グイグイ引っ張っていくタイプなのね！」

　いや、どこを脳内変へん換かんしたら、そうなるのか。ただタイミング的にこの機会を逃すとこの先も探さなきゃならないというだけだ。

「ミニッツ、なにやってるの？」

　俺が、黄色い声を上げるミニッツにどう反応していいか分からずに、タジタジになっているところで、マミさんも加わって来る。

　そちらに顔を向けると魔ま法ほう使つかいのマント姿のマミさんと、生産職のプレイヤーに鎧よろいの調整を頼たのんでいるケイがいた。

「ほらほら、ユンちゃんが来てくれたよ！」

「その、今日はよろしく」

「ユンさん、こんにちは。あの子、大事にしていますよ」

　ミニッツに肩を押されて、マミさんの前に立てば、以前作った合成ＭＯＢのウィンドジェルのお礼を言われた。大事にして貰もらえるのは有あり難がたいと思い、自然と顔が綻ほころぶ。

「ケイも今日はよろしくな」

「すまんな、こんな見苦しい格好で話すことになって」

「ケイは、いつも鎧姿で、見苦しいって言うより暑苦しいよな」

「うるさい、ガンツ！」

　ケラケラ笑って茶化すガンツに対して、ケイは長い息を吐き出し精神統一する。こうやって片や緊きん張ちよう感ゼロで、片や集中力を高めているから、パーティーのバランスがいいのだろう。

　少しして、ケイの鎧の調整が終わり、立ち上がる。

「それじゃあ、ここからは、妖精たちの案内でフェアリーサークルに向かうか。頼んだぞ、妖精たち」

「「「任された！」」」

　そう言って、俺たちとはつかず離はなれずの距きよ離りを先行する妖精たち。

　案内された場所は、西側の森だ。妖精たちの案内に従って進んだ先では、突とつ然ぜん景色が変わり、小さな広場に出る。

　丈たけの短い草が生え、円形に草が潰つぶれている空間──フェアリーサークルがある。

「みんな。この円の中に入って！　そしたら、妖精郷に向かうから！」

「なんかキャンプイベントの時の転移を思い出すな」

　タクは、楽しそうに真っ先にサークルの中に入り込む。その後を追うように全員が中に入り込めばちょうど六人パーティーが互たがいにぶつからない程度の広さだと分かる。

「それじゃあ、行くよ。──【転送】！」

「「「──【転送】！」」」

　妖精たちの掛かけ声と共に地面のサークルに白い光が宿り、その光は徐じよ々じよに強くなり、俺たちは眩まぶしさに腕うでを交差させて、目を閉じる。

　転移の浮ふ遊ゆう感はなく、しばらくしてなにも感じられなくなる。そして、誰だれかが肩を叩たたくのに反応して恐おそる恐る目を開ける。

　そこは、いくつかの同じような円と少しどんよりとした空気が流れる森の中だ。





──【限定クエスト：妖精郷を救え３／４】──

妖精女王を助けるために妖精郷の中央に向かえ






　メニューを確かく認にんし、無事に妖精郷へと辿たどり着いたことを判断して円の外に一歩踏ふみ出す。

「ここが妖精郷？　なんか、イメージと違う」

「魔ま物ものが来てからあたいたちの妖精郷が荒あれちゃった。だから、魔物を追い払はらって昔みたいなあたいたちの故郷を取り戻もどす！」

　イタズラ妖精が力強く声を上げ、他の妖精たちも頑がん張ばるや倒すといった言葉を次々に口にする。

「連れん携けいはいつも通りで行くか──」

　何い時つまでもフェアリーサークルに留とどまっていてはクエストが進まないと、タクが先を促うながす中で、隣となりのフェアリーサークルが光を発する。

　外から見る分には、光の柱が立ち上っているだけで眩しさは感じない。そして、光の柱の中に人型が浮うかび上がり、徐々に光が収まる。

　その中には──

「妖精郷にとうちゃーく！　……って、あれ？　ユンお姉ちゃんにタクさんだ！」

　隣のフェアリーサークルに転送されてきたパーティーは、ミュウたちのパーティーだった。

「ほぼ同じタイミングでフェアリーサークルに入ってクエストがマッチングしたのか？」

「ってことはタクさんと私たちの合同クエストってことだね！　更さらに難易度が上がるなんて、ワクワクする！」

「だな！　強い敵を相手にすればレベルも上がりやすい！」

　ミュウとタクが同意見で盛り上がる中で、この中で特に弱い俺としては、当初よりもさらに難易度が上がるのは勘かん弁べん願いたい。

「本日の合同クエスト、よろしくお願いします」

「ああ、こちらこそ。前衛同士でうまく連携を取ろう」

　ルカートとケイが簡単な挨あい拶さつを交かわして、壁役タンカーとしての動きや連携を確認し、それにヒノとマミさんも加わり、前後衛の連携の話まで広げている。

　人数が増えて、連携できるパターンが増えるので、クエストで追加に盛り込まれるギミックも相対的に低くなるのでは、と希望が見えた気がした。

「……ユンさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、大丈夫。一人生産職で場ば違ちがいだけど、多分、きっと」

　そう、インベントリにはハイポーションやＭＰポーションを使いきれないほど用意した。蘇そ生せい薬も補ほ充じゆうしたために問題はない。

　目をつぶり、大丈夫、心配ないと心の中で唱えて静かに目を開く。

「ひゃっほぉぉぉっ！　クエスト参加者の女子率上がったぁぁ！」

「ガンツ、煩うるさい！　あんた、そういうところがモテないのよ」

　一人ガッツポーズを取るガンツの後頭部にメイスを軽く振るうミニッツ。

　そんなミニッツにすっと近寄るリレイを見た。

「ふふふっ、本日はよろしくお願いします」

「ええ、よろしくね」

「それと、クエストが終わった後どこかで休みませんか？　じっくりと、ネットリと」

「あはははっ、ユンちゃんだけじゃなくて、私もターゲットにされちゃったのか」

　熱い視線をミニッツに送るリレイ。少し困ったように視線を彷徨さまよわせるミニッツと、キタァァァッと騒さわいでいるガンツ。

「リレイ！　あんた、また人様に迷めい惑わくかけおって！」

　そんな混こん沌とんとした状じよう況きように終わりを齎もたらすコハクの登場に、なんだかクエスト前の緊張が抜ぬけてしまう。

「なんか、悩なやんでるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくるな」

「……まぁ、そうですね」

　気き恥はずかしそうに苦笑いを浮かべるトウトビと僅わずかに顔を見合わせて、同じように苦く笑しようする。

　何とかなりそうだ、と感じた次の瞬しゆん間かん、俺の【看破】のセンスが反応する。

　足元に強い反応が表れ、その場を飛び退のく。隣に立つ同じ【看破】持ちのトウトビもこれに気づき、互いに反応のあるラインを目で追った刹せつ那な──

「──茨いばらの壁が！」

　目の前に現れた茨の壁が地面より迫せり上がる。

　突とつ如じよとして出現した茨の壁でパーティーが二手に分断される中で、妖精郷全域に茨の壁が立ち上がり、迷路ができ上がる。

　茨の壁に近寄り、触ふれる。接せつ触しよくダメージの痛みに手を引いて、俺は触れた手を押さえ、声を上げる。

「タク！　ミュウ！」

「ユン、落ち着け！　こっちは無事だ！」

　タクの返事に安あん堵どする一方で、やっと自分たちの状況を把は握あくする余よ裕ゆうが生まれた。

　こちら側に残されたのは、トウトビ、リレイ、コハク、ガンツ、ミニッツ。そして俺の六人。

　茨の壁の向こうは話し声から、タク、ミュウ、ルカート、ヒノ、ケイ、マミさんと、綺き麗れいに六人ずつに分かれているようだ。

「お姉ちゃん、そこにいるなら離れて。今から壁を壊こわすね！」

「はぁ!?　いやいや、ちょっと！」

　ちょっと、待て。と言う前に壁の上部から激しい光が零こぼれており、俺は慌あわてて横に転がるようにして避よける。

　その直後に降り注ぐ激しい光魔法。他ほかにも、ミュウの攻こう撃げきに合わせてマミさんや、こちら側のリレイ、コハクのコンビネーション魔法が茨の壁を両側から攻せめるが、一いつ切さいの傷きず跡あとが付いていない。

「これは──不ふ壊かいオブジェクト扱あつかいだな。こりゃ、出口で合流するしかないな」

　この場で冷静に分ぶん析せきしているタクの呟つぶやきが響ひびく。

「何かあれば、互いにフレンド通信で連れん絡らくを取る。ってことでいいか？」

「わ、わかった！　なんとか生き残ってボスの方に向かう！　ルカートとケイは、タクとミュウを頼んだ！」

「ねぇ、ユンお姉ちゃん！　それってどういう意味！　ねぇ！」

　ガチゲーマーの二人に少し不安が残るために、常識人であるルカートとケイに二人を任せる。

　壁の前から引き摺ずられる音と離れていくミュウの声を聞きつつ、こちら側に分断されたメンバーと向かい合う。

「これは、分断されて男が俺一人！　ここから始まるモテモテストーリー！」

「そんなのは始まらないわよ！　って言うか、モテるほど活かつ躍やくしてから言いなさいよ」

「ふふふっ、男が一人混じりましたか。もしも女の子だけならクエスト放ほう棄きしてここに楽園を作るんですけどね。残念」

「リレイ、あんたブレないなぁ」

　ガンツの相変わらずの三枚目発言に、疲つかれたようにツッコミを入れるミニッツ。

　そして、変わらず百ゆ合り趣しゆ味みなリレイに同じように溜ため息いきを吐ついているコハク。

　どうしていいのか分からずに、オロオロしているトウトビと俺。

　あれ？　こっち側って不安要素しかなくないか？

　ガチゲーマーと常識人が全部あっちにいるために、ボケとツッコミと苦労人しか残ってない気がする。

「……どうします？」

「どうしよう」

　尋たずねてくるトウトビに対して、俺も尋ね返す。

「はいはい！　ユンちゃん！　まずやる事と言えば戦力確認だろ！」

「ガンツは、たまにはいいこと言うわね。じゃあ、それに補足して、戦力確認後にパーティーの陣じん形けいとか考えて、迷路の歩き方を決める」

　全員が普ふ段だんから組まないプレイヤー同士であるために納なつ得とくして、陣形を組む。

　前衛は、斥せつ候こうのトウトビ、格かく闘とう家かのガンツ。中衛は、魔法使いのリレイとコハク。そして、後衛が弓と包丁を短たん剣けんの代わりとして使用したオールラウンダーの俺と回復役ヒーラーのミニッツだ。

「パーティーの陣形は決まったとして、次に決めるのは、リーダー？」

　俺が、疑問形になりながらも出した答えに、全員が頷うなずく。そして──

「ふふふっ、それなら、ユンさんがリーダーで、その補ほ佐さにトウトビがいいのでは？」

「ああ、ええなぁ。それ」

「はぁ!?　俺は、ムリムリ！」

「……私も、無理です」

　俺とトウトビが拒きよ否ひするが、やらせようとするリレイとコハクの様子から何かを読み取ったガンツとミニッツは、二人に加勢する。

「これもいい機会じゃないのか？　何事も経験だしな。後衛から全体を見み渡わたすユンちゃんに、前衛で最新の情報を届けるトビちゃん。うん、いいコンビだろ」

「そうね。それにガンツがリーダーだと不安だし」

　俺とトウトビの二人が、このパーティーの中心となることが多数決によって決まってしまった。

「ううっ。そのよろしくな、トウトビ」

「……はい、そのよろしくお願いします」

　押し付けられたからといって決まった役目を放棄するわけにはいかない。俺とトウトビが中心となってパーティーの動き方を考え、そして二人で決められない内容は全員に意見を聞きつつ詰つめていく。




　　　　●




「魔法使いの割合が多いし、純じゆん粋すいな戦闘職は、ガンツ一人だから、戦闘は辛つらいよな」

「……そうですね。引き付ける壁役タンカーもいない状況ですから、極力戦闘は避さける方向ですね」

「基本は、戦闘を回かい避ひ。どうしても避けられない場合は、敵を足止めしつつ後退して魔法で殲せん滅めつってところだな」

　そして、前衛でトウトビが、後衛で俺が【看破】のセンスで迷路を警けい戒かいしつつ進んでいく。狭せまい迷宮では、逃にげ場が少ないので魔法も当てやすい。

　基本的な戦い方が決まったところで全員に伝えると、それぞれの感想が返って来る。

「ふふふっ、特に異論はありません。魔法使いは基本、遠えん距きよ離りからの攻撃ですから」

「せやな。やることは大きく変わるわけやない」

「それにしても、こういうのって性格が出るわよね。ガンツだったら一人で無む駄だに突とつ撃げきして終わりそう」

「そりゃない……とは言えないなぁ。まぁ、俺は、今回敵の足止めに全力を出すな。このローキックが炸さく裂れつするぞ！」

　ぶん、といい風切り音を出して、ローキックを繰くり返すガンツ。

　だが、ガンツが前に立つよりも俺の《クレイシールド》や状態異常バツドステータスを合成した矢での足止めを想定しているので、出番があるか不明だ。

「話も決まったことだし、行こうか。イタズラ妖よう精せいは、案内してくれるのか？」

「ううん、駄だ目め。道が全然分からない」

　うんうん、と唸うなり声を上げていたイタズラ妖精は、迷路の道を把握できていない。空を飛べるのだから茨の壁かべを飛び越こえてルートを見つけてくれればいい、と思ったが、高く飛ぶと茨が伸のびて地面に叩たたき落とそうとするので、それも諦あきらめた。

「……なら、右壁を伝って進みましょうか」

「基本はそれだな。マッピングもしながら進むとするか」

【言語学】で使用する紙とペンを取り出し、迷路へと足を進める。

　迷路の横よこ幅はばを基準として、【空の目】で視し認にんできる範はん囲いを大まかに紙に書き記し始める。

　時折、俺とトウトビの【看破】が見つけた罠わなや宝箱の位置を記しつつ、パーティー内で情報を共有する。

「……ユンさん、左先の茨の壁が開くようになっています」

「あちゃ、俺が見み逃のがしてたか？　今、マップに付け加えるよ。トウトビとガンツが、罠で釣つって、中は確認しないで戻もどって来て、敵が出てきたところで魔法による殲滅だ。《付加エンチヤント》──スピード」

「……わかりました」

「じゃ、俺たちは行ってくるから」

　前衛二人を先行させて敵の釣り出しで安全に進む。背後から敵に襲おそわれないように、同じような仕し掛かけは、極力解除して敵を倒たおし、戦闘する場合には、背後からの奇き襲しゆうを防ぐために、《クレイシールド》を張って壁を作る。

　この迷路に現れる雑ざ魚こＭＯＢ・ソーントークンは、今まで倒したソーントークンの劣れつ化か版といった外見だ。生物の形を模した茨の軍勢は、魔法による一いつ斉せい掃そう射しやで簡単に倒せる。

　だが、狭い迷路では、モンスターハウスの罠から出る大量の敵ＭＯＢと真正面からぶつかれば、こちらの被ひ害がいが大きくなるために慎しん重ちような行動が必要だ。

「今です！」

「──《フレイム・サークル》！」

「──《リトル・トルネード》！」

　扉とびらが開き中から溢あふれる劣化ソーントークンたちに向けて、リレイとコハクが魔法を放つ。

　その釣り出しを繰り返し、敵を全滅させてから開いたモンスターハウスの中を調べる。

「普通のダンジョン並みに、罠やらモンスタートラップが多いなぁ。唯ゆい一いつの救いは、ＭＯＢが再出現リポツプしない点ね」

　そう言う、後衛で完全に役割のない俺とミニッツ。

　ただマッピングするか、通路に単独でいる敵ＭＯＢを弓矢で遠距離から引き付けることしかしていない。

「……そこの部屋で少し休もう。マップの確認もしたいですし」

「そうだな。敵はリポップしないし、入り口も一か所だから守りやすいよな」

　トウトビの提案を受けて、小部屋の中に入って休きゆう憩けいする。

「悪いな、トウトビ。俺がモンスターハウスとか見逃して」

「……いえ、ユンさんが先に簡単なポイントを見つけてくれるので、罠の場所に当たりを付けて探せます」

　互たがいに会話のテンポが速くないために、穏おだやかな会話になるが、それが心地良い。トウトビは、分かりやすい言葉を選んで言ってくれるので、理解しやすい。もしミュウが補佐だったら、ゲームの専門用語のオンパレードで、混乱して頭がパンクしているところだった。

「本当に、補佐してくれて、ありがとな」

「……っ、はい」

　真正面からお礼を言うと、気き恥はずかしさからなのかマフラーを口元に寄せて、消え入りそうな声で答えてくれる。なんか、顔を赤くして俯うつむき加減のトウトビとの間に、なんとなく気まずい雰ふん囲い気きが流れる。

　俺は、頰ほおを指で軽く引っ搔かきながら、なにかないかと考え、ある物を取り出す。

「その……満腹度も回復させる必要があるから……食べるか？」

「……はい」

　俺が取り出した物は、可愛かわいらしくラッピングした作り置きのクッキーだ。それを受け取り、包みを開いて小さな口で食べるトウトビの姿は、まるで小動物のようだと思ってしまう。

「ああっ！　ズルい！　あたいも食べたい！」

「はいはい。まだクッキーはあるけど、あっちでこっちをチラ見していた人たちに届けてからな」
















　そう言って、ガンツたちにクッキーを渡せば、それぞれのパートナー妖精が受け取り、本人の元に運ぶ。

「あはははっ、ユンちゃんとトウトビにドキドキする場面を見せられて、ビックリしたよ」

「なんちゅーか。その、うちもドキドキした」

「ふふふっ、まるで女学院のお姉様と下級生みたいな関係でしたね。是ぜ非ひとも混ざりたい」

　普ふ段だん、ツッコミをするミニッツとコハクですらツッコミを放ほう棄きしてこっちを赤い顔でじっと見ている。リレイは、妖精にクッキーを分け与あたえつつ、恍こう惚こつとした表情でこちらに熱い視線を送って来る。

「ユンちゃんの、女の子の手作りクッキーだ！　これで勝つる！」

　ガンツだけは、クッキーの包みを持って喜びに打ち震ふるえているが、早く食べろ。

　俺も小さい包みをイタズラ妖精と分けて食べ、探たん索さくの再開をする。

　パワー系のプレイヤーたちが集まるタクたちは、敵を薙なぎ払はらって先行しているだろうが、こちらは安全と慎重を第一にしつつ迅じん速そくに追い付くことを目標としている。

　道中では、見つけた宝箱をトウトビが開けて、動く茨いばらの壁によって構造が変化する迷めい宮きゆうも地道なマッピングのお蔭かげで出口に少しずつ近づき──

「やったわね。ようやくゴールよ」

「よっしゃ！　タクたちと合流だ」

　茨の迷路の出口が見えて安あん堵どの吐と息いきを零こぼすミニッツと、出口へと早さつ速そく駆かけ出すガンツ。そして、その後に続けとばかりに突撃する妖精たち。

　あまり不用意な行動は取らないでほしいが、ガチガチの規律行動を俺は要求するわけでもなく、また出口までにトラップやＭＯＢなどがいないため、後でミニッツからのお小言一つでこの件は終わりだろう。

　俺たちもガンツの後を追い、迷路の出口を抜ぬけた。

　茨の迷路の先には──

「タクたちは、居ない。俺たちの方が早く着いたのか」

　まさかの状じよう況きように、辺りを見回す。

　枯かれた草花が広がる足元は、元々は美しいお花畑だったのだろう。そして、ここが妖精郷きようの中心だとするならば──





──【限定クエスト：妖精郷を救え４／４】──

半はん獣じゆう植物【カニバル・プラント】を倒し、妖精女王を救え






　メニューのクエストが進行していることを確認し、肝かん心じんのボスを探す。

　枯れたお花畑の中心へと近づき、周囲を見回すがボスらしき姿は見えない。

「居ないな。どこにっ──!?」

　けたたましい【看破】の反応が真下から迫せまる。

「ボスが現れるぞ！　準備しろ！」

　その存在に気が付いた俺とトウトビは、即そく座ざに弓を手に取り、声を上げる。

　たった一言で全員が一いつ瞬しゆんで臨戦態勢に入り、ボスの出現を待つ。

　地面を掘ほり進んで現れたものは、太い茨が何本も絡からまって一本の巨きよ大だいな樹きとなり、無数の薔ば薇らの花を咲さかせている。そして、その薔薇の花を守護する鞭むちのようなしなりを持つ二本の蔓つる状の茨だ。

　本体と思おぼしき巨大な薔薇の樹【カニバル・プラント】とそれを守護する茨の鞭【ソーンウィップ】が俺たちの前に現れた。

「ユンちゃん、どうするんだ！」

「リーダーなんだから何か指示を！」

「こういう時、タクとミュウならなんて言うんだ……」

　俺自身、目の前の巨大な薔薇の樹を簡単に打ち倒せるとは思えない。また、自分にはリーダーとしての経験がない。強くない。タクたちが居ない。とないない尽づくしの状況で俺は、仲間を信じることにする。

「慣れてないから全員臨機応変な対応で頼たのむ！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──スピード！」

　全員が各自最適な動きをすると信じて、味方全員に速度エンチャントを施ほどこし、回避能力を引き上げる。

　前衛のガンツは早速突とつ撃げきしていき、今までの経験から本体の薔薇の花へと攻こう撃げきを仕掛ける。

「《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス！」

　一番に敵と接せつ触しよくするガンツに更さらにエンチャントを重ね掛がけし、両者が接触する。ガンツが薔薇の花を握にぎり潰つぶすように掌てのひらを差し出せば、守護の【ソーンウィップ】がガンツの手首に巻きつき、勢いそのままに空中へと投げる。

「おっ!?　中々だな。だが──」

　本体に攻撃性がないことを確かく認にんしたガンツは、ニヤリと笑っている。その直後に、トウトビが走り出す。

　二本目の【ソーンウィップ】を潜くぐり抜けたトウトビが、一瞬にして、二つの薔薇を散らしている。奥まった対処の難しい場所だけをピンポイントで狙ねらってそのまま反対側へと走り抜ける。

　数だけは多い薔薇の花だが、対処が難しいというわけではない。

　そして、俺たちの攻撃はまだ終わらない。

「──《フレイム・サークル》！」

「──《リトル・トルネード》！」

　狭せまい迷路では発揮されないリレイとコハクの炎ほのおと風による火炎旋せん風ぷう。一瞬にして、本体の【カニバル・プラント】を包み込み、全身の薔薇の花の多くを焼き払う。

　火災旋風は、【カニバル・プラント】の薔薇だけではなく、茨の鞭である【ソーンウィップ】も燃やし、蔓の長さが半分程度に短くなっている。

「──《連射弓・二式》！」

　俺は、燃え残った薔薇を弓矢で射い貫ぬき散らしていく。反対側に抜けたトウトビや投げ飛ばされたガンツも反転し、次々と薔薇の花を摘つみ取っていく。

　そして、最後の薔薇を摘み取った時、薔薇の樹が鳴動を始め、更に大きな薔薇の花を付ける。

「復活って面めん倒どうね。幻げん獣じゆう大喰ぐらいみたいな敵ね。ユンちゃんは、こいつをどうするの？」

「弱点の薔薇の花が大きくなったが、数は減った！　繰くり返せば最後にはなくなるだろ」

「私も光魔ま法ほうで攻撃に加わる？」

「ミニッツは、回復に専念頼む」

　ミニッツからの攻撃参加の提案を受けるが、回復役ヒーラーに専念して貰もらい、安全マージンは高めに取りたい。

　続く二回目の再生では、【ソーンウィップ】も更に一本増えて、俺たちの邪じや魔まをする。

　コハクとリレイの混合魔法を撃うつ隙すきが少なくなり、個々が回かい避ひに専念しつつ、単発で弱点の薔薇の花を散らしていく。

　薔薇の花は大きくなったが、数も減ったために当てやすくはなっている。だが、それを妨ぼう害がいする【ソーンウィップ】の再生と増ぞう殖しよくのペースは速くなり、三回目の再生では、茨の棘とげを四方八方に無差別に飛ばしている。しかも、徐じよ々じよにその発射間かん隔かくが短くなり、弾だん幕まくの嵐あらしとなる。

　茨の棘の威い力りよくは、単発では低いが、だからと言って無視して受け続けられるほど甘い攻撃でもない。

　ミニッツの全力の回復とポーションの併へい用よう。更に、コハクとリレイが防ぼう御ぎよ魔法で安全地帯を作って少しずつ薔薇の花を破は壊かいしている。

「くそっ、選せん択たく間ま違ちがえたか。途と中ちゆうで攻撃しないで時間稼かせぎしてタクたちの到とう着ちやくを待った方がよかったかも」

「……それは違う。今も敵の攻撃が勢いを増しているから短期決戦は間違いじゃない」

「ありがとう、トウトビ」

　安全地帯で回復とエンチャントを掛け直しながら、弱気になった俺は、励はげまされる。

　仮とはいえリーダーになったんだ。しっかりしないと！

「こういう時は、ケイが居れば、盾たてにして接近できるのにな。仕方がない、俺が行くか。ユンちゃん、全力支し援えん！」

「分かった。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード。これはオマケだ。《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　最後の薔薇の花への特とつ攻こうを決めたガンツに全力エンチャントを施す。

　三種類のエンチャントと属性石を消費してガンツの拳こぶしに火属性をエンチャントする。

「うぉぉっ！　俺の手から炎が！　カッコいい！　しかも熱くない！　──「いいから、行きなさい！」──おう！」

　ネタに走ろうとしたガンツの背中を叩たたいて送り出すミニッツ。その勢いで防御魔法の安全地帯から走り出し、弧こを描えがくようにして接近するガンツ。

「はぁっ──《カゾエ貫ぬき手て》！」

　ガンツの手しゆ刀とうによる連続突つきが血路を切り開く。

　人差し指から始まり、一本貫手は、指の数を増やし、連続四回の突き攻撃を行う。

　邪魔な【ソーンウィップ】を貫つらぬき、薔薇の花までの最短の道を切り開き、三回目と四回目の貫手が薔薇の花に触ふれ、火属性エンチャントの炎が燃え移り、薔薇の花が火の中に散っていく。

「よし、これで終わりだ！」

　これで全すべての薔薇の花を破壊した。これでボスの【カニバル・プラント】を倒たおした。

「案外なんとかなったな」

　残った【ソーンウィップ】も急速に枯れて、砕くだけて光の粒りゆう子しへと変わる。

　茨の樹は、お花畑の中央に相変わらず残っているが、これ以上の薔薇の花が咲かないところを見るとこれで終わりだろう。

「ユンちゃん、頑がん張ばった俺を褒ほめて！」

「はいはい。お疲つかれ様。ほら、回復のハイポーション」

「つれないなぁ」

　投げて渡わたすハイポーションを一気飲みして、ラストの特攻で被ひ弾だんしたダメージを癒いやしていくガンツ。

　コハクとリレイも防御魔法の展開を止め、案外呆あつ気けなかった、と口々に言っている。

「こりゃ、タクたちが来る前に倒したから、後で文句でも言われるかな」

　一人苦笑いを浮うかべるが、ふとした疑問が残る。

　薔薇の花を全て破壊しても茨いばらの樹が消えないのは、何な故ぜだろう。

　そして、救出目標の妖よう精せい女王はどこに？

　そんなことを考えて黙だまっていると、イタズラ妖精が俺の服の裾すそを引っ張って来る。

「あれ、まだ生きてる」

「えっ？」

　何を言っているのか、聞き直そうと振ふり向いた時、茨の樹に変化が起きる。

　絡まっていた茨が解ほどけるように開き、その中から一ひと際きわ大きな薔薇の蕾つぼみが現れる。

「で、でかい」

　何重にも花弁が重なり形作られた蕾は、俺たちの体を平気で超こえる大きさだ。

　今まで破壊してきた薔薇の花たちは何だったのか、と思う。

　弱点ではなく、間引き。この巨大な薔薇を育てるために間引いていたようにすら思える。

　そして、徐々に花開く薔薇の中には、魔物が姿を現す。

　薔薇の花の中心にはワニを思わせる顎あごをもった頭部があり、解けた茨は手足のように動き出す。ワニの喉のど元もとには、茨の檻おりがあり、その中に、妖精たちと同じ羽根の生えた少女が膝ひざを抱かかえるようにして、囚とらわれている。

「これは、【カニバル・プラント】の第二形態」

　リレイの呟つぶやきの直後、見上げるワニ頭の半獣植物のＭＯＢは、こちらを見下ろし、咆ほう哮こうを上げる。

「うぐっ……」

　地面の小さい砂が浮き上がるほどの咆哮の圧力に膝を突き、俺は耳を押さえる。

　戦せん闘とうが終わったと気が緩ゆるみ、同じ場所に固まっていたために、全員が同じ攻撃を受ける。

【麻ま痺ひ】や【呪のろい】を始めとした様々な状態異常バツドステータスがランダムで襲おそい掛る。

　長い咆哮が止やみ、運良く行動を阻そ害がいする【眠ねむり】や【気絶】の状態異常バツドステータスを受けなかった俺が、解痺ポーションで回復して気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、二本の触しよく腕わんが足元より迫る。

「きゃっ！」

「トウトビ！　くっ、離はなせっ！　くぁっ！」

　俺とトウトビは、伸のばされた触腕に捕つかまり、吊つり上げられる。逃のがれようと体を捩よじるが、ガッチリと体に絡みつき、地面から足が浮く。

「離せ、下ろせ！　っ、痛い！」

　ギリギリと体を万まん力りきで締め上げるような痛みに声が漏もれる。捕まらなかったコハクたちは、まだ状態異常バツドステータスから回復し切っておらず、動きが取れない。

　俺と同じく捕まったトウトビも【麻痺】が残っているのか、声だけは出せるが、ぐったりとしたままだ。

「くっ！　これなら解かい呪じゆしておけば……」

【麻痺】と【呪い】の状態異常バツドステータスで先に【麻痺】を治したために、【呪い】の効果で魔法も使えない。頼たのみのアイテムも両手が拘こう束そくされて動かせず、回復役ヒーラーのミニッツも【呪い】と【気絶】の状態異常バツドステータス。

　ガンツは耐たい性せいがあったのか、比ひ較かく的軽いがそれでも【麻痺】は掛っている。

　そして、リレイとコハクは揃そろって【眠り】と【気絶】ですぐに復帰しそうにない。

「これは、ピンチ」

　絶体絶命の状態。食い込む茨が腕うでや体に刺ささり、ダメージが蓄ちく積せきしていく。

　そして、徐々に大口を開いたワニ頭へと近づいていく俺とトウトビ。

　このまま食べられたらどうなるのだろうか。あの喉元にいる妖精女王と同じように捕まって、この後の戦闘に参加できないのか、それとも強制リタイアによるクエスト失敗か。

　ああ、もう駄だ目めだ。そう思って、抵てい抗こうを諦あきらめたその時──




「諦めてんじゃねぇぞ。──《ソニック・エッジ》！」




　衝しよう撃げき波はが、俺とトウトビを捕まえる茨を切り裂さき、地面へと落ちる前に誰だれかに受け止められる。

「真しん打うち登場！　まずは、回復から──《キュア》《ディスペル》《リセット》《クールダウン》！」

　続く状態異常バツドステータスの回復魔法が矢や継つぎ早ばやに使用される。

《キュア》は、【毒】と【麻痺】に対応し《ディスペル》は【呪い】と【魅み了りよう】に。《リセット》が【眠り】と【気絶】。最後に《クールダウン》が【混乱】と【怒いかり】という風に、一種類で二つの状態異常バツドステータスに対応した回復魔法を使う。

「よぉ、悪い。遅おくれた」

「ヒーローは遅れて登場するものだよ！」

　その後もう一つの迷めい路ろの出口から現れた仲間たちを見て、安あん堵どの吐と息いきが漏れる。

　これで十二人全員が揃った。ここからが本番だ。




　　　　●




「状態異常バツドステータス攻こう撃げきは、全体じゃなくて指定した範はん囲い攻撃だ！　適度に分散しろ！」

「「「了りよう解かい！」」」

　タクがすぐさま指示を出し、復帰した全員が速すみやかに行動を開始する。

　タクのリーダーとしての能力は、俺なんかと比べものにならないくらいに上う手まくて、その姿をぼぅと見上げてしまう。

「タクさん、いつまでユンお姉ちゃんを抱えているの」

「おっと、悪い、忘れてた」

「えっ!?　あっ！　早く下ろせ！」

　抱えられていたタクから地面に下ろされて、やっと一息吐つけた。

　なんだか、妙みように生温かい目で見られている気がするが、全員やり手のプレイヤーたちで生温かい視線を送りつつもきちんと役割をこなしている。

「タク、ミュウ。その……助かった」

　それだけ言って、後衛の方へと走れば、ツンデレだ、デレた、デレだな、という小声が聞こえた。

　だが、その声を搔かき消すようにタクの指示が飛ぶ。

「ケイとルカートちゃんは、前衛で攻撃を受け止めろ！　ガンツとミュウちゃん、トビちゃん、ヒノちゃんは遊撃に回って左右から狙ねらえ。後衛は、マミさんは防御魔法。リレイちゃんとコハクちゃんが攻撃に専念。ユンは弓での牽けん制せいをしつつ、後衛のＭＰ管理統とう括かつとエンチャントによる補助。ミニッツは、前衛のＨＰ管理を頼たのむ！」

　タクの指示を受けて、俺は、早さつ速そくＭＰポーションを渡して、ＭＰを回復させる。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック！」

　視し認にんする範囲の全員に攻撃上昇のエンチャントを施ほどこし、改めて広い視点からボスＭＯＢを見つめる。

　ボスの【カニバル・プラント】は、巨きよ大だいな薔ば薇らの花の中にワニの頭部を持つモンスターだ。今までは、薔薇の花の残量がＨＰと同義だったボスは、第二段階となり、ＨＰが表示される。

　その頭部は、状態異常バツドステータスの咆哮や嚙かみつき、口から空気砲ほうなどの攻撃を放つ。

　本体のワニ頭を守る茨の触腕は、全部で六本あり、その先せん端たんには、薔薇の蕾が付いている。触腕の攻撃法は、鞭むちのような振り払はらい、妨ぼう害がいのための茨の壁かべ、そして蕾より放たれる溶よう解かい液の攻撃だ。地面に落ちる黄色い液体は、白い煙けむりを噴ふきながら地面を溶とかす。

「邪じや魔まだ！　──《ソニック・エッジ》！」

　ワニ頭への攻撃のタイミングを計るタクが遠えん距きよ離りから衝撃波を飛ばして攻撃に掛かかるが、それを尽ことごとく茨の触腕が防ぐ。ならば、と攻撃対象を触腕に切り替かえて、部位破は壊かいを狙うタク。

　連続で放たれる斬ざん撃げきにより触腕が破壊されるが……

「再生するのは予想済みだけど、ちょっと速いな」

　タクが触腕を破壊するのに時間を費ついやし、すぐに元に戻もどる。全ての触腕を破壊しつつ安全に本体へと攻撃するには割に合わない。と早々に前衛は触腕への攻撃を諦める。

「ふふふっ、再生する速度のほうが速いか。ならば本体ごと攻撃するだけです。ユンさん！」

「《付加エンチヤント》──マインド！」

「行きますよ──《フレイム・サークル》！」

「合わせるで！　──《リトル・トルネード》！」

　リレイとコハクに魔ま法ほう攻撃上じよう昇しようのエンチャントを使い、二人の合わせ技わざである火炎旋せん風ぷうが【カニバル・プラント】の眼前に現れる。

　エンチャントでステータスを底上げされた火炎旋風は、前段階での攻撃よりも威い力りよくを増してボスへと迫せまる。

　防ぼう御ぎよに回る三本の触腕による茨の壁が火炎旋風を遮さえぎるが、威力だけが弱まり、薔薇の花とワニ頭を飲み込むと、炎ほのおの中からワニの叫さけび声が聞こえる。

「ダメージは上々！　追い討うちを掛けるぞ！」

　六本中三本の触腕が消えたが、まだ残る三本の触腕を振り回し、炎を搔き消す【カニバル・プラント】。

　タクたち前衛は、攻撃しやすくなった瞬間に一気に駆かけ寄り、次々にアーツを放っていく。

　俺も合わせて遠距離から矢を放ち、戦闘に貢こう献けんする。

「──《フィフス・ブレイカー》！」

「──《グランド・ハンマー》！」

「──《ネックハント》！」

「──《鬼おに狩がり蹴げり》！」

「──《パワー・バスター》！」

　ミュウ、ヒノ、トウトビ、ガンツ、タクの順に放たれるアーツによる連続攻撃で大ダメージを与え、火災旋風と合わせて三割のＨＰを削けずる。

　ワニ頭を支える茨いばらが膨ふくらみ、徐じよ々じよに口元に迫せり上がってくる。

「むっ！　やらせはしない！　──《フォートレス》！」

「こちらも同じです。はぁ！　──《ショック・インパクト》！」

【カニバル・プラント】から放たれる空気砲に対してケイは、盾たてを構える。空気の歪ゆがみだけを手掛りに、着ちやく弾だんの瞬間に防御系アーツを発動し、瞬間的な防御力を高めて攻撃を相そう殺さいする。

　また、ルカートは、ケイの上空を越こえて放たれる触腕の溶解液をアーツを纏まとった剣けんで弾はじいていく。

「ケイ、すげぇ。あの攻撃をよく分かるな」

　俺の呟つぶやきに、マミさんが答える。

「それは、特訓しているから。ケイは、すごい努力してます」

　攻撃を受けた瞬間、盾の角度や膝ひざの関節を使ってダメージを受け流す術。ほぼ見えない攻撃であそこまで使えるなんて、と感心していると、近くに立つマミさんが自分のことのように自じ慢まんして、それをミニッツがニヤニヤと楽しそうに笑っている。

「なるほど、ケイとマミさんの二人の特訓の成果か」

「ええっ!?　そ、そんなんじゃ、ないですよ」

　どこか消え入りそうな声で、動どう揺ようしつつも防御の風の障しよう壁へきを維い持じし続けているマミさん。

　ケイの物理的な壁とマミさんの風の障壁。二人の強固な壁で後衛の安全が守られる。

「さぁ、どんどん攻せめるぞ！」

　タクが声を上げて、再度攻める機会をうかがっている。時折、状態異常バツドステータスの咆ほう哮こうをモーションから判断したらすぐさま範囲から移動し、また状態異常バツドステータスになった者は、遠距離はミニッツの回復、近距離は俺のポーションと、使い分けて戦闘を続ける。

　ＨＰの減少に伴ともない、触腕の再生速度、数の増加、攻撃は更さらに激しさを増していく。それでも全員が自分の役割を正しく行っているために、安定した戦いができる。

　そして、遂ついにＨＰを一割まで減らすことができた。

「よし、あと一押しだ！　みんな、気を引き締しめろ！」

　タクからの激げき励れいを受け、激しさを増す攻撃で俺の攻撃が通じなくなったために俺はエンチャントに集中する。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──スピード！」

　速度を高めた前衛たちが縦じゆう横おう無む尽じんに駆け抜ぬけ、ボスのワニ頭を狙い接近する。

　茨の鞭や溶解液。それに抗あらがい、最後の一撃を入れたのは、ケイとミュウだ。

「うぉぉぉぉっ！　盾を舐なめるなぁ！」

　盾を前面に構えて、強化された速度による最短距離への突とつ撃げきは、鉄の塊かたまりが進んでいるようにさえ見える。全すべての攻撃を防ぎ、勢いで撥はね飛ばしていくケイの背中に隠かくれるミュウが、最接近した瞬しゆん間かんにケイの背中を踏ふみ台に高く跳とび上がる。

「これなら、ラストを決められる。──《フィフス・ブレイカー》！」

　空中で姿勢制せい御ぎよしたミュウが五回連続で斬きり付けるアーツを放ち、そのままワニ頭を通り抜けて、地面に着地する。

　確実に残りＨＰを全て削り切ったが、ボスは健在である。いや、瞳ひとみの色を真っ赤に染めて、より狂きよう暴ぼう化し始めた。

「おいおい。いくら難易度上じよう昇しようによるオプション山盛りでも、最後の最後で発はつ狂きようモードかよ！」

　ＨＰはなくなったが、トドメの一撃を入れないと倒たおれない発狂モード状態の【カニバル・プラント】は、これまで以上に苛か烈れつな攻撃で前衛にダメージを与えていく。




「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス！」

「間に合って──《ラウンド・ヒール》！」

　俺のゾーン・エンチャントとミニッツの広域回復魔ま法ほうにより、前衛のダメージを軽減することができたが、一度作戦を練り直すために、全力で張った防御魔法の裏に全員が集合する。

　俺たちが集まり、作戦を練っている間にも【カニバル・プラント】から放たれる溶解液の煙けむりにボスの姿がぼやけて見える。

「……どうする。どうやって最後の一撃を入れる」

　最後の一撃さえ入れられれば、問題ない。だから、全員で物量に任せて押し潰つぶすという下へ手たな鉄てつ砲ぽうも数撃うちゃ当たる理論もあるが、少しでも可能性の高い方法を全員で模も索さくする。

「ラストの一撃をどうやって安全に入れるかだ」

「俺がやる！　俺がやりたい！」

「ガンツ。今考えてるのは、ラストアタックの志願者じゃなくて、一番安全に入れる方法よ」

　そうして、短い時間で様々な意見が出るなかで、ミュウがとある作戦を提案する。

「はいはい！　私に考えがある！」

「ミュウちゃんは、どんな作戦を提案するんだ？」

「私はね。お姉ちゃんが特とつ攻こうするのが一番接近できると思うんだよね！」

「はぁ!?　俺!?」

　突然の提案に驚きよう愕がくする俺だが、ミュウの作戦を聞き、確かに俺が一番接近できると理解し、その案が採用される。

　作戦は至ってシンプルに、攻撃役をボスのところまで全員で運ぶ、というものだ。

「トウトビ。準備はできているか？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです。行きます！　──《シャドウ・ダイブ》！」

　トウトビが俺の影かげの中に入り込み、亜あ空間に待機する。

　俺の役目は、ラストアタックを決めるトウトビを安全にボスの近くまで運うん搬ぱんすることだ。俺は、如い何かなる攻撃も複数回防ぐアクセサリーの【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】を持っているために選ばれた。

　俺は、タクたち前衛に全力で守られ、かつ自身を【身代わり宝玉の指輪】で守りつつボスへと　接近し、トウトビを安全に運ぶ。

「作戦実行だ！　俺たちの邪魔するなぁ！」

　タクの号令と共に、リレイたち後衛は、防御魔法から攻撃魔法に切り替え、空中で魔法と溶よう解かい液の撃ち合いが始まる。

「この盾に賭かけて全力で守る！　──《フォートレス》」

「私もこの剣に賭けます！　──《ショック・インパクト》！」

　全力で前衛が走り出し、タク、ミュウ、ガンツ、ケイ、ルカートたちで俺たちを守り、接近する敵の攻撃を打ち払う。

　ケイとルカートが自身の武器を前面に構えて、攻撃を弾きながら前進する。

「ユンとトウトビはやらせねぇよ！　──《ソニック・エッジ》！」

「こっちも負けてられない！　──《ソル・レイ》！」

　タクとミュウが遠えん距きよ離り攻撃によって進路上の【ソーンウィップ】を切り倒していく。

「細かい攻撃を捌さばくのは得意じゃないけど、やるか！　──《流水の心得》！」

　ガンツの両手が青白く光り、タクたちの守りから抜けた攻撃に触ふれる。

　触れた手は、円を描えがきながら、攻撃を弾き、受け流し、俺たちを守る。

　だが、アーツの使用後には、硬こう直ちよく時間が存在する。

「くっ、きゃぁっ！」

　攻撃を弾いた直後に、自身の武器で死角になった場所から溶解液を肩かたに受けて、衝しよう撃げきで後ろに倒れるルカート。

「ルカート！」

「ユン、足を止めるな！」

　タクに[image: しつ]しつ咤たされ、止めかけた足を前に進める。そして、そのルカートの穴を埋うめるように盾だけではなく、両手を広げて全身の鎧よろいで攻撃を受け止めるケイ。

「攻撃は通さない！　今の内に残りの茨を」

「分かってる！　──《ソニック・エッジ》！」

「──《ソル・レイ》！」

　タクとミュウの攻撃で【ソーンウィップ】が全て倒される。

「ユン、再生する前に走れ！」

「《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺は、ケイの脇わきを抜けて、一気にボスへと接近する。あと十数メートル。トウトビがボスを攻撃できる位置まで走ると、地面から新たな【ソーンウィップ】が現れる。

「ちっ、まだ取り巻きが居たのか。ここからじゃ、間に合わない」

　背後でタクが再生し始めた別の【ソーンウィップ】に対処している。ここは、俺一人の力で切り抜ける。

「生産職の底力、見せてやる！」

　左右より襲おそい来る茨を視し認にんし、【空の目】が思考する時間を得る。どう足あ搔がいても無事には潜くぐり抜けられない。俺は、敢あえて、ダメージ覚かく悟ごで突撃する。

「──【ボム】！」

　右の掌てのひらに押し当てたマジックジェムを襲い来る茨に押し当てて、爆ばく破はさせ、左から来る攻撃には、逆に近寄って最小限のダメージを潜り抜ける。

　自身の【ボム】のマジックジェムと茨のダメージで【身代わり宝玉の指輪】の宝石が壊こわれたが十分だ。

　残り、五メートル。あと、数歩で辿たどり着く距離で足が止まる。




「あと少しなのに！」

　足元を見れば、先ほど襲って来た茨とは別の物が地面から生えて左足首に絡からまっている。

「お姉ちゃん！」

　ミュウの声が聞こえる。今の俺は、新たに生える茨に足首からジワジワと締め上げられている。ここで破れかぶれで俺の影に潜ひそむトウトビが現れても俺と同じように茨に捕つかまるだけ。

　まだ、諦あきらめるか！

「ミュウ！　光を！　それも最大級の！」

「っ！　わかった。──《ライト》！」

　俺の言葉の意味が正しく伝わった。ミュウの放った補助魔法の《ライト》は、目も眩くらむほどの光度を持って、周囲を照らす。その影えい響きようで俺の影は、【カニバル・プラント】の近くへ長く、伸のびていく。

　そして──

「駆かけ上がれ、トウトビ。──《クレイシールド》！」

「ずっと、この瞬間を待っていました。──《ネックハント》！」

　影の中でずっと潜ひそんでいたトウトビが、影の中より跳び出す。

　俺がワニ頭への道として足場となる土つち壁かべを生み出し、トウトビがそれを駆け上がっていく。土壁から跳ちよう躍やくしたトウトビの手に握にぎられた短刀が光を放ち、ワニ頭の喉のど元もとに振ふり抜かれる。大きな弧こを描えがいた斬撃は太いワニの首に傷を付け、そのまま、頭部だけが崩れるように消えていく。

　残った茨いばらは、徐じよ々じよに縮み枯かれて、最後に残るのは、美しい一輪の巨きよ大だいな薔ば薇ら。

　そして、その中に一人の女性が立ち上がる。

「ありがとう、妖よう精せい郷きようの民たみたち。外の世界に助けを求めてくれて。そして、ありがとう、妖精郷の民たちの求めに応こたえてくれた人間たちよ」

　柔やわらかな、透すき通る声で話し始めるＮＰＣ。全員が彼女の周りに集まり、ＮＰＣは、その折りたたまれた羽根を広げて、淡あわい燐りん光こうを発する。

「私は、妖精郷の妖精女王。この度たびのこと、皆みな様さまに感謝とお礼を」

　限定クエスト【妖精郷を救え】を無事にクリアすることができた。

　それぞれのプレイヤーと彼らをこの場に導いたパートナーの妖精が寄り添そい、妖精女王と向かい合う。すると、この枯れ果てたお花畑も【カニバル・プラント】の巨大な薔薇を地面に吸収し、色とりどりの花を咲さかせ始め、離れた森の中から隠れていた妖精たちが集まり始める。

「これは……」

「この妖精郷は、この度魔ま物ものの襲しゆう撃げきを受け、大きなダメージを負いました。これから元通りにするために皆で力を合わせていくつもりですが、今はお礼と呼べるものがありません。なので──」

　妖精同士で伝わる何かだろうか。小さく話し始めた妖精女王とそれを受けて頷うなずく妖精たち。もちろん、俺の近くに浮うくイタズラ妖精も頷き、俺の前に立つ。

「それじゃあ、あたいのことよろしく」

　そう言って、緑色の光の粒りゆう子しへと変わり、俺の右手の指に嵌はまる無ぶ骨こつな鉄のリングへと吸い込まれていった。

　タクやミュウたちも同じようにそれぞれの装備や体に妖精たちが吸い込まれて、消えていった。







　　　六章　願いと死神







「これは、どういう報ほう酬しゆうなんだ？」

　俺の呟つぶやきに、重要ＮＰＣの妖精女王が答えてくれる。

「人間たちにお礼としてお渡わたしできるようなものが今の妖精郷にはありません。ですので、あなたたちに取り憑ついた妖精たちがあなたたちの求めに応じて、可能な範はん囲いで三度の【願い】を叶かなえる。これが今回の報酬です」




　そう聞いて俺は、イタズラ妖精の憑いた無骨な鉄のリングを確認する。





妖精憑きの鉄のリング【装そう飾しよく】

ＤＥＦデイフエンス＋２　追加効果：【妖精憑き（３／３）】






「おう、お助けアイテムか」

　アクセサリーの追加効果に枠わくがある装備や枠の無い装備を持つプレイヤーは、代わりにインベントリにある装備にランダムで【妖精憑き】が発生したようだ。

　全員が、その装備を取り出して眺ながめている。

「あらら、私たちの妖精たちがアクセサリーになっちゃった」

「それにしても可能な範囲ですか……どんなお願い事をすればいいのでしょうか」

　ミュウとルカートは、それぞれ願いの内容について相談し、みんなもそれぞれ相談し始める。

「よーし、俺が一番に使うぜ！」

「ガンツ！　早まるな！」

「出いでよ！　妖精！」

　ケイの忠告を無視して、一人【妖精憑き】のブレスレットを掲かかげるガンツは、そこから妖精を呼び出す。

「はいはい。早さつ速そく、僕に何を頼たのむの？」

「俺の願いは──武器を強化する最強の素材が欲ほしい！」

　そのあまりの願いに俺たちは、呆あきれてものが言えない。可能な範囲の願いなのに……

「最強って具体的になにさ～」

「そりゃ、ドラゴンとか、巨きよ人じんとかそういう最強生物の強化素材だよ！」

「そんなの妖精一いつ匹ぴきに叶えられるわけないでしょうに」

　そう言って、願いを拒きよ否ひされてしまう。

「えっ、駄だ目め？　じゃ、じゃあ、えっと、もう少しランクを落とした強化素材とかを採とって来てくれ！」

「それも無理だよ。ねぇ、他ほかに願いはないの？　ないなら帰るよ～」

「えっと、あっと……」

「10、９、８……」

　無情にもカウントダウンを始める妖精にテンパるガンツ。そして──

「なんでもいいから強化素材を採とって来てください！」

「はい。時間切れ。じゃあね」

　カウントダウンに間に合わずに、妖精は再びブレスレットの中に戻もどっていく。

「へぇ、こんな感じなのか」

　不明確な願い事によって無駄に消費された【妖精憑き】の効果によって、ガンツの残りの願いが二回になった。それに落らく胆たんし、両手両りよう膝ひざを地面に突いてうな垂れるガンツに、他の面々は慰なぐさめるでもなく冷静に分ぶん析せきする。

「うーん。ということは、もっと手軽に叶えられる願いのほうがいいんだな。願いのサンプルからどの範囲の効果かを調べないとな」

「ガンツさんのお蔭かげで私たちが慎しん重ちように願い事を考えられてよかったです」

「ガンツ、お前の犠ぎ牲せいは無駄にはしない」

「せめて、慰めてくれよ！」

　タク、ミュウ、ケイの順番で掛かけられる言葉に対してガンツが吼ほえた。

　その他の全員から生温かい目で見守られるガンツの相変わらずの様子に苦笑いが漏もれる。

　そんなやり取りが落ち着き、ＮＰＣの妖精女王が俺たちに声を掛ける。

「それでは、そろそろ皆さんを人間の世界へと送ります。この度は、ありがとうございました」

　時間が来たのか、俺たち全員の足元にフェアリーサークルで転移した時と同じ光が伸び始める。

　光の柱が完成するまでの間、隠れていた妖精たちが手を振って見送ってくれる。

　できれば、次は美しくなった妖精郷を訪おとずれてみたい。などと思いながら、俺たちは転送される。

　フェアリーサークルでの転送で戻される場所はてっきり元の場所かと思っていたが、合同パーティー全員が第一の町のポータルの前に転送されていた。

「さてと、クエストもクリアしたし、この後どうする？　【妖精憑き】の効果を検証するために人でも集めるか？」

「はいはーい！　この後、打ち上げにどこかに食べに行こう！」

　クエストが終わり、皆が次の動きを始める。

　タクが中心になって行う【妖精憑き】の検証グループ。

　ミュウが中心となって行うクエスト終しゆう了りようの打ち上げグループ。

　そして、その他の人として、疲つかれたために休きゆう憩けいを挟はさむグループ。

「俺は、一度【アトリエール】に戻ってそのままログアウトするよ」

「えー、一緒に行こうよ」

「ちょっと疲れたからな」

　そう言って、甘い物巡めぐりを画策するミュウの頭を一撫なでして落ち着け、メンバーの輪から離はなれる。

【アトリエール】では、ＮＰＣのキョウコさんが出で迎むかえてくれて、やっと帰って来た、という気になり、長い吐と息いきが漏れる。

「ユンさん、おかえりなさい」

「ただいま、キョウコさん。お店で何か変わったことはあった？」

「普ふ段だん通り、常連の方々がポーションなどを買っていっただけです。あと、ハイポーションの補ほ充じゆうを優先して頂けたらと思います」

「了りよう解かい。後で確かく認にんするよ」

　俺は、疲れた、と思い、リゥイとザクロで癒いやされようと、二匹ひきを召しよう喚かんする。

「きゅ～」

「疲れた。リゥイ、ザクロ。ちょっと癒して」

　俺は、リゥイにもたれ掛かかり、ザクロをお腹なかの前に抱だき、カウンター裏の床に座り込む。

　しばらく、無言でリゥイとザクロの暖かさを感じているが、二匹の様子が少し落ち着かない。何かを探すように見回したかと思えば、ザクロは俺の右手をしきりに舐なめ始める。

「どうした？　何かあるか？」

　そう言って、ザクロを落ち着けるように撫でていて気が付いた。

　ザクロが気にしているのは、俺の右手ではなく、【妖精憑き】の指輪だ。

「そっか。最近、いつも一緒だったからな。ああ、イタズラ妖精は確かにここにいるぞ」

　リゥイとザクロに見えるようにした【妖精憑き】の指輪に視線を集中させ、ザクロが指輪に何度も触ふれる。時には、俺の指ごと甘あま嚙がみするが、いつもの煩うるさいイタズラ妖よう精せいと違ちがうので小首を傾かしげる。

「居ないと居ないで淋さびしいものだな」

　居たら煩いイタズラ妖精も、このクエスト期間中に随ずい分ぶんとこの【アトリエール】に馴な染じんでいたことに気がつく。




　　　　●




　期間限定の妖精クエストの期限が迫せまり、続々とクエストの情報が集まって来る中で、既すでにクリアした俺は、【アトリエール】のカウンター越ごしに来店するプレイヤーたちから話を聞いている。

　そして、今の話し相手は──

「ユンちゃん。聞いてよ～」

「なに、どうしたのさ」

　涙なみだ目めで、愚ぐ痴ちを言いに来たセイ姉ねぇ。

「期限の半分を過ぎても妖精が手に入らないし、手に入ったと思ったら、クエストの途と中ちゆうで、死神やらＰＫたちが襲おそって来て、中々進まないの！　極きわめ付けは、最難関のソーントークンとか！」

「マジでお疲れ様」

　俺は、そう言って、そっと甘い飲み物を出して落ち着いて貰もらう。

　詳くわしい話を聞くと、クエスト開始直後に色々な人にパーティーに誘さそわれたが、自力で見つけられるだろうと思い、遠えん慮りよしたり、他の人を優先したりしていたらしいのだが結局引き当てられずに、ミカヅチに手伝って貰っているらしい。

　他ほかにも、ミカヅチがいることでＰＫのフレインたちが積極的に襲ってくるとか。

　また妖精クエストと同じアップデートで追加された、ランダムに出現してプレイヤーを襲う徘はい徊かい型のボスＭＯＢである死神・グリムリーパーとの遭そう遇ぐうや、強ＭＯＢ化したソーントークンに手こずるなど、苦労が絶えないようだ。

「ユンちゃん、話を聞いてくれてありがとう。お蔭で少し落ち着いた」

「そりゃよかった。それでセイ姉ぇは今、クエストはどの辺なの？」

「今は、最後の妖精郷きようへの突とつ入にゆうかな。ユンちゃんたちみたいにオプション盛り沢だく山さんの高難易度コースになりそう」

「セイ姉ぇなら大だい丈じよう夫ぶだって」

「もしもクエストクリアできなかったら、邪じや魔ましてきたＰＫたちをもう一度返り討うちにしてお金を搾しぼり取って【妖精憑つき】の装そう飾しよく品を買う」

　涙目で、物ぶつ騒そうなことを口にするセイ姉ぇ。一応、金はあるのだから、ＰＫの賞金狙ねらうよりも普ふ通つうに買い求めればいいだろう。

　ただ現在、露ろ店てんやオークションで売られている【妖精憑き】は、プレミア価格でとんでもない値段になっている。下限が１００万Ｇ。上限は５００万Ｇ前後とかだ。

「じゃあ、ユンちゃんから２００万Ｇで買い取るってのはどう？」

「だめ！　絶対に譲ゆずらない」

　俺は、自分の右手の指輪を守るように左手で握にぎり締しめる。

「でも、ユンちゃんって、そういう回数限定のレアアイテムって使わないよね」

「うっ……確かに」

　図星を指されて、呻うめき声を上げる。確かに、そういうアイテムの使い渋しぶりがゲーム下べ手たな要因の一つなのかもしれない。ここぞ、という時に使えずに、負けることも往々にしてある。

「──エリクサー症しよう候こう群ぐん」

「ううっ、でも譲らない。大事なものだから！」

　イタズラ妖精と自分を繫つなぐ大事なものだから、セイ姉ぇにも譲れない。

「そんな失敗した時のことを考えるよりもクエストクリア後に【妖精憑き】をどう使うか、考えた方が建設的だろ」

「そうね。ユンちゃんをちょっと弄いじり過ぎたかも」

　セイ姉ぇ……。とジト目を向ければ、ごめんね、と小さく謝られた。

「そうね。私は、三回とも強化素材の取り寄せかしら」

「そうなんだな。人によっては、一時的な攻こう撃げきオプションみたいなお願い事もできるらしいから使い方は色々らしいな」

　現在、判明している【妖精憑き】の使い方としては、アイテム取り寄せ、お金取り寄せ、攻撃補助、ステータス補助、耐たい性せい補助、クエストヒント、経験値取得ボーナスなどの効果を持ったお願いができることが分かっている。どれも小さなあれば楽なものだけど、なくても問題ない。

　はっきり言ってしまえば、今回のクエストの報ほう酬しゆうとしては割に合わない内容だったりする。

　個人的には、妖精と過ごした時間の方が価値あるものだった。

「それじゃあ、ユンちゃん。私、そろそろ行くね」

「セイ姉ぇ、頑がん張ばって。ほら、餞せん別べつのポーション詰つめ合わせ」

　これから妖精郷に突入するセイ姉ぇにいくつかの薬を渡わたしたところでふと、これも使えるのでは、と思い、一枚の紙を取り出す。

「セイ姉ぇ。これも持って行って」

「ユンちゃん、これは？」

「俺がパーティーから分断された時に作った迷めい路ろの地図。罠わなの種類とか、宝箱の中身とか、まぁ細かいデータを色々書き込んである」

　マップを全部埋うめたわけではないし、もしかしたら毎回迷路の構造が変化している可能性もある。それでも罠の種類などが分かれば、警けい戒かいすることもできるだろう。

「ユンちゃん、ありがとう。有効に使わせて貰うね」

　そうして【アトリエール】を出て、ミカヅチやギルド【ヤオヨロズ】の面々とクエストに向かうセイ姉ぇ。

　後日談であるが、渡した地図は罠の解除の時に非常に役立ったらしく、ダンジョン探たん索さく系プレイヤーも独自に紙にマッピングするプレイヤースキルを磨みがくようになったらしい。




「さて、俺たちも散歩に行くか」

　セイ姉ぇが来ていたことで静かに冷たい床ゆかにだらりと寝ねそべっていたリゥイとザクロが起き上がり、入り口のところに移動して、早く行くぞ、とでも言いたげな目を向けてくる。

「分かってる。今日は、東側で適当に薬草や鉱石を採取しながら、第二の町の向こうまで行こうか」

　そうして、気の向くままに予定を決めて、リゥイとザクロを連れて、歩き出す。

　露店や屋台を覗のぞきながら、時に知り合いのプレイヤーと軽い挨あい拶さつを交かわして、町の外へと出る。

　既にプレイヤー間の話題は、【妖精憑き】のアクセサリーの使い道が中心となっている。

「はぁ、俺は決められないんだよなぁ」

　俺の重い溜ため息いきに反応して、リゥイとザクロもはふぅ、と重苦しい溜息を吐はき出す。

　セイ姉ぇに言われたように、エリクサー症候群のような勿もつ体たい無ない精神と使う目的がないために、俺は使い道が決まっていなかった。

「まぁ、急ぐわけじゃないんだし、緊きん急きゆう用のアイテムってことでいいかな」

　と一人呟つぶやくが、その選せん択たくに納なつ得とくしているかと言えば、また微び妙みようだ。

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだろうな」

　そう言いつつ、俺は、地面に生えた薬草をプチプチと千ち切ぎって採取していく。

　のんびりとした空気と青空の下を無心で歩き、気が付いたら東の森へと辿たどり着いていた。

「ああ、ここまで来てたのか。それじゃあ、この辺で一休みするか」

　東の森のセーフティーエリアに立ち寄り、インベントリから温かいお茶を取り出して、倒とう木ぼくの椅い子すに腰こしかける。リゥイとザクロは、来る時に屋台で買った冷やしキュウリを与あたえると、ぽりぽりと齧かじっていた。ただ冷やしただけのキュウリだが、みずみずしくて美お味いしいのだろう。二匹ひきともすぐに一本食べてしまい、二本目を要求してくる。

「はいはい。二本目な……っ、なにか来る」

　俺は、取り出した冷やしキュウリを構えて、草むらの方向からやって来る気配を待つ。

　敵対するような感じではないが、小さいためにグレイラットか、と警戒したところ、小さな縞しま模も様ようが飛び出して来る。

「ブヒッ」

「うり坊ぼう！　元気だったか！」

　ビッグボアの幼よう獣じゆうは、前に出会った時と変わらない元気な姿でこちらに駆かけ寄って来る。

　その鼻は、俺が取り出した冷やしキュウリへと向いており、差し出したら、躊躇ためらいなく齧りつく。

「あははっ、なんか、俺の周りに来るＭＯＢってみんな色気より食い気だなぁ」

　最近は、南の湿しつ地ち帯たいで出会う火の玉のＭＯＢであるウィスプも俺を見かけたら薬草貰いに近づいてくる。なんだろうな、各地でこうした友好的なＭＯＢが誕生しそうだ。

「ブー」

「なんだ、もう食べ終わったのか」

　少し硬かたい毛を持つうり坊を撫なでると、なにかを探すように視線を彷徨さまよわせている。

「……やっぱり、お前もイタズラ妖よう精せいを探してるのか」

　リゥイとザクロと同じように俺の肩かたや頭上を飛び回っていたイタズラ妖精を探すうり坊。

　そして、その匂においを感じ取ったのか、撫でている俺の右手に鼻を押し付けて、首を傾げている。

「今は、イタズラ妖精は居ないんだ。ごめんな」

　俺の呟きに納得したのか分からないが、うり坊は近くの草むらへと駆け出し、頭を突つっ込こんで何かを掘ほり返している。

　その様子をしばらく眺ながめていると、うり坊が何かを咥くわえて戻もどって来た。

「これは……化石か。うん、ありがとう、貰っておくよ」

　うり坊は、未み鑑かん定ていの化石を渡して、満足して森の中へと帰っていく。

　次来た時も同じことになりそうだ。と苦笑いを浮うかべて、お茶を飲み干して立ち上がる。

「リゥイ、ザクロ。休きゆう憩けいは終わりだ。次に行くぞ！」

　うり坊とも再会できて、楽しい気分になったが、同時にやはり何か物足りないと感じつつ散歩を再開する。

「早く【妖精憑き】の使い道を決めないといけないのかな」

　俺はそうぼやきつつも、そんな機会は先だろうな、と思っていたが、案外それは早くにやってきた。
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　当てのない散歩であっちこっち自由気ままに歩いている中でそれは唐とう突とつに起こった。

　紫むらさき色いろの濃のう霧むが立ち込め、視界が一気に悪くなる。

　そして、森の奥から湧わき出すように広がる冷気に身を震ふるわせる。

　突とつ然ぜんの空間の変化に驚おどろくと同時に、周囲から一いつ切さいの音が消える。

　小鳥の囀さえずりも、地面と擦こすれる足音も感じられない。

【空の目】と【看破】を組み合わせた索さく敵てきでも周囲に一切の存在を確かく認にんすることができない。

「なんだ、これは。全すべてが消えた」

　消えたような……いや、逆だ。俺がこの何もない空間に取り込まれた。

　共に歩いていたリゥイとザクロは、俺に身を寄せてくる。リゥイは、鬣たてがみを逆さか立だてて最大限に警戒しており、逆にザクロは、尻尾しつぽを膨ふくらませて怯おびえている。

「リゥイとザクロを危険に晒さらせない。戻れ──《送そう還かん》」

《送還》のスキルを使い、召しよう喚かん石へと戻す。

　俺は紫色の濃霧が立ち込める空間で一人周囲に目を配る。

「……何かが居る」

【看破】のセンスがある一点から何かが迫せまって来るのを感じ、そちらの方に向く。

「こいつは、敵なのか？」

　現れた存在は、ペストマスクに、つば広帽ぼう子しを被かぶり、カラスの羽根が張り付けられた漆しつ黒こくのマントを着ている。

　頭上に浮かぶ名前には、【死神・グリムリーパー】と表示される。

「こいつが、アップデートで追加された徘はい徊かい型のボスか」

　ソロで戦うつもりなど毛頭なく、逃にげる前提で対たい峙じしている。

『カカカカッ』

　カラスの鳴き声に似た声を発したグリムリーパーは、一いつ瞬しゆんにして距きよ離りを詰めてくる。

「っ!?」

　無造作に振ふるう腕うでを見ずに、横に跳とぶようにして避よける。

「危なっ。攻撃速度が速いな」

　グリムリーパーの武器は、死神らしく鎌かまだ。

　右手には、何十本と見せつけるようにマントの袖そでからじゃらりと垂らす無数の鎖くさり付きの鎌。左手には、地面に半分近く埋うまっている身の丈たけほどの刃は鎌がま。それを片手で無造作に振るっている。

　そして背中には、折りたたまれた巨きよ大だいな大鎌を背負い、こちらを見ている。

　最初の背後からの一いち撃げきは、左手に持っている刃鎌の振り下ろしだ。【空の目】で見てからでは間に合わないが……

「……それほど怖こわくはない」

　存在自体が異質なだけで、大型ＭＯＢのような圧あつ迫ぱく感はない。どちらかというと存在感が薄うすい感じだ。

　そう思った瞬間に──

「っ!?」

　再び一瞬で距離を詰めて、刃鎌を無造作に片手で振り抜ぬくグリムリーパー。今度は、上体を後ろに反そらすようにして避けるが、髪かみの毛が何本か切られて、宙を舞まう。

「こ、怖こええぇぇぇぇっ」

　こいつ、やっぱり怖い！

　存在感が薄いってことは、動きの初動が読み辛づらい。気が付いたら、目の前に居る。

　直線的な瞬発力が気配の薄さと相まって、突然目の前に現れたように感じる。

　そんなグリムリーパーから逃げるために、全力を尽つくす。

「《付加エンチヤント》──ディフェンス、スピード！」

　防ぼう御ぎよと速度の二重エンチャントを施ほどこし、グリムリーパーに背を向けて走り出す。

　紫色の霧きりに覆おおわれた森で出口も分からずに、ただ逃げる。

　グリムリーパーに捕つかまれば、負ける。ならば、我が武む者しや羅らに逃げなければならない。

「あいつは──」

　一瞬、背後を振り返れば、グリムリーパーは、のっそりとした動きで俺の方へと向き直っていた。俺が対峙した位置から一歩も動かずにいる。これなら、もしかしたら、逃げられる。そんな希望を見み出いだし、一瞬で打ち砕くだかれる。

「──噓うそだろ」

　俺へと接近した瞬発力は高い。だが、それ以外の移動能力は、低いと予想していた。グリムリーパーの直線的な移動に対して、ジグザグに走れば、逃げられると考えていたが甘かった。

「あの鎖付きの鎌ってそんな使い方かよ！」

　右袖からぶら下げていた鎖付き鎌が振るわれ、鎖同士が擦れる音を立てて、森に生える木に突き刺ささる。そして、鎖を巻き取るように服の内側へと飲み込み、一気に距離を縮めてくる。

『カカカッ』

「っ!?　くそ──《ボム》！」

　突き刺した鎖鎌で体を支え、木の幹みきに垂直に立つグリムリーパーに最下級の魔ま法ほうを使う。ダメージは与えられないことは承知の目め眩くらましだ。

　殆ほとんど意味がない行動だと分かっているが、それでも追われる恐きよう怖ふ心を紛まぎらわせるために、敢あえて放ち、走り続ける。

　ボムで巻き起こされた土つち煙けむりが晴れた先には、首を傾かしげ、何でもないように立っているグリムリーパーがいた。

　このままじゃ追い付かれる、と思い更さらに足を速め、走り出す。

　グリムリーパーは、鎖を利用して、一気に距離を詰つめ、その度たびに大鎌を振るう。その必殺の攻こう撃げきをなんとか避けながら、この濃霧の森の出口を探す。

　時折、焦しよう燥そう感から無意味な《ボム》や《クレイシールド》の足止めをするが、グリムリーパーはその全すべてを真正面から受け止めるか、大鎌で切り裂さいていく。

「はっ、はっ、はっ──」

　延々と走り続け、途と中ちゆうでグリムリーパーの姿を見失った。

「奴やつは、どこに……」

　一本の樹きに寄り掛かかるように背中を預けて、辺りを確かめる。

　上がった息を落ち着けるために、肩で息を繰くり返し、徐じよ々じよに落ち着く。

　周囲の霧はまだ色濃こく残るが、ふと一つの希望的観測が過よぎる。

「まさか……逃げ切れ──っ!?」

　逃げ切れた。その予測は、早くも裏切られる。

　地面より飛び出した鎖鎌が、俺と背を預ける樹へと巻き付く。

「しまった!?　捕まった！」

　何重にも鎖が巻き付き、木の幹に鎌が深く刺さり、俺の体がからめとられてしまう。

　一瞬の気の弛ゆるみで逃げ遅おくれ、捕まってしまった。

　体を捩ひねり、鎖から抜け出そうとするが、ガッチリと食い込んだ鎖は、擦れる金属の音を上げるだけで逃げられない。

　何かないか、と視線を彷徨わせれば、地面より伸のびる鎖のその先を目で追ってしまう。

　かさ、かさ……

　森の枯かれ葉はを踏ふむゆっくりとした足音が聞こえ、少しずつ紫色の霧に黒いグリムリーパーのシルエットが浮かぶ。

「抜けろ、抜けろ、抜けろ！」

　強ごう引いんに抜け出そうと力を込こめ、体を捩って、隙すき間まを作り出そうとするが、抜け出せない。その間にも死神は、鎖を頼たよりに少しずつこちらに近づいてくる。

　何か、方法は──と自分の持つアイテムを必死に思い出して、この場を抜け出す方法を考える。

　その間にも《クレイシールド》や《マッドプール》などの足止めの地属性魔法を使用するが、土つち壁かべは、切り裂かれ、泥どろ沼ぬまは、平然とその上を歩いてくる。

「どうする、どうする、どうする、どうす──」

　鎖に押さえつけられた腕を見て、一つの方法を思い浮かべる。

　ここで【妖よう精せい憑つきの指輪】の効果を使えば、もしかしたらグリムリーパーに勝てないまでも追い返すか、逃げ出すことができるかもしれない。その考えを実行する前に頭上から差す黒い影かげを見上げて、思考が停止する。

　俺の目の前に立つ死神は、鳥を模したマスク越ごしにこちらを見下ろしている。

「あかっ──」

　無造作に振るわれた鎌が俺の体の肩かたから斜ななめ下に振り抜かれる。心の準備もなにもないままに襲おそわれ、満タン状態のＨＰが一瞬で刈かり取られる。

　暗転する視界の中で、通常とは違ちがうメッセージが表示される。





※特定ＭＯＢによって倒たおされた場合、通常とは別にデスペナルティーが発生します。

　ＭＯＢ【グリムリーパー】のペナルティーは、ステータス低下期間延長【72時間】






　流石さすがに、このデスペナルティーは、シャレにならない。通常のデスペナルティーが一時間なのに対して、三日というのはいささか理り不ふ尽じんに思う。

　突然現れた敵にやられて、三日もステータス低下のデスペナルティーは、避けたい。

　俺は、迷うことなく、蘇そ生せい薬の使用に対して『ＹＥＳ』を選せん択たくする。

　こんな悪夢的な状じよう況きようは、目を覚ませば消えている。そう願い、復活した先には、鎖鎌を回収し、背を向けるグリムリーパーが見えた。

「終わってないのか。なら逃げるしかない」

　俺の復活にマスクを傾げる愛あい嬌きようのある動きをする死神。だが、次は「まぁいいか。もう一度刈り取れば」とでもいうように再びその鎌で俺の体を刈りに来るだろう。

　俺は、必死で逃げ、走りつつ、ハイポーションをがぶ飲みする。

「はっ、はっ……全く運がない」

　出会ったら最後、死に戻もどり覚かく悟ごのＭＯＢに出会ったことを不運に思いつつも必死に逃げる。

　一度の死亡状態からの復活で自身に掛ったエンチャントが全て解除されたために、再度エンチャントを掛けながら走る。

　またもや鎖鎌を使った高速移動で追ってくるグリムリーパーだが、今度は視界から外さない。

　全力回かい避ひのために弓も包丁も使えず、相手の攻撃の一挙手一投足を注視して逃げ続ける。

　それでも相手の方が強く、【空の目】で攻撃の瞬間に思考時間を引き延ばしても、回避できない攻撃を受ける。その都度、死亡と復活を繰り返してはまた逃げる。

　移動し、逃げ続けることで次し第だいに森を覆う紫むらさき色いろの濃のう霧むが薄くなっているのを感じ、このままなら逃げ切れるかもしれないと思う。

「──光だ」

　森の切れ目、濃霧が薄くなる場所が見えた。あそこさえ抜ければ、この必死の鬼おにごっこも終わる。そう思った。一瞬の気の弛みが再び、死に直結する。

「また、か──」

　振り抜かれた刃鎌が見え、自分の体が再びくずおれる。

　視界に浮うかぶメニューで迷わず、『ＹＥＳ』を選ぶ。これでもう蘇生薬は残されていない。

「賭かけに出る！　──【ボム】！」

　大量にばら撒まいたボムのマジックジェムを発動させて、俺は一気に森の出口へと踏み出す。目眩しの魔法によって足止めして逃げ切れれば、俺の勝ちだ。

　そう考えて踏み出した一歩がスベリ、地面へと倒れる。

「くそっ、なんで、ってなんだこれは……」

　そうして立ち上がろうとして気が付く。足に絡まる鎖鎌。その先には、多重爆ばく撃げきを受けても無傷の死神がいる。

　腕うでを引けば、鎖が巻き取られ、俺は再び地面へと倒れ込む。

「あぐっ、ここまで来たのに……」

　貴重な蘇生薬を大量に使って逃げたのに、結局逃げ切れないなんて……出口へと右手を伸ばし、少しでも近づけるように這はおうとするが、鎖に引かれる力に負けてズルズルと地面を引き摺ずられる。

　右手の指に嵌はまる【妖精憑き】の指輪を使おう。その考えに再び冷や水を掛けられる。

　跪ひざまずく俺の首下にグリムリーパーの鎌が差し入れられた。鈍にぶく光る鎌は、それだけで恐きよう怖ふを感じさせる。

　まるで処しよ刑けいを待つ罪人な気分になる。

　この拘こう束そくされ続ける悲しさと一人でいる寂さびしさが胸の内に湧わき上がる。

　そして、視界に映る【妖精憑き】の指輪に悲しさと寂しさが結びついて、場ば違ちがいな考えが過る。

　──指輪の中は、寂しいのかな。

　その疑問に、死神への恐怖は完全になくなっていた。

　迫せまる鎌になんの恐おそろしさも感じず、ただあるがままを受け入れる心持ちだ。最後に残念なのは、全く手も足も出なかったことだろう。

　そして、刃鎌が首を刈り、俺の意識は完全に闇やみに落ちる。







　　　終章　解放と蜂はち蜜みつ







　目覚めたのは、【アトリエール】の工こう房ぼう部の冷たい床ゆかの上だった。

　惨ざん敗ぱいだった。死神・グリムリーパーは、畏い敬けいの念すら覚えるボスＭＯＢだった。

「あはははっ、完全に負けたよ」

　元々、戦うまでもなく、負けるのは分かっていた。だが、どこかで逃げられると思っていたが完全に負けた。

「敵かなわなかった。少しのダメージも与あたえられなかった」

　手も足も出ない、それでいて厭いやらしさのない存在感。まさに、プレイヤーを狩かるだけの敵ＭＯＢは、それだけで奇き妙みようで恐ろしくも、強く敬うやまいたくなる存在だった。

　そして、グリムリーパーとの戦いの中で、俺自身が一つの答えを見つけた。

「さぁ、イタズラ妖よう精せい、出て来い！」

　俺は、自身の指に嵌はまる指輪に対して、語り掛ける。

　三度の妖精召しよう喚かんを可能とする【妖精憑つき】の指輪。その最初にして最後の願いは、決まっている。

「呼ばれて、飛び出て──って、うわっ!?　あんた、なんでそんなにボロボロなの!?」

「うるさいなぁ。久しぶりに会ったのに」

「えっ！　えっ!?　大だい丈じよう夫ぶなの？　なんでこんな状態で、あたい呼んだの!?」

　呼び出されたイタズラ妖精は、状況が分からずにオロオロとしていた。だから、俺は、妖精に自分の気持ちを伝えていく。

「まぁ、落ち着け。これは、ちょっと前に相手とやりあって、負けたんだ」

「なに!?　そいつをぶっ飛ばせばイイのか!?」

「違う。まぁ、聞いてくれ」

　ＮＰＣ相手にこんな言葉を真ま面じ目めに口にするなんて、俺も変だな、と思いながら、グリムリーパーが気づかせてくれた気持ちを口にする。

「俺はな。お前の扱あつかい方に困ってたんだよ。自由だし、イタズラ好きで俺を困らせる。それにお菓か子しの食べカスとかその辺に散らかす」

「むぅ、なんか、ボロボロに言われている気がするんだけど」

「けどな。お前との行動って、そんなに悪くなかった。それで、クエストが終わって、俺の指輪にお前が取り憑ついて、三つの願いを叶かなえてくれる、って言われた時、何も願いがなかった」

「…………」

　イタズラ妖精は、困こん惑わくしたような表情で黙だまって聞いている。いつもなら冗じよう談だんの一つでも入れるのに、良い子だ。

「色々なプレイヤーに妖精に叶えて貰もらった願いを聞いたんだ。俺は、そのどれもが、しっくりこなかった。呼び出す以外に応こたえてくれないって、ちょっと寂しくて悲しいなって思った」

　俺は、一度、言葉を切る。妖精に俺の願いを伝えるために──

「それでさっき、気が付いたんだ。俺は、お前と友達でいたい。だから──【解放】する」

　その一言に、【妖精憑き】の指輪が願いを聞き届け、イタズラ妖精との繫つながりが消えた。

　その願い事に、大きな目を何度も瞬まばたきさせるイタズラ妖精。

「解放、解放って、あたいは、自由だぁぁぁぁっ！」

「うわっ、ちょ！」

　いきなり、吹ふき荒あれる風が【アトリエール】の工房部に巻き起こり、そして、窓が大きく開け放たれる。工房部を飛び回り、風を起こすイタズラ妖精は、楽しげな笑い声を響ひびかせる。

「あたいは、自由を愛する風のイタズラ妖精だよ！　誰だれかの命令を受けるような【妖精憑き】は性しように合わなかったからね！　最高に、テンション上がってきたぁぁぁっ！」

「ああ、よかったな！」

「うんうん。それじゃあ、ユンとあたいは、対等な立場だ！」

「ああ、そうだな」

「だから、あたいは、自由にさせて貰うからね。じゃあね！」

　そう言って、窓から飛び出していってしまう。

　えっ!?　ここってもう少し親しん睦ぼくを深めたり、会話する場面じゃないの。いきなりどこかに行ってしまい、風が収まれば、誰もいない。

「……ぷっ、全く。あいつは、どこまでも自由なんだから」

　これでもう二度と会うことがなくても、なんだか清すが々すがしい気分だ。

「あーあ。まぁ、悩なやましい【妖精憑き】の指輪がなくなっただけ良しとするか」

　そう言って、俺は、自身の指に嵌はめられた指輪を空に掲かかげて見直す。

　そして、気が付く。指輪が更さらに変化していることに。





フェアリーリング【装そう飾しよく品】（重量：１）

ＤＥＦ＋５　ＭマＩイＮンＤド＋５　追加効果：妖精の祝福






　無ぶ骨こつな鉄の指輪が【妖精憑き】の指輪に変化し、更にイタズラ妖精が祝福を残して、ユニークアクセサリーに変わっていた。

【祝福】の効果は、ステータスの微び上じよう昇しようや、成功判定のあるスキルの成功率の微上昇。レアドロップ率の微上昇など。あれば便利な小さな効果が一つに集約されている。

　自然と、ふっ、と笑えみが零こぼれてしまう。これだけで十分だな。

　そして、ボロボロだった体や装備を確かく認にんすれば、時間経過で汚よごれは消失し、防具のダメージも、ＭＰを吸収して回復している。

　人前に出てもおかしくない、と感じたところで、【アトリエール】の店てん舗ぽ部から声が掛かかる。

「こんにちは～。ユンさん、いますか？」

「ああ、待っててくれ」

　間延びした声の主ぬしは、レティーアだった。俺が店舗部へと出れば、レティーアが一人待っていた。

　いや、一人と一いつ匹ぴきだろうか。その頭の上に、レティーアと同じような表情できょとんと首を傾かしげている。

「ユンさん、こんにちは」

「ああ。それで、その頭の上の妖精は？」

「ええ、妖精クエスト終しゆう了りよう後に、使し役えきＭＯＢになる交こう渉しようで仲間にしました。風妖精のヤヨイちゃんです」

　無口で、ただ、よろしく、と言った感じで手を上げる風妖精。ただ、普ふ段だんなら素す直なおに祝福できていただろうが、その時の俺は、表情が引き攣つっていたかもしれない。

「あれ？　ユンさん、どうかしましたか？」

「えっ、いや、レティーア。実は──」

　先ほどイタズラ妖精を解放し、そのまま去ってしまったことを伝える。

　なので、このような明確な差を見せつけられたら、なんだか、親密度などの隠かくしパラメーターでも上げ損そこねたような気がする。まぁ、最初からあまりいい関係じゃなかった気はする。粘ねん液えき塗まみれにされたり、逆に瓶びん詰づめにすると脅おどしたりした。

「大だい丈じよう夫ぶじゃないですか？」

「そうなのかな？」

「だって、『じゃあね』って、また会いましょう、って意味じゃないんですか？」

　その言葉が心にすっと入り込む。

　別に、自由に飛び出したなら、自由に戻もどってくることもあるはずだよな。何もうじうじする必要なんてなかったのかもしれない。

「レティーア、ありがとう。何か、食べるか？」

「今は、ドーナツの気分です」

「俺に一から作れと申されますか」

　ジト目を向ければ、ユンさんならやれる、と期待に満ちた視線を頭上の妖精と一いつ緒しよに送って来る。

　俺は、全く、と溜ため息いきを吐つきながら、ドーナツを作る用意を始める。とは言っても、型抜ぬきドーナツではなく、ホットケーキミックスで作るピンポン玉程度の大きさの生き地じを油で揚あげた、丸型のドーナツだ。

　それに、粉砂糖を振ふり掛ければ完成する、簡単な代しろ物ものを大皿一いつ杯ぱいに載のせれば、涎よだれを垂らしながら食べ始めるレティーアたち。

　しばらくは、イタズラ妖精がいつ帰って来てもいいように、お菓か子しのストックでも用意しておくか。と小さく呟つぶやく。




　　　　●




　あのあと、レティーアが妖精を使役ＭＯＢにした話が広がり、ＯＳＯ内では、妖精クエスト終了後の【妖精憑き】のアクセサリーの使い道について、色々な議論が交かわされる中、俺たちの知り合いは、【解放】の選せん択たく肢しを選んだプレイヤーが多い。

「アイテムや一時の戦力よりも、その存在自体に価値があるからね。三度の召しよう喚かんを使い終われば消えるなら、最初から解放すればいい」

　そう言って、お茶に口を付けるエミリさん。

　俺はエミリさんとカウンター越ごしに話をしている。

　期間限定の妖精クエストが終わり、こうして再びのんびりとしたゲームの日常が戻って来た。

　解放した知り合いのケースでは、クロードが妖精を好き勝手に着せ替かえ人形扱いしたり、マギさんは、鍛か冶じの炉ろに祝福を与えて、火力を高めてくれたり、リーリーは、広大な個人フィールドの管理を一手に任せている。

「まぁ、そうなんだけど。クロードやマギさんたちは、なにもしなくてもただ楽しんでいるから、マスコットって役割もあるかもね」

　だが、レティーアの場合のように使役ＭＯＢとして力を貸してくれる妖精は少ない。

「まぁ、俺の場合は好感度が低かった。ってことかな」

「私はそんなことないと思うけどね。十分に楽しそうだったし」

　そう言って慰なぐさめてくれるエミリさんとエミリさんが解放した水妖精。

「それで、エミリさんの妖精は、どうして解放したんだ？」

「いや、結構室内の植物の管理が面めん倒どうだから、この子を解放して任せているの」

　また、贅ぜい沢たくな使い方だ。と苦笑いしたが、俺のイタズラ妖精は、ふらっと飛び去ってしまったために、少し羨うらやましく思う。

「まぁ、その内、ふらりと現れ──「やっほー、甘い匂においに誘さそわれてきたぜ！」──ほら、来た」

　何とタイミングが良いのだろう。と目を向けた先には、急降下してくるイタズラ妖精が居た。

「久しぶりー、元気にしてたか！」

「それは、こっちの台詞せりふだ。自由なイタズラ妖精」

　再会の感動はない。多分、一々驚おどろいていたらきりがない。

「えへへっ、あたい、妖精郷きように戻って、色々と持ってきたんだからな！　感謝するんだな！」

　そう言って、イタズラ妖精が差し出したものは、小さな壺つぼだ。

　中には、琥こ珀はく色の粘ねばり気けのある液体が詰つまっていた。

「妖精郷が再興して一番に出来た甘かん味みなんだぞ！　ユンの作る人間の旨うまい甘味と妖精の甘味。最強の旨さと最強の甘さが合わされば、それは、無敵になる！」

　差し出された小さな壺の中身は、【妖精郷の花王蜜ハニークラウン】という名の蜂はち蜜みつだった。

　全く、食い意地が張っている。そして、小さな壺を凝ぎよう視しする水妖精。

「わかったよ。それじゃあ、全員が食べられるように、ホットケーキを焼くからそれに蜂蜜掛かけようか」

「ただの蜂蜜じゃない！　蜂蜜の王様！　ハニークラウン！　すごいおいしいんだから！」

　全身で表現するイタズラ妖精に対して、ハイハイ、と適当に相あい槌づちを打ちながら、フライパンと小型のコンロに、先日使ったホットケーキミックスを取り出す。

「ホットケーキねぇ、最近食べてないわね」

「シンプルに蜂蜜を味わうなら、これだと思ったからね」

　そう言って、ふんわりと焼き上がったホットケーキを次々と重ねていく。

　仕上げに、三枚のホットケーキの上から【妖精郷の花王蜜ハニークラウン】をたっぷりと掛けていく。

　今すぐにでもホットケーキに頭から飛び込みそうな妖精たちやリゥイとザクロを抑おさえて、人数分に切り分ける。

　均等に蜂蜜と溶とけたバターの掛ったホットケーキの皿をテーブルに置いた瞬しゆん間かん、それぞれの妖精が群がり始める。

「うーまーいーぞ！」

「全く、大おお袈げ裟さな」

　大おお仰ぎようなリアクションをするイタズラ妖精に苦笑いを浮うかべる俺とエミリさん。

　次々と焼き上がるホットケーキをナイフとフォークで小さく切り分けて盛り付けた皿をリゥイとザクロに渡わたしていく。

　盛り付けたお皿が一枚、二枚、三枚ってあれ？　一枚多い？

「っていうか、一匹多い？」

　なんか、モフモフが一匹多かった。やや紫むらさきがかった小さい狼おおかみがザクロの隣となりでホットケーキをハフハフしながら食べている。

「うーん？　その子、前から居たじゃん」

「いや、知らんから！」

　俺の疑問に蜂蜜でベタベタの手を舐なめながら答えるイタズラ妖精。

「そこの樹きを見守っている子だよ」

「えっ、桃とう藤とう花かの樹ってことは、ガルム・ファントムか」

　咄とつ嗟さに警けい戒かいする俺とエミリさん。

　俺はフライ返しを、エミリさんはフォークとナイフを構えるが、ペタンと垂れた耳でこちらを見上げてくる姿に毒気を抜かれる。

　十メートルクラスのボスがこんな膝ひざ下したサイズのワンコになるなんて。と思ったら、短く吼ほえて、霞かすみのように消えてしまう。

「なんだったんだ。あいつ」

　ホットケーキが綺き麗れいに消えた皿を見て、呟く俺に対して、エミリさんの水妖精が答えてくれる。

「あの子、樹がちゃんと育っているか、見守っているだけだよ。それに、他のところにも樹の子どもがいるみたいだからそっちも見て回ってる。エミリのところにもよく居るの」

「ああ、最近感じた視線とか気配ってあの子のことね」

　納なつ得とくしたような、微び妙みような表情をするエミリさんは、窓から桃藤花の樹を見つめる。木の精せい霊れいとも言えなくはないけど、どっちかと言うと守しゆ護ご霊れい的な存在だ。

「なにか効果でもあるのかしら」

「ううん。ただ見守るだけだから何もしないよ。たまに現れて見守るだけ」

「なんか、うちの店がどんどん人外魔ま境きようになっている気がするんだが……」

　幻げん獣じゆうのリゥイとザクロが居て、合成ＭＯＢの三色ジェルたちが働き、イタズラ妖精がたまにふらっと立ち寄り、果ては冥めい府ふの狼まで現れ始める。

「まぁ、特に害がないならいいんじゃない？」

　エミリさんに言われて、問題ないならいいか、と考えることを放ほう棄きする。

　影えい響きようがあっても【アトリエール】に来る腹ペコ要員が少し増えただけだろう。




　そして、その後の解放された妖精たちは、特定のプレイヤーについて回ったり、居る場所に遊びに行ったりする光景が町中の随ずい所しよで見られるようになった。

　そして、【アトリエール】は、妖精が多く見られるお店の一つとして名前が上がるようになっていく。








─ステータス─

ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒乙女おとめの長弓

副武器：マギさんの包丁

防具：ＣＳクロード・シリーズ[image: なんばー]６オーカー・クリエイター




アクセサリー装備限界容量　２／10

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）




所持ＳＰセンスポイント29

【弓Ｌｖ41】【長弓Ｌｖ15】【空の目Ｌｖ10】【速度上じよう昇しようＬｖ31】【看破Ｌｖ18】【魔ま法ほう才能Ｌｖ47】【魔力Ｌｖ50】【付加術Ｌｖ28】【調薬Ｌｖ31】【料理Ｌｖ27】

控ひかえ

【錬れん金きんＬｖ33】【合成Ｌｖ34】【生産の心得Ｌｖ35】【調教Ｌｖ10】【彫ちよう金きんＬｖ３】【地属性才能Ｌｖ20】【泳ぎＬｖ13】【言語学Ｌｖ20】




　期間限定妖よう精せいクエスト報ほう酬しゆう

・フェアリーリング

・妖精配達（風のイタズラ妖精が定期的に【アトリエール】に妖精関連のアイテムを持って訪おとずれるようになりました）









　　　あとがき







　はじめましての方、おひさしぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＡさん、作品に素す敵てきなイラストを用意して下さったゆきさん様、月刊ドラゴンエイジにて連れん載さい中のコミカライズ版の羽は仁に倉くら雲うん様、またネットで私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　現在、ドラゴンマガジンにて、主人公の妹・ミュウが主役のＯＳＯオンリーセンス・オンラインのスピンオフ作品『白銀の女神ミユーズ』が連載中ですのでこちらもよろしくお願いします。




　今回は、Ｗｅｂ版にはないほぼ書き下ろしエピソードとなっております。楽しんで頂けたでしょうか。楽しんで頂けたなら幸いです。

　六巻に関しては、Ｗｅｂ版では発表する機会がなくてお蔵入りしてた妖よう精せいネタをこうした形で世に送り出すことができてよかったと思います。




　今回の小ネタは、当作品でモチーフになったものについてです。

　ワニ頭のボスについては、ちょっとマイナーです。

　特とく撮さつ映画『ゴジラシリーズ』に登場する怪かい獣じゆう・ビオランテをモチーフにしております。

　私にとってビオランテには、小さい頃ころに因いん縁ねんのある怪獣でした。

　幼少期の私と兄に降りかかった出来事です。特撮怪獣のガチャガチャを兄弟で一回ずつ回すことになり、勿もち論ろん子どもながらに正義の怪獣ゴジラが当たれ、と目を輝かがやかせてガチャガチャの前に居たわけです。ですが、兄弟揃そろって引いたカプセルの中には、不気味な物体が入っておりました。

　カプセルの中から出て来たのは、訳の分からない頭部だけの怪獣であり、下半身は、岩のようにゴツゴツとした見た目に、細い触しよく手しゆのような手足が四本──怪獣ビオランテが二体。そう、ダブりです。

　当時は、ビオランテのバックグラウンドも『ゴジラVSビオランテ』も見ていない子どもには、気持ち悪い物体を入手したこととそれが二体も目の前にある現実に、私たち兄弟に二重の絶望が襲おそいました。

　現在では、ゲームやマンガの設定厨としては、バックグラウンドの話を聞いてしまうと好きになってしまう病も発症した結果、ビオランテってまぁ悪くないデザインだよね。と落ち着くことができました。

　もう一つ。プロット段階では、死神のデザインはありきたりな骸がい骨こつとローブ、大おお鎌がまの予定でした。それを捻ねじ曲げたのが、再び登場する兄です。




「暇ひまだから、なにか面おも白しろいものない？　小説のネタになるような奴やつ」

『あるぞ。ニコ動の歌ってみたの「ラットが死んだ」とか見てみたらどうだ？』

「うん。見てるわー」

　その結果、意味が分からなかった。

「ごめん。あれが何を伝えたいのか分からないし、何とか一回だけ耐たえた。唯ゆい一いつ良いところは、プロモーションの映像かな。何あのマスク、カッコいい」

『あの歌は、ペスト病が流は行やった時に、真っ先に鼠ねずみが死んだ。ってことらしいぞ。あと、あれはペストマスクだ』

「へぇ、そうなんだ」

『鳥をモチーフにしたマスクであの先せん端たんに匂においの強いものや魔ま除よけのものを入れて病気に対処していたらしい』

「ちょっと待ってくれ。マイブラザー」

『なんだ？　いいネタになったのか？　マイブラザー』

「ペストマスクが疫えき病びように関係しているなら、死神のデザインにも使えるよね。それに鳥をモチーフにしているなら、マントに鳥の羽根とか付けてさー」

『なにそれ、怖こわっ！　それなら、鎌にも鳥の嘴くちばしをモチーフにした鎌があるはずだぞ』

「そのネタ頂き！　よし、デザインができたぞ」

『そりゃよかった。いきなり現れたらビビるレベルだ』

　こうして死神のデザインが固まったという実話。たまに、兄との会話で色々と面白いものを見つけたり、情報共有しております。最近では、「誕生日にＭＴＧ箱買いしたら爆ばく死しした」と笑っておりました。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一五　七月　アロハ座長
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